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務
本
之
学
、
京
八
思

　
「
務
本
の
学
」
と
は
、
即
ち
「
本(

も
と)

を
務
む
の
学
」。

先
の
見
え
な
い
複
雑
な
世
界
だ
か
ら
こ
そ
、
枝
葉
末
節
で
は
な

く
、本
質
を
理
解
す
る
学
問
、務
本
の
学
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
「
八
思
」
と
は
、総
合
的
な
学
術
基
盤
と
な
る
、人
文・哲
学
、

経
済
・
経
営
、
法
律
・
政
治
、
異
文
化
理
解
、
理
数
、
医
薬
・

生
命
、
情
報
・
環
境
、
芸
術
の
8
つ
を
表
し
て
い
ま
す
。



未
来
を
創
る
た
め
に
、

未
来
を
創
る
た
め
に
、

も
の
ご
と
の
根
本
を
深
く
知
る
。

も
の
ご
と
の
根
本
を
深
く
知
る
。

未
来
の
源
泉
は
、
こ
こ
に
あ
る
。

未
来
の
源
泉
は
、
こ
こ
に
あ
る
。 八

思
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は
、
現
在
ビ
ジ
ネ
ス
や
行
政
を
始
め
多

様
な
社
会
の
第
一
線
で
活
躍
し
、
将
来
各
界
の
リ
ー
ダ
ー
人
材
と
し
て
我
が
国
の
発
展
を
担
っ
て
い
く
こ
と
が
強

く
期
待
さ
れ
て
い
る
皆
様
を
対
象
に
、
学
術
・
文
化
・
芸
術
の
都
で
あ
る
京
都
の
地
で
、
本
学
を
始
め
斯
界
を
代

表
す
る
当
代
第
一
人
者
に
よ
る
講
義
と
直
接
対
話
を
介
し
て
、
幅
広
い
知
識
と
素
養
を
体
得
し
て
い
た
だ
く
た
め

の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
京
都
大
学
構
内
の
由
緒
あ
る
橘
会
館
（
1
1
0
年
前
に
竣
工
さ
れ
た
旧
帝
国
大
学
総
長

官
舎
）
で
行
わ
れ
、
2
0
1
5
年
の
開
始
以
来
昨
年
度
ま
で
に
す
で
に
の
べ
88
名
の
方
々
が
受
講
参
加
さ
れ
、

非
常
な
好
評
を
い
た
だ
い
て
き
て
お
り
ま
す
。
京
都
大
学
E
L
P
受
講
者
に
は
京
都
大
学
総
長
よ
り
修
了
書
を

授
与
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
京
大
E
L
P
倶
楽
部
（
同
窓
会
）
に
お
入
り
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
京
大

E
L
P
倶
楽
部
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
修
了
後
も
定
期
的
に
連
絡
を
取
り
合
い
、
特
別
講
義
や
多
様
な
催
し
を
通
し
て
、

異
種
業
界
間
で
の
交
流
や
情
報
交
換
に
大
い
に
役
立
っ
て
い
る
と
う
か
が
っ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
今
や
企
業
はCorporate Social Responsibility (

C
S
R)

を
求
め
ら
れ
、Environm

ent, Society 
and Governance (

E
S
G)

が
企
業
投
資
の
重
要
な
指
標
と
さ
れ
る
時
代
で
す
。
と
り
わ
け
複
雑
さ
を
増
し
つ

つ
あ
る
国
際
社
会
の
な
か
で
、
経
済
を
始
め
様
々
な
社
会
活
動
の
健
全
な
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
の
た
め
に
は
、
広
汎

な
知
的
文
化
的
素
養
に
裏
付
け
ら
れ
た
人
と
人
と
の
円
滑
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
力
は
、
一
層
そ
の
重
要
性

を
増
し
て
い
る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

18
世
紀
の
（
第
３
次
）
産
業
革
命
以
降
、
科
学
と
技
術
の
急
速
な
発
達
に
よ
り
世
界
の
人
々
の
生
活
は
大
き
な

進
歩
を
遂
げ
、
21
世
紀
の
今
日
、
先
進
諸
国
で
は
I
o
T
や
A
I
な
ど
の
新
技
術
に
よ
り
超
ス
マ
ー
ト
社
会
の

実
現
を
目
指
す
第
４
次
産
業
革
命
の
時
代
に
入
っ
て
い
ま
す
。
他
方
で
20
世
紀
末
か
ら
、
世
界
の
気
候
変
動
と
こ

れ
に
伴
う
大
規
模
自
然
災
害
、
地
球
環
境
破
壊
と
生
命
多
様
性
の
危
機
、
人
間
社
会
で
の
多
様
な
レ
ベ
ル
で
の
格

差
の
増
大
や
食
糧
問
題
な
ど
、
文
字
通
り
地
球
レ
ベ
ル
で
の
課
題
が
顕
在
化
し
て
き
て
い
る
の
も
事
実
で
す
。

こ
れ
ら
諸
課
題
の
要
因
自
体
は
科
学
に
よ
っ
て
問
う
こ
と
は
で
き
ま
す
が
、
そ
れ
に
よ
り
容
易
に
解
決
に
至
る

と
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
英
国
のJ.Ravetz

ら
は
、
現
代
世
界
が
直
面
し
て
い
る
大
き
な
問
題
は
、
事
象
自
体

京都大学総長　湊　長博



の
高
度
の
複
雑
性
と
そ
れ
に
係
る
利
害
の
多
様
性
に
よ
っ
て
特
徴
付
け
ら
れ
、「
科
学(Norm

al Science)

に
よ
っ

て
問
う
こ
と
は
で
き
る
が
答
え
る
こ
と
の
で
き
な
い
」
領
域
に
属
し
て
い
る
と
し
て
、
ポ
ス
ト
・
ノ
ー
マ
ル
サ
イ

エ
ン
ス
（
P
N
S
）
領
域
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

現
下
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
も
、ま
さ
に
P
N
S
領
域
の
問
題
と
言
え
る
で
し
ょ

う
。
ウ
イ
ル
ス
の
特
性
や
感
染
様
式
、
宿
主
の
免
疫
応
答
と
病
態
発
生
機
構
な
ど
に
係
る
科
学
的
知
見
は
急
速
に

蓄
積
さ
れ
て
き
て
は
い
ま
す
が
、
も
ち
ろ
ん
こ
れ
が
社
会
活
動
全
般
に
統
一
指
針
を
与
え
う
る
状
況
に
は
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
の
対
策
に
は
、
地
域
に
よ
っ
て
異
な
る
社
会
習
慣
や
宗
教
、
他
方
で
は
様
々
な
社
会
活
動
や
多
様
な
職

業
に
よ
っ
て
異
な
る
利
害
な
ど
、
多
く
の
要
因
が
関
係
し
て
き
ま
す
。

例
え
ば
ワ
ク
チ
ン
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
に
は
、ポ
リ
オ
や
麻
疹
な
ど
集
団
免
疫
を
目
指
す
も
の
と
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
個
人
の
予
防
を
対
象
と
す
る
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
で
は
前
者
が

想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
と
す
れ
ば
、
大
多
数
の
人
々
が
ど
う
す
れ
ば
そ
の
安
全
性
と
効
果
を
確
信
で
き
る
か
、
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
優
先
順
位
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
集
団
免
疫
獲
得
に
充
分
な
割
合
（
人
口
の
7
割
以
上
）
の
接

種
が
本
当
に
実
現
可
能
か
、
な
ど
の
問
題
が
あ
り
、
こ
れ
に
は
生
活
様
式
、
歴
史
、
宗
教
な
ど
多
く
の
要
素
が
関

わ
っ
て
き
ま
す
。

ビ
ジ
ネ
ス
や
行
政
の
世
界
に
お
い
て
、
複
雑
で
混
迷
を
究
め
つ
つ
あ
る
地
球
社
会
の
中
で
こ
れ
か
ら
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
取
っ
て
い
く
人
材
に
は
、
自
ら
が
属
す
る
立
場
の
直
接
利
害
に
加
え
て
、
実
に
多
様
な
観
点
か
ら
の
知

識
や
理
解
が
要
求
さ
れ
て
く
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
人
口
減
少
と
超
高
齢
化
の
進
行
が
避
け
ら
れ
な
い
我
が

国
で
、
ビ
ジ
ネ
ス
を
含
め
新
し
い
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
を
進
め
て
い
く
に
当
た
っ
て
は
、
学
術
・
文
化
・
芸
術
な
ど

に
広
い
見
識
と
理
解
を
も
っ
た
リ
ー
ダ
ー
人
材
こ
そ
が
今
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

京
都
大
学
E
L
P
が
、
来
た
る
べ
き
新
時
代
の
幅
広
い
素
養
と
知
識
を
備
え
た
社
会
の
リ
ー
ダ
ー
人
材
の
要

請
に
、
そ
し
て
何
よ
り
も
受
講
さ
れ
る
皆
様
の
知
の
喜
び
と
新
た
な
出
会
い
に
、
少
し
で
も
貢
献
で
き
る
こ
と
を

心
か
ら
期
待
し
て
い
ま
す
。

京
都
大
学
総
長　

湊　

長
博



6人文・哲学

日
本
人
の
死
生
観
の
行
方

生
老
病
死
を
積
極
的
に
見
詰
め
る
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阪大学文学部外国人講師。1986年ハワイ大学教育学部助教授。1988年筑波大学人文学類哲学思想系外国人教師。	
1992年京都大学教養部助教授。2003年京都大学大学院人間・環境学研究科教授。2007年京都大学こころの未来研	
究センター教授。
諸文化の宗教（死生観・倫理観）を理解し、治癒方法、倫理道徳、価値体系等の研究を通じて、日本独自の新しい対	
応方法の可能性を探求している。最近は、医療倫理学、バイオエシックス（環境倫理学を含む生命倫理学）の問題を中
心に研究を進めている。西洋医学の終末期治療等に対し、東洋思想の立場から「離脱体験」研究を行い、全米宗教心	
理学からアシュビー賞を、1986	年に国際教育研究会（SIETAR）から異文化理解賞を、2018年にモスクワ精神分析大学	
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カール・ベッカー
Carl BECKER
京都大学学際融合教育研究推進センター
政策のための科学ユニット	特任教授

講
義
概
要

江
戸
時
代
ま
で
の
日
本
人
は
、
疫
病
が
外
か
ら
や
っ
て

く
る
、
目
に
見
え
ぬ
怨
霊
や
疫
神
（
え
や
み
の
か
み
）
の

セ
イ
と
し
て
、
注
連
縄
で
境
界
線
を
守
り
、
村
内
を
清
め

た
り
、
疫
神
の
姿
を
取
る
人
形
を
流
し
出
し
た
り
し
て

い
た
。
現
代
人
も
、
外
か
ら
や
っ
て
く
る
、
目
に
見
え
ぬ

ウ
イ
ル
ス
か
ら
如
何
に
国
境
を
守
り
、
国
内
を
消
毒
で
き

る
か
に
挑
戦
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
但
し
、
我
々
は

疫
病
が
怨
霊
や
疫
神
の
悪
戯
と
し
て
片
付
け
ら
れ
ず
、
か

な
り
人
間
の
責
任
に
因
る
も
の
で
あ
る
と
認
識
し
つ
つ
あ

る
。
古
代
人
も
現
代
人
も
急
性
病
を
恐
れ
、
注
目
し
が
ち

だ
が
、
実
は
、
中
期
・
長
期
の
病
は
死
亡
率
が
高
く
、
ま

た
日
頃
か
ら
予
防
可
能
で
あ
る
。

医
療
福
祉
で
も
、
在
宅
介
護
の
暴
力
、
病
院
看
護
の
燃

え
尽
き
、
医
療
赤
字
や
医
事
訴
訟
な
ど
、
問
題
が
山
積
し

て
い
る
が
、
そ
の
解
決
の
為
に
も
人
文
系
の
研
究
が
貢
献

で
き
る
側
面
に
注
目
し
た
い
。
働
く
人
間
に
と
っ
て
は
、

最
終
悪
は
身
体
的
な
死
よ
り
も
、生
き
が
い
感
の
損
失
や
、

精
神
的
疲
弊
で
は
な
か
ろ
う
か
。
生
老
病
死
を
考
え
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
よ
り
人
間
的
な
価
値
観
が
浮
き
彫
り
に
な

る
。

世
の
中
を
ど
の
よ
う
に
変
え
る
の
か
、

ど
ん
な
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
る
の
か

世
の
中
を
変
え
る
の
は
、科
学
技
術
そ
の
も
の
よ
り
も
、

人
間
の
願
望
（
＝
価
値
観
）
で
あ
ろ
う
。
ス
マ
ホ
や
自
動

車
が
社
会
を
変
え
た
と
い
う
よ
り
は
、「
使
い
た
い
」
と

い
う
願
望
（
＝
価
値
観
）
が
生
じ
て
初
め
て
ス
マ
ホ
や
自

動
車
が
売
れ
、
社
会
を
変
え
る
こ
と
に
な
る
。
た
だ
、
ス

マ
ホ
や
自
動
車
を
増
や
し
た
と
こ
ろ
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
依
存
症
や
公
害
の
よ
う
な
問
題
も
生
じ
る
。
つ
ま
り
技

術
で
世
を
変
え
る
こ
と
が
１
0
０
％
望
ま
し
い
と
は
限
ら

な
い
の
で
あ
る
。
燃
費
が
良
い
最
近
の
自
動
車
に
は
、
最

新
技
術
だ
け
で
な
く
、
運
転
の
仕
方
と
運
転
手
の
価
値
観

も
変
え
る
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
・
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
て

い
る
。
産
業
の
利
益
追
求
で
物
の
見
方
や
生
き
が
い
感
を

歪
曲
す
る
よ
り
は
、
誇
り
に
思
え
る
物
の
見
方
や
生
き
が

い
感
を
基
盤
と
し
て
、
そ
れ
に
見
合
う
物
を
作
る
方
が
、

金
銭
的
利
益
の
み
な
ら
ず
、
納
得
行
く
未
来
の
生
き
方
に

つ
な
が
る
。
流
行
病
、
末
期
疾
患
、
食
料
危
機
な
ど
を
考

え
る
と
暗
く
な
る
と
言
う
人
も
い
る
。
し
か
し
リ
ス
ク
論

は
そ
れ
ら
の
危
険
を
予
防
・
軽
減
す
る
た
め
に
あ
る
。
先

見
の
明
を
持
て
ば
、
リ
ス
ク
が
最
も
高
い
、
普
遍
的
な
危

険
性
を
も
た
ら
す
も
の
を
、
事
前
に
認
識
し
、
避
け
る
こ

と
も
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
生
老
病
死
の
苦
を
考
え
て
お
い

て
初
め
て
、
有
効
な
対
策
を
選
択
・
実
践
し
、
持
続
可
能

な
健
康
維
持
を
目
差
せ
る
。
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
る
価
値
観

こ
そ
、
世
の
中
を
変
え
る
と
期
待
す
る
。



7 人文・哲学

禅
の
実
習

禅
修
行
の
一
端
に
触
れ
る

1976年京都大学大学院文学研究科博士課程修了。華頂短期大学、相愛大学教授を経て現在、公益財団法人長岡禅塾	
塾長。長岡禅塾	第三代塾長浅井義宣老師の法嗣。相愛大学名誉教授。中国東北大学客員研究員。

『自覚の現象学』行路社（1999年）、『禅と京都哲学』燈影舎（2006年）、『禅に親しむ』禅文化研究所（2016年）、「長
岡禅塾物語」、「西田哲学の動的性格について」、「西田直門	片岡仁志先生」等。

北野　大雲
KITANO Daiun

公益財団法人長岡禅塾	塾長

講
義
概
要

京
都
学
派
の
哲
学
と
深
い
因
縁
の
あ
る
禅
を
坐
禅
・

作
務
・
誦
経
を
通
じ
て
実
習
し
、「
無
」
の
体
験
を
試

み
る
。

世
の
中
を
ど
の
よ
う
に
変
え
る
の
か
、

ど
ん
な
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
る
の
か

禅
で
は
何
事
に
お
い
て
も
無
心
で
あ
る
こ
と
を
尊
重

し
ま
す
。
結
果
を
期
待
し
な
い
で
行
う
自
然
の
行
為
が

大
切
で
す
。
し
か
し
、
実
は
何
も
の
に
も
囚
わ
れ
な
い

無
の
心
か
ら
無
限
の
創
出
が
生
れ
る
の
で
す
。

例
を
挙
げ
ま
し
ょ
う
。
長
岡
禅
塾
を
創
設
し
た
岩
井

勝
次
郎
は
若
く
し
て
禅
の
修
行
に
励
み
、
現
在
も
活
躍

し
て
い
る
ビ
ッ
グ
・
カ
ン
パ
ニ
ー
を
８
社
も
つ
く
り
ま

し
た
。
ま
た
、
ス
テ
ィ
ー
ブ
・
ジ
ョ
ブ
ズ
の
事
業
が
禅

と
深
く
か
か
わ
っ
て
い
た
こ
と
は
広
く
知
ら
れ
て
い
る

通
り
で
す
。
古
く
は
論
語
の
な
か
に
、「
無
為
に
し
て

治
ま
る
者
は
そ
れ
舜
な
る
か
」
と
い
う
言
葉
も
見
い
だ

さ
れ
ま
す
。
こ
の
場
合
、「
無
為
」と
は「
無
心
の
行
為
」

の
こ
と
で
す
。
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稽
古
と
無
心
︱
「
し
な
や
か
さ
」
の
系
譜

ハ
プ
ニ
ン
グ
に
対
応
す
る
身
心
の
土
台

1957年、甲府市生まれ。信州大学、東京都立大学、東京大学にてドイツ哲学と教育哲学を学び、1990年から立教大
学文学部専任講師・助教授、1997年から東京大学教育学研究科助教授・准教授を経て、2007年から京都大学教育学
研究科教授。専門は、教育人間学、死生学、哲学。思想研究による「人の一生（ライフサイクル）」研究を志し、宗教心
理学・東洋哲学における「宗教性（スピリチュアリティ）」研究を継続中。近年は毎年ブータンに通う。

無心や稽古に関して、『世阿弥の稽古哲学』東京大学出版会（2009年）、『無心のダイナミズム』岩波現代全書（2014年）、
『無心の対話‐精神分析フィロソフィア』創元社（2017年	共著）、『稽古の思想』春秋社（2019年）など。
その他の著作に、『エリクソンの人間学』東京大学出版会（1993年）、『魂のライフサイクル－ユング・ウィルバー・シュタ
イナー』東京大学出版会（1997年）、『教育人間学のために』東京大学出版会（2005年）、『生涯発達とライフサイクル』
東京大学出版会（2014年	共著）、『誕生のインファンティア－生まれてきた不思議・死んでゆく不思議・生まれてこなかっ
た不思議』みすず書房（2015年）、『ライフサイクルの哲学』東京大学出版会（2019年）など。

西平　直
NISHIHIRA Tadashi

講
義
概
要

無
心
。
本
当
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
の
だ
が
、
な
ぜ
か

皆
、
深
い
知
恵
を
予
感
す
る
。
で
は
そ
こ
に
何
が
潜
ん

で
い
る
の
か
。
例
え
ば
、
無
心
か
ら
生
じ
る
「
お
の
ず

か
ら
の
動
き
」。
意
図
的
に
作
り
出
す
の
で
は
な
い
。

恩
寵
の
よ
う
に
や
っ
て
く
る
。
あ
る
い
は
、
型
と
い
う

知
恵
。
型
の
稽
古
は「
ハ
プ
ニ
ン
グ
に
対
応
す
る
身
体
」

を
育
て
る
。
そ
う
し
た
身
心
を
可
能
に
す
る
土
台
を
育

て
る
。
も
し
く
は
「
身
心
一
如
」「
離
見
の
見
」「
修
証

一
等
」
と
い
っ
た
謎
め
い
た
言
葉
、
そ
こ
に
込
め
ら
れ

た
先
人
た
ち
の
「
し
な
や
か
な
」
教
え
。
自
然
体
、
暗

黙
知
、
脱
学
習
、
ア
ー
ト
、
フ
ロ
ー
、
成
就
。「
身
を

も
っ
て
学
ぶ
（
わ
ざ
を
身
に
付
け
る
）」
プ
ロ
セ
ス
と
、

そ
こ
に
秘
め
ら
れ
た
豊
か
な
知
恵
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会

と
す
る
。

世
の
中
を
ど
の
よ
う
に
変
え
る
の
か
、

ど
ん
な
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
る
の
か

稽
古
の
思
想
は「
し
な
や
か
」で
あ
る
。
稽
古
は「
わ

ざ
」
が
「
わ
ざ
と
ら
し
く
」
な
る
こ
と
を
嫌
う
。
稽
古

は
「
上
手
く
な
ろ
う
と
す
る
」
こ
と
で
あ
る
と
同
時
に

「
上
手
く
な
ろ
う
と
し
な
く
な
る
」こ
と
で
あ
る
。「
型
」

や
「
無
心
」
の
思
想
は
逆
説
に
満
ち
て
い
る
。
一
筋
縄

で
は
進
ま
な
い
。
よ
じ
れ
・
も
つ
れ
・
反
転
す
る
。
そ

の
秘
め
ら
れ
た
「
し
な
や
か
さ
」
を
学
ぶ
。「
し
な
や

か
さ
」
が
即
興
を
生
み
、
創
発
の
土
台
と
な
る
。
新
し

い
状
況
に
そ
の
つ
ど
対
応
し
て
ゆ
く
身
心
の
基
礎
・
基

本
・
土
台
。
予
測
不
能
な
時
代
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
伝
統

の
知
恵
に
立
ち
返
り
、
そ
こ
か
ら
跳
ね
返
さ
れ
る
仕
方

で
、
自
分
な
り
に
考
え
直
す
機
会
と
し
た
い
。

京都大学大学院教育学研究科	教授
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京
の
知

京
都
学
派
の
哲
学
を
中
心
に

1978年京都大学大学院文学研究科単位取得満期退学。1982年ドイツ・ボーフム大学哲学部ドクター・コース修了（Dr.	
Phil.）。1983年名城大学教職課程部講師。1988年京都工芸繊維大学工芸学部助教授。1991年京都大学文学部助教授。
1996年京都大学大学院文学研究科教授。2013年京都大学大学院総合生存学館教授。現在は京都大学名誉教授。

主な業績に、Philosophie	und	Religion	beim	jungen	Hegel.	Unter	besonderer	Berücksichtigung	seiner	Auseina
ndersetzung	mit	Schelling.	Hegel-Studien,	Beiheft	26.	1985	Bonn,	Bovier、『若きヘーゲル』創文社（1986年）、『西
田幾多郎	－	生きることと哲学』岩波書店（岩波新書）（2007年）、『西田幾多郎の思索世界	－	純粋経験から世界認識へ』
岩波書店（2011年）、『哲学のヒント』岩波書店（岩波新書）（2013年）、『日本文化をよむ』岩波書店（岩波新書）（2017年）。

藤田　正勝
FUJITA Masakatsu

京都大学	名誉教授

講
義
概
要

京
の
知
の
伝
統
、
京
都
大
学
の
伝
統
の
一
つ
に
、
西

田
幾
多
郎
を
そ
の
祖
と
す
る
「
京
都
学
派
」
の
哲
学
が

あ
る
。
そ
れ
は
近
年
、
諸
外
国
で
も
大
き
な
関
心
を
集

め
て
い
る
。
こ
の
講
義
で
は
、「
京
都
学
派
」
が
ど
の

よ
う
な
集
団
で
あ
り
、
彼
ら
が
何
を
め
ざ
し
た
の
か
、

現
代
の
視
点
か
ら
見
た
と
き
そ
の
意
義
は
ど
こ
に
あ
る

の
か
、
諸
外
国
の
研
究
者
か
ら
ど
の
よ
う
な
関
心
を

も
っ
て
読
ま
れ
て
い
る
の
か
、
等
々
に
つ
い
て
考
え
て

み
た
い
。

「
京
都
学
派
」
の
哲
学
者
た
ち
が
重
視
し
た
考
え
方

に
「
主
体
的
な
思
索
（
ゼ
ル
プ
ス
ト
デ
ン
ケ
ン
）」
が

あ
り
、
ま
た
、
そ
の
根
底
に
「
無
」
の
思
想
が
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
点
を
中
心
に
、「
京
都
学
派
」
の
哲
学
に

つ
い
て
、
分
か
り
や
す
く
お
話
し
し
た
い
。

世
の
中
を
ど
の
よ
う
に
変
え
る
の
か
、

ど
ん
な
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
る
の
か

哲
学
は
直
接
的
な
効
果
や
利
益
を
生
む
学
問
で
は
な

い
。
し
か
し
、
人
間
と
は
何
か
、
わ
れ
わ
れ
は
何
の
た

め
に
生
き
て
い
る
の
か
、
あ
る
い
は
何
を
め
ざ
し
て
生

き
れ
ば
よ
い
の
か
、
そ
の
よ
う
な
も
っ
と
も
根
本
的
な

問
い
に
取
り
組
も
う
と
す
る
学
問
で
あ
る
。

西
田
幾
多
郎
や
田
辺
元
、九
鬼
周
造
、三
木
清
ら
、「
京

都
学
派
」
に
属
す
る
哲
学
者
た
ち
は
、
そ
の
よ
う
な
問

い
を
め
ぐ
っ
て
、
自
立
し
た
思
索
を
行
い
、
西
洋
の
哲

学
の
物
ま
ね
で
な
い
独
自
の
哲
学
を
作
り
あ
げ
て
い
っ

た
。
わ
れ
わ
れ
が
何
か
新
し
い
も
の
を
、
創
造
的
な
も

の
を
作
り
あ
げ
よ
う
と
す
る
と
き
、
彼
ら
の
そ
の
よ
う

な
格
闘
か
ら
多
く
の
も
の
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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禅
と
日
本
文
化

禅
の
教
え
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
醸
成

1978年京都市生まれ。2003年東京大学大学院農学生命科学研究科修了。埼玉県新座市・平林寺にて 3年半の修行生
活を送った後、2007年より退蔵院副住職。日本文化の発信・交流が高く評価され、2009年観光庁 Visit	Japan 大使に
任命される。また、2011年より京都市「京都観光おもてなし大使」。2016年『日経ビジネス』誌の「次代を創る100人」
に選出され、同年より「日米リーダーシッププログラム」フェローに就任。2018年より米・スタンフォード大客員講師。
2019年文化庁長官表彰（文化庁）、重光賞（ボストン日本協会）受賞。
2011年には、日本の禅宗を代表してヴァチカンで前ローマ教皇に謁見、2014年には日本の若手宗教家を代表してダライ・
ラマ14世と会談し、世界のさまざまな宗教家・リーダーと交流。また、世界経済フォーラム年次総会（ダボス会議）に
出席するなど、世界各国で宗教の垣根を超えて活動中。

『大事なことから忘れなさい～迷える心に効く三十の禅の教え～』（世界文化社、2014年）、『京都、禅の庭めぐり』（PHP、
2016年）、『ビジネス ZEN入門』（講談社新書、2016年）

松山　大耕
MATSUYAMA Daiko

妙心寺退蔵院	副住職

講
義
概
要

禅
の
本
質
は
「
不
立
文
字
」。
つ
ま
り
、
物
事
の
本

質
は
言
葉
で
は
表
現
で
き
な
い
、
伝
え
る
こ
と
が
で
き

な
い
、
と
い
う
こ
と
だ
。
実
践
体
験
を
通
し
て
、
核
心

を
伝
え
て
い
く
。禅
は
単
な
る
瞑
想
の
手
段
で
は
な
い
。

「
行
住
坐
臥
」
寝
て
い
る
と
き
も
、
歩
い
て
い
る
と
き

も
、
す
べ
て
の
瞬
間
が
禅
で
あ
る
。
ひ
と
つ
の
生
き
方

と
言
っ
て
も
よ
い
。
今
回
の
講
義
で
は
、
文
字
で
は
表

現
で
き
な
い
と
言
わ
れ
る
禅
の
本
質
を
あ
え
て
言
葉
を

使
っ
て
表
現
し
な
が
ら
、
そ
の
奥
深
さ
を
味
わ
う
た
め

の
入
り
口
と
し
た
い
。
坐
禅
の
実
践
と
と
も
に
、
禅
が

生
み
出
し
た
庭
や
茶
な
ど
日
本
文
化
の
精
神
性
に
も

触
れ
、
禅
が
い
か
に
日
本
文
化
に
影
響
を
与
え
て
き
た

か
と
い
う
こ
と
も
感
じ
て
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
歴

史
上
さ
ま
ざ
ま
な
リ
ー
ダ
ー
が
禅
に
影
響
を
受
け
て
お

り
、
禅
の
教
え
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
関
係
に
も
注
目

す
る
。

世
の
中
を
ど
の
よ
う
に
変
え
る
の
か
、

ど
ん
な
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
る
の
か

い
ま
や
禅
は
日
本
だ
け
で
は
な
く
世
界
中
で
広
く
親

し
ま
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
日
本
の
禅
と
今
、
世
界
で

流
行
し
て
い
る
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
や
Z
E
N
と
は

違
い
も
あ
る
。
一
番
大
き
な
違
い
は
、
日
本
の
禅
は
功

利
主
義
的
な
思
考
を
し
な
い
、
と
い
う
こ
と
だ
。
マ
イ

ン
ド
フ
ル
ネ
ス
を
す
れ
ば
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
上
が

る
の
で
は
な
い
か
、
Z
E
N
を
実
践
す
れ
ば
健
康
的

な
生
活
が
過
ご
せ
る
の
で
は
な
い
か
。
確
か
に
そ
う
い

う
「
ご
利
益
」
は
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
あ
く
ま
で

そ
れ
は
「
お
ま
け
」
で
あ
っ
て
本
質
で
は
な
い
。
そ
う

い
っ
た
功
利
主
義
的
な
捉
え
方
で
あ
れ
ば
、
今
、
世
界

に
さ
ま
ざ
ま
な
歪
み
を
産
ん
で
い
る
資
本
主
義
的
な
考

え
方
を
強
化
す
る
に
過
ぎ
な
い
。
そ
れ
を
抜
け
た
と
こ

ろ
に
す
ば
ら
し
い
世
界
が
広
が
っ
て
お
り
、
そ
う
い
う

存
在
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
気
づ
い
て
ほ
し
い
。
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仏
教
に
お
け
る
「
正
念
」

「
三
慧
」
で
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
を
正
す

フランスのポワチエ市に生まれ、2000年ボルドー第2ヴィクトル・セガレン大学人文科学部社会人類学・民族学科卒
業。	2002年同大学人文科学研究科社会人類学・民族学科専攻修士課程修了。2005年フランス国立高等研究実習院	
（EPHE、	パリ）	宗教学専攻修士課程、2011年専攻博士後期課程終了、博士（文学・東洋学）（フランス国立高等研究実
習院、	EPHE、パリ）。同時に	2008年から	2013年まで京都大学大学院文学研究科文献文化学専攻（仏教学専修）留学、
博士後期課程終了。2012年から2015年までアンスティチュ・フランセ関西	-	京都（旧関西日仏学館）で思想史の講義
担当者。2013年より京都大学白眉センター特定助教。2015年より現職。2019年よりMind	and	Life	Institute（米国 )
のフェロー。研究は仏教における心の哲学と瞑想論。特にヒマラヤ・チベット仏教の文献研究と現地調査を中心とする。
総合生存学館のマインドフルリビング研究会の担当教員。

主要著書は『Revisiting	Tibetan	Philosophy	and	Religion』AMI	（2012年	共編著）、『Une	quête	tibétaine	de	la	
sagesse.	Prajñāraśmi	（1518-1584）　et	les	sources	de	l’approche	impartiale』（近刊	単著）など。研究論文は
『Philosophy	East	and	West』、『Asian	Philosophy』、『Bulletin	of	Tibetology』などの査読付きジャーナルで出版。

マルク＝アンリ・デロッシュ
Marc-Henri DEROCHE

京都大学大学院総合生存学館（思修館）准教授

講
義
概
要

本
講
義
で
は
、
東
洋
と
西
洋
の
重
要
な
思
想
的
資
源

を
統
合
す
る
こ
と
で
、
あ
ら
た
め
て
「
生
存
の
智
慧
」

を
探
る
。
第
一
に
、
東
洋
の
諸
伝
統
、
と
り
わ
け
仏
教

に
お
い
て
、
智
慧
の
発
展
が
伝
統
的
に
ど
の
よ
う
に
考

え
ら
れ
て
き
た
の
か
を
、「
聞
・
思
・
修
」
の
進
行
過

程
に
即
し
て
考
察
す
る
。第
二
に
、こ
の
モ
デ
ル
を
、「
智

慧
の
探
求
」
と
見
な
さ
れ
た
古
代
ギ
リ
シ
ア
哲
学
と
比

較
検
討
し
、共
通
点
と
相
違
点
を
解
明
す
る
。
最
後
に
、

そ
う
し
た
古
代
の
智
慧
が
ど
の
よ
う
に
再
生
さ
れ
、
現

代
の
哲
学
、
科
学
、
社
会
に
統
合
さ
れ
る
か
を
考
察
す

る
。
具
体
例
と
し
て
は
、
仏
教
の
身
心
技
法
や
に
関
す

る
認
知
科
学
と
そ
の
「
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
」（
こ
の

文
脈
で
は
注
意
と
気
づ
き
）
の
技
法
と
言
っ
た
新
し
い

応
用
に
つ
い
て
の
近
年
の
研
究
を
取
り
上
げ
る
。

世
の
中
を
ど
の
よ
う
に
変
え
る
の
か
、

ど
ん
な
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
る
の
か

本
講
義
で
は
、
東
洋
と
西
洋
に
お
け
る
古
来
の
知
的

遺
産
の
再
考
を
通
し
て
、
各
自
が
グ
ロ
ー
バ
ル
な
展
望

を
獲
得
し
、
発
展
さ
せ
る
た
め
の
基
本
的
な
参
照
軸
を

提
供
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
東
洋
と
西
洋
の
思
想

を
比
較
検
討
は
、
日
本
の
文
化
遺
産
へ
の
新
し
い
視
点

を
も
た
ら
す
も
の
で
も
あ
る
た
め
、
そ
れ
が
将
来
の
持

続
可
能
で
調
和
的
な
共
生
に
ど
の
よ
う
に
貢
献
し
う
る

も
の
か
、あ
ら
た
め
て
考
え
る
機
会
と
な
る
。
加
え
て
、

仏
教
と
身
心
技
法
や
「
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
」
の
技
法

に
関
す
る
学
際
的
研
究
は
、
健
康
管
理
・
教
育
・
リ
ー

ダ
ー
育
成
に
お
い
て
今
や
ま
す
ま
す
多
く
応
用
さ
れ
て

き
て
お
り
、
本
講
義
で
は
、
そ
う
し
た
東
洋
と
西
洋
の

新
た
な
統
合
の
挑
戦
に
つ
い
て
検
証
す
る
こ
と
で
、
普

遍
的
な
視
座
か
ら
生
存
の
智
慧
を
理
解
す
る
端
緒
を
与

え
る
。
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女
性
ホ
ー
ム
レ
ス
の
語
り
を
聞
く

ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
レ
ン
ズ
を
通
し
て
み
る
世
界

京都大学大学院文学研究科博士課程研究指導認定退学。京都大学文学博士。2010年立命館大学産業社会学部准教授。
2019年より現職。専門は、社会学、ジェンダー研究、貧困研究。

『貧困問題の新地平――〈もやい〉の相談活動の軌跡』（編著、旬報社、2018年）、『質的社会調査の方法――他者の
合理性の理解社会学』（共著、有斐閣、2016年）、『女性ホームレスとして生きる――貧困と排除の社会学』（世界思想社、
2013年、第33回	山川菊栄賞受賞）、「世帯内資源配分に関する研究にみる「世帯のなかに隠れた貧困」」『大原社会
問題研究所雑誌』739:	8-21（2020年）、「ジェンダーから見た貧困測定――世帯のなかに隠れた貧困をとらえるために」
『思想』2020年4月号 ,	29-46（2020年）など。

丸山　里美
MARUYAMA Misato

京都大学大学院文学研究科	准教授

講
義
概
要

ホ
ー
ム
レ
ス
と
い
う
と
、
男
性
が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る

こ
と
が
多
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
わ
ず
か
3
％
と
い
わ
れ

て
い
る
が
、
女
性
の
ホ
ー
ム
レ
ス
も
い
る
。
彼
女
た
ち

は
、
ど
の
よ
う
な
人
た
ち
で
、
ど
ん
な
人
生
を
送
り
、

ど
の
よ
う
に
し
て
生
き
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

本
講
義
で
は
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
通
し
て
見
え

て
き
た
、
女
性
ホ
ー
ム
レ
ス
た
ち
の
生
活
や
語
り
を
中

心
に
、
ホ
ー
ム
レ
ス
や
貧
困
の
概
念
な
ど
の
学
問
領
域

や
、
福
祉
制
度
の
な
か
に
あ
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
バ
イ
ア

ス
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
は
私
た
ち
が
暗
黙
の
う
ち
に
想

定
し
て
い
る
人
間
像
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

世
の
中
を
ど
の
よ
う
に
変
え
る
の
か
、

ど
ん
な
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
る
の
か

ご
く
わ
ず
か
し
か
な
い
、ホ
ー
ム
レ
ス
の
女
性
た
ち
。

彼
女
た
ち
は
、
な
ぜ
ホ
ー
ム
レ
ス
を
し
て
い
る
の
だ
ろ

う
。
あ
る
き
っ
か
け
か
ら
女
性
ホ
ー
ム
レ
ス
を
探
し
て

話
を
聞
い
て
い
く
な
か
で
、
一
見
理
解
す
る
こ
と
が
難

し
い
よ
う
な
彼
女
た
ち
の
行
動
に
も
、
彼
女
た
ち
な
り

の
論
理
が
あ
る
こ
と
を
知
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て

社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
と
こ
ろ
に
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
思
い

込
み
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

私
た
ち
が
通
常
想
定
し
て
い
る
人
間
像
は
、
成
人
の
健

常
者
で
、
男
性
で
あ
る
。
た
と
え
小
さ
な
声
で
も
、
そ

れ
と
は
異
な
る
彼
女
た
ち
の
声
を
聞
く
こ
と
か
ら
も
、

私
た
ち
が
あ
た
り
ま
え
の
よ
う
に
思
っ
て
い
る
人
間
の

見
方
に
つ
い
て
、
考
え
直
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
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コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
進
化
と
未
来
社
会

人
類
の
進
化
を
類
人
猿
と
比
較
し
て
そ
の
特
徴
を
論
じ
、
未
来
社
会
を
展
望
す
る

総合地球環境学研究所所長、京都大学名誉教授。1952年東京生まれ。京都大学理学部卒業、同大学院理学研究科博士後期
課程退学。理学博士。カリソケ研究センター客員研究員、（財）日本モンキーセンター・リサーチフェロー、京都大学霊長類研
究所助手、京都大学大学院理学研究科教授などを経て 2020年まで京都大学総長。国立大学協会会長、日本学術会議会長、
総合科学技術・イノベーション会議議員、国際霊長類学会会長を歴任。現在、京都市動物園名誉園長、日本学術振興会評議
員、環境省中央環境審議会委員、大阪・関西万博シニアアドバイザーなどを務める。1978年よりアフリカ各地でゴリラの野外
研究に従事。類人猿の行動や生態をもとに初期人類の生活を復元し、人類に特有な社会特徴の由来を探っている。
『ゴリラの森に暮らす』NTT出版（1996年）、『父という余分なもの』新書館（1997年）、『ジャングルで学んだこと』フレーベ
ル館（1999年）、『オトコの進化論』ちくま新書（2003年）、『人間性の起源と進化』昭和堂（2003年	編著）、『ゴリラ』東京大
学出版会（2005年）、『サルと歩いた屋久島』山と渓谷社（2006年）、『いま食べることを問う』農文協（2006年	共著）、『ヒト
はどのようにしてつくられたか』岩波書店（2007年	編著）、『暴力はどこからきたか』ＮＨＫブックス（2007年）、『人類進化論』
裳華房（2008年）、『ゴリラ図鑑』文渓堂（2008年）、『家族進化論』東京大学出版会（2012年）、『野生のゴリラと再会する』
くもん出版（2012年）、『ゴリラは語る』講談社（2012年）、『「サル化」する人間社会』集英社（2014年）、『京大式おもろい勉
強法』朝日新書（2015年）、『ゴリラは戦わない』中公新書クラレ (2017年 )、『都市と野生の思考』インターナショナル新書 (2017
年 )、『日本の人類学』ちくま新書 (2017年 )、『人類の社会性の進化』（上下）Kindle 版（2018）、『ゴリラからの警告「人間
社会、ここがおかしい」』毎日新聞出版（2018）『ゴリラに学ぶ男らしさ』ちくま文庫（2019年）、『言葉が暴走する時代の処世術』
集英社新書（2019年	共著）、『未来のルーシー』青土社（2020年	共著）その他多数。

山極　壽一
YAMAGIWA Juichi

総合地球環境学研究所所長、京都大学	名誉教授
前京都大学総長

講
義
概
要

現
代
は
不
確
実
性
の
高
い
時
代
と
言
わ
れ
、
こ
れ
か

ら
は
知
識
集
約
型
社
会
の
な
か
で
期
待
値
ビ
ジ
ネ
ス
が

活
躍
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
が
ど

ん
な
人
間
観
に
基
づ
く
社
会
で
あ
る
か
は
ま
だ
よ
く
わ

か
っ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
人
類
の
歴
史
を
有
史
以
前

に
遡
り
、
生
物
と
し
て
の
進
化
史
を
類
人
猿
と
比
べ
、

人
類
が
ど
の
よ
う
な
心
身
の
変
化
を
経
験
し
て
現
代
に

至
っ
た
か
を
概
観
す
る
。
そ
の
上
で
、
情
報
通
信
機
器

が
発
達
し
、
超
ス
マ
ー
ト
社
会
を
迎
え
る
な
か
で
人
間

の
心
身
と
人
工
的
な
環
境
と
の
間
で
ど
ん
な
ミ
ス
マ
ッ

チ
が
あ
る
か
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
人
間
関
係
を

ど
の
よ
う
に
構
築
し
て
い
っ
た
ら
幸
福
な
社
会
が
描
け

る
か
を
考
え
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

世
の
中
を
ど
の
よ
う
に
変
え
る
の
か
、

ど
ん
な
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
る
の
か

今
、
人
間
の
歴
史
を
見
直
す
作
業
に
注
目
が
集
ま
っ

て
い
る
。
そ
れ
は
人
間
と
社
会
が
ど
の
よ
う
に
で
き
た

の
か
、
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
行
く
か
に
つ
い

て
信
頼
で
き
る
見
取
り
図
が
描
け
な
い
か
ら
で
あ
る
。

人
間
の
歴
史
を
有
史
以
前
に
引
き
伸
ば
し
て
考
え
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
人
間
の
由
来
が
明
ら
か
に
な
る
し
、
そ

の
生
物
学
的
な
進
化
を
考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ

か
ら
遺
伝
子
編
集
を
は
じ
め
と
し
た
生
命
科
学
や
生
物

工
学
の
技
術
に
よ
る
人
間
改
造
に
も
議
論
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
、
未
来
社
会
を
具
体
的
に
構
想

す
る
う
え
で
大
き
な
一
助
に
な
る
だ
ろ
う
。
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日
本
の
経
済
社
会
の
将
来
を
考
え
る

「
経
済
成
長
至
上
主
義
」
と
い
う
価
値
観
を
再
考
す
る

1949年奈良県生まれ。東京大学経済学部卒業。東京大学大学院経済学研究科博士課程単位取得。広島修道大学商学
部講師、滋賀大学経済学部助教授、同教授を経て、1993 ～ 2015年京都大学大学院人間・環境学研究科教授。2015
年定年退職、名誉教授。現在、京都大学こころの未来研究センター特任教授。第4期文部科学省中央教育審議会委員。
1985年『隠された思考』筑摩書房でサントリー学芸賞を受賞、1994年『「アメリカニズム」の終焉』TBSブリタニカで
NIRA 政策研究・東畑記念賞を受賞、1997年『現代日本のリベラリズム』講談社で読売論壇賞を受賞。2007年第23回
正論大賞を受賞。共生文明学、現代文明論、現代社会論、社会思想史を研究テーマとし、現代社会を文明論的観点か
ら捉え、政治、経済の分野を中心に広く評論活動をおこなっている。

『隠された思考』筑摩書房（1985年）、『「欲望」と資本主義』講談社現代新書（1993年）、『自由とは何か』講談社現代
新書（2004年）、『倫理としてのナショナリズム』NTT出版（2005年）、『学問の力』NTT出版（2006年）、『日本の愛国
心』NTT出版（2008年）、『反・幸福論』新潮新書（2012年）、『20世紀とは何だったのか』PFP 文庫（2015年）、『さら
ば、資本主義』新潮新書（2015年）など多数。

佐伯　啓思
SAEKI Keishi

京都大学こころの未来研究センター	特任教授
京都大学	名誉教授

講
義
概
要

こ
の
講
義
は
、
あ
る
特
定
の
専
門
分
野
を
テ
ー
マ
に

講
義
す
る
の
で
は
な
く
、
今
日
の
日
本
経
済
の
状
況
と

そ
の
将
来
の
方
向
に
つ
い
て
、私
自
身
の
考
え
を
述
べ
、

そ
れ
に
つ
い
て
皆
さ
ん
と
議
論
し
た
い
。

今
日
の
経
済
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
に
よ
っ
て
激
し
い
市
場
競
争
を
展
開
し
て
お
り
、
日

本
経
済
も
こ
の
競
争
の
な
か
で
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
示

さ
れ
る
経
済
成
長
路
線
を
と
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
日

本
は
、
人
口
減
少
社
会
に
は
い
り
、
ま
た
、
い
わ
ば
成

熟
社
会
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
果
た
し
て
市
場
競
争
が
日

本
人
の「
幸
福
」に
つ
な
が
る
か
ど
う
か
疑
問
で
あ
り
、

経
済
成
長
主
義
と
は
異
な
っ
た
新
た
な
方
向
を
打
ち
出

す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
本
講
義
で
は
、
経
済
学
、

経
済
思
想
を
検
討
し
つ
つ
、
現
代
文
明
の
在
り
方
と
日

本
社
会
の
将
来
を
論
じ
て
み
た
い
。

世
の
中
を
ど
の
よ
う
に
変
え
る
の
か
、

ど
ん
な
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
る
の
か

私
は
、
政
治
や
経
済
を
中
心
に
現
代
社
会
の
在
り
方

を
、「
現
代
文
明
論
」と
し
て
総
合
的
に
研
究
し
て
き
た
。

今
日
の
世
界
は
、グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
と
い
う
名
の
も
と
、

ア
メ
リ
カ
を
中
心
と
し
た「
近
代
主
義
」（
合
理
的
科
学
、

自
由
と
民
主
主
義
の
政
治
、
市
場
競
争
経
済
、
技
術
革

新
、
個
人
主
義
的
な
幸
福
追
求
な
ど
）
に
覆
わ
れ
つ
つ

あ
り
、
日
本
も
こ
の
ア
メ
リ
カ
型
近
代
主
義
に
巻
き
込

ま
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
果
た
し
て
、
そ
れ
は
日
本
に

と
っ
て
「
幸
福
」
な
の
か
、
日
本
人
の
価
値
観
の
機
軸

は
ま
た
別
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
疑
問
も
あ

る
。
世
界
は
本
来
は
多
様
な
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
国
の
歴
史
的
風
土
や
文
化
の
な
か
で
政
治
や
経
済
も

機
能
す
る
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
講
義
（
研
究
）
は
、
そ

の
意
味
で
、
今
日
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
近
代
主
義
の
反
省

に
た
っ
て
、
よ
り
健
全
な
世
界
へ
と
わ
れ
わ
れ
の
思
考

を
鍛
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
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講
義
概
要

日
本
は
２
０
１
１
年
か
ら
本
格
的
な
人
口
減
少
社
会

と
な
り
、
現
在
の
出
生
率
が
続
け
ば
日
本
の
総
人
口
は

２
０
５
０
年
過
ぎ
に
は
1
億
人
を
切
り
、
さ
ら
に
減
少

し
て
い
く
こ
と
が
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
人
口

や
経
済
の
規
模
が
拡
大
を
続
け
る
と
い
う
、
明
治
以
降

１
０
０
数
十
年
に
わ
た
っ
て
続
い
て
き
た
時
代
状
況
か

ら
の
根
本
的
な
変
化
で
あ
り
、「
拡
大
・
成
長
」
を
基

調
と
す
る
社
会
の
あ
り
方
か
ら
の
大
き
な
発
想
の
転
換

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
ち
づ
く
り
や
地
域
再
生
、

企
業
行
動
や
経
営
の
あ
り
方
、
社
会
保
障
や
世
代
間
の

配
分
、
東
京
・
地
方
や
都
市
・
農
村
を
含
む
国
土
の
ビ

ジ
ョ
ン
等
々
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
で

の
「
豊
か
さ
」
は
「
価
値
」
は
ど
の
よ
う
に
展
望
さ
れ

る
で
し
ょ
う
か
。
人
類
の
歴
史
の
中
で
の
人
口
減
少
社

会
や
資
本
主
義
の
ゆ
く
え
と
い
っ
た
大
き
な
視
点
も
含

め
、
人
口
減
少
社
会
の
デ
ザ
イ
ン
を
幅
広
い
角
度
か
ら

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

世
の
中
を
ど
の
よ
う
に
変
え
る
の
か
、

ど
ん
な
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
る
の
か

日
本
は
文
字
通
り
世
界
の
「
フ
ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ
ー
」

と
し
て
、
人
口
減
少
あ
る
い
は
超
高
齢
化
社
会
を
経
験

し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。し
た
が
っ
て
、こ
の
テ
ー

マ
は
令
和
時
代
の
日
本
に
と
っ
て
の
中
心
に
位
置
す
る

話
題
で
あ
る
と
と
も
に
、
日
本
が
ど
の
よ
う
な
ビ
ジ
ョ

ン
を
描
き
対
応
を
し
て
い
く
か
は
世
界
に
と
っ
て
も
意

味
が
あ
る
と
言
え
ま
す
。
こ
う
し
た
問
題
意
識
も
踏
ま

え
、
私
た
ち
の
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、「
2
0
5
0
年
、

日
本
は
持
続
可
能
か
」
と
い
う
問
い
を
立
て
、
日
本
社

会
が
2
0
5
0
年
に
向
け
て
持
続
可
能
で
あ
る
た
め

に
は
ど
の
よ
う
な
対
応
が
必
要
か
と
い
う
点
を
、
最
近

関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
て
分
析
し
、
必

要
な
政
策
を
提
言
す
る
な
ど
し
て
き
ま
し
た
。同
時
に
、

人
口
減
少
社
会
に
お
い
て
は
人
々
の
意
識
や
価
値
観
、

死
生
観
等
も
大
き
く
変
容
し
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。
未
来
に
向
け
て
の
日
本
社
会
の
持
続
可
能
性
に

と
っ
て
、
人
口
減
少
社
会
を
め
ぐ
る
研
究
は
最
優
先
の

テ
ー
マ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

1961年岡山市生まれ。1984年東京大学教養学部卒業（科学史・科学哲学専攻）、1986年同大学院修士課程修了後、厚生省
勤務（1986 ～ 96年）を経て 1996年より千葉大学法経学部助教授、2003年同教授。この間、2001 ～ 02年MIT 客員研究員。
2016年4月より現職。専攻は公共政策及び科学哲学。「人間についての探求」と「社会に関する構想」を橋渡しすることが
基本的な関心で、環境・福祉・経済が調和した「持続可能な福祉社会」を構想。社会保障、医療・福祉、都市・地域等に
関する政策研究から、ケア、死生観等に関する哲学的考察まで幅広い活動を行っている。この間、教育再生懇談会委員、国
際協力機構 (JICA) 社会保障分野課題別支援委員会委員、内閣府・幸福度に関する研究会委員、横浜市・環境未来都市推進
会議委員、国土交通省・国土審議会専門委員、内閣府・選択する未来２．０懇談会委員等多くの公職を務める。

『日本の社会保障』岩波新書（1999年）でエコノミスト賞、『コミュニティを問いなおす』ちくま新書（2009年）で大仏次
郎論壇賞受賞。他の著書に『ケアを問いなおす』ちくま新書（1997年）、『定常型社会　新しい「豊かさ」の構想』岩波新
書（2001年）、『死生観を問いなおす』ちくま新書（2001年）、『ポスト資本主義　科学・人間・社会の未来』岩波新書（2015
年）、『人口減少社会のデザイン』東洋経済新報社（2019年）など多数。

人
口
減
少
社
会
の
デ
ザ
イ
ン

拡
大
・
成
長
か
ら
持
続
可
能
性
へ

広井　良典
HIROI Yoshinori

京都大学こころの未来研究センター	教授
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講
義
概
要

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
定
義
づ
け
そ
の
生
成
プ
ロ
セ
ス

を
分
析
し
、
そ
の
構
造
を
明
ら
か
に
し
て
、
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
方
法
論
を
考
察
す
る
。
特
に
、
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
源
泉
は
何
か
、
そ
し
て
そ
れ
を
如
何
に
生
み

出
し
価
値
創
造
に
つ
な
げ
て
い
く
か
に
つ
い
て
、
体
系

的
な
理
論
を
展
開
す
る
。
ま
ず
、
ク
レ
イ
ト
ン･

ク
リ

ス
テ
ン
セ
ン
の
破
壊
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
誤
謬
の
中

か
ら
新
し
い
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
構
造
で
あ
る
パ
ラ
ダ

イ
ム
破
壊
型
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
発
見
し
、
そ
の
表
現

手
法
と
し
て
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン･

ダ
イ
ヤ
グ
ラ
ム
を

学
ぶ
。
次
に
、
パ
ラ
ダ
イ
ム
破
壊
型
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
例
と
り
わ
け
青
色
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
を
、
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
・
ダ
イ
ヤ
グ
ラ
ム
を
描
き
な
が
ら
学
び
、
ブ

レ
ー
ク
ス
ル
ー
の
タ
イ
プ
1
を
深
く
理
解
す
る
。次
に
、

ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー
の
タ
イ
プ
2
と
タ
イ
プ
3
を
理
解
し

て
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
と
っ
て
最
重
要
の
次
元
が「
創

発
」（abduction

）
と
「
回
遊
」（transilience

）
に

あ
る
こ
と
を
理
解
す
る
。
最
後
に
、
こ
れ
ら
を
体
系
的

に
ま
と
め
あ
げ
た
の
ち
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
成
手

法
と
そ
れ
を
育
む
組
織
の
在
り
方
に
か
か
わ
る
研
究
成

果
を
、
全
員
で
討
論
す
る
。

世
の
中
を
ど
の
よ
う
に
変
え
る
の
か
、

ど
ん
な
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
る
の
か

日
本
が
沈
み
ゆ
こ
う
と
し
て
い
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化

の
速
い
潮
流
の
中
で
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
担
い
手
が

「
大
企
業
の
閉
じ
た
系
列
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
か
ら
「
イ

ノ
ベ
ー
タ
ー
た
ち
の
開
か
れ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
に
変

容
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
社
会
は
古
い
産
業
モ

デ
ル
を
い
ま
だ
に
踏
襲
し
続
け
て
い
る
か
ら
だ
。
な

ぜ
日
本
は
、
世
界
の
潮
流
か
ら
周
回
遅
れ
に
遅
れ
て
し

ま
っ
た
の
か
。
そ
れ
は
、1
9
9
0
年
代
後
半
に
「
大

企
業
中
央
研
究
所
の
時
代
の
終
焉
」
を
迎
え
て
20
世
紀

型
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
モ
デ
ル
か
ら
脱
し
た
後
、
そ

れ
に
取
っ
て
代
わ
る
べ
き
21
世
紀
型
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
・
モ
デ
ル
を
見
つ
け
ら
れ
ず
に
、
漂
流
し
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。
は
た
し
て
「
大
企
業
中
央
研
究
所
モ
デ

ル
」
と
い
う
20
世
紀
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
モ
デ
ル
の
次

に
や
っ
て
く
る
21
世
紀
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
モ
デ
ル

は
何
な
の
か
。
こ
れ
を
探
索
す
る
の
が
、
本
講
義
の
目

的
で
あ
る
。

1977年東京大学理学部物理学科卒業。1979年東京大学大学院理学系研究科物理学専攻修士課程修了、理学博士	(東京大学 )。
1979年日本電信電話公社に入社し武蔵野電気通信研究所基礎研究部に赴任。1984年から 1985年まで米国 University	of	
Notre	Dame客員研究員としてインディアナ州サウスベンド市在住。1986年から1998年まで、NTT基礎研究所主任研究員・
主幹研究員。この間1993年から 1998年まで 5年間フランス IMRA	Europe 招聘研究員として南仏コートダジュールに在住。
1999年から 2003年まで経団連21世紀政策研究所主席研究員・研究主幹。2003年から 2014年まで同志社大学大学院教授、
この間2008年から 2009年までケンブリッジ大学クレア ･ホール客員フェローとして英国ケンブリッジ市に在住。	2014年
より京都大学大学院総合生存学館教授、2017年10月より産官学連携本部教授を兼務。5社のハイテク・ベンチャー企業を
創業。
近著として、『Innovation	Crisis:	Successes,	Pitfalls,	and	Solutions	in	Japan』Pan	Stanford	Publishing（2019年）、『イノ
ベーションはなぜ途絶えたのか―科学立国日本の危機』ちくま新書（2016年）、共著『イノベーション政策の科学』東大出
版会（2015年）、『死ぬまでに学びたい 5つの物理学』筑摩選書（2014年）、共著『FUKUSHIMAレポート―原発事故の本質』
日経BPコンサルティング（2012年）、『JR福知山線事故の本質―企業の社会的責任を科学から捉える』NTT出版（2007年）、
共著"Recovering	from	Success:	Innovation	and	Technology	Management	in	Japan"	Oxford	University	Press（2006年)、『イ
ノベーション　破壊と共鳴』NTT出版（2006年）など。

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
本
質

山口　栄一
YAMAGUCHI Eiichi
京都大学	名誉教授
立命館大学	教授

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
生
論
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正
義
論

正
義
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
を
探
る

1989年名古屋大学法学部卒業、1991年同大学大学院法学研究科博士課程（前期）修了。1996年博士（法学）（名古屋
大学）。1991年名古屋大学法学部助手、1993年中京大学法学部専任講師、1996年助教授、2002年教授、2004年東
京工業大学大学院社会理工学研究科助教授、2008年教授を経て、2013年より現職。1997年から1999年までハーバー
ド大学哲学部客員研究員。日本公共政策学会元副会長。日本法哲学会理事、法と経済学会常務理事、日本公共政策
学会理事、日本学術会議連携会員。専門は法哲学・政治哲学・法政策学。

『公共的決定としての法』木鐸社（1993年）、『決定』東京大学出版会（2000年）、『公共哲学20	世代間関係から考える
公共性』東京大学出版会（2006年	共編著）、『法学と経済学のあいだ』勁草書房（2010年	編著）、『ドゥオーキン』勁
草書房（2011年	共編著）、『法思想史の新たな水脈』昭和堂（2013年	共編著）、『グローバルな正義』勁草書房（2014
年	編著）、『法哲学』有斐閣（2014年	共著）、『気候正義』勁草書房（2019年	編著）、『正義論』法律文化社（2019年	
共著）、『AI で変わる法と社会』岩波書店（2020年	編著）など。

宇佐美　誠
USAMI Makoto

京都大学大学院地球環境学堂	教授

講
義
概
要

分
配
的
正
義
の
研
究
は
、
過
去
50
年
間
に
大
き
く
発

展
し
て
き
た
。
こ
の
講
義
で
は
、
2
つ
の
お
も
な
論
点

を
と
り
あ
げ
て
、
近
年
の
研
究
状
況
を
分
か
り
や
す
く

概
説
す
る
。
第
1
は
、
何
に
つ
い
て
分
配
を
問
う
べ
き

か
で
あ
る
。
満
足
度
や
望
ま
し
さ
の
順
序
に
焦
点
を
あ

わ
せ
る
厚
生
主
義
、
財
に
着
目
す
る
資
源
主
義
、
価
値

あ
る
何
か
を
お
こ
な
い
価
値
あ
る
状
態
で
い
る
機
会
を

提
案
す
る
潜
在
能
力
ア
プ
ロ
ー
チ
が
提
案
さ
れ
て
い

る
。
第
2
は
、
再
分
配
の
目
標
は
何
か
で
あ
る
。
格
差

の
最
小
化
を
め
ざ
す
平
等
主
義
、
よ
り
不
利
な
人
に
利

益
を
与
え
る
優
先
主
義
、
万
人
に
一
定
の
閾
値
ま
で
を

保
障
す
る
十
分
主
義
が
提
案
さ
れ
、
三
つ
ど
も
え
の
論

争
が
続
い
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
論
点
に
つ
い
て
学
び
、

考
え
、
論
じ
あ
う
こ
と
に
よ
り
、
受
講
者
が
正
義
に
つ

い
て
自
ら
深
く
考
え
る
こ
と
を
め
ざ
す
。
各
回
の
授
業

は
講
義
セ
ッ
シ
ョ
ン
と
質
疑
・
討
論
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
分

か
れ
、
後
者
の
時
間
に
は
活
発
な
自
由
討
議
を
お
こ
な

う
。

世
の
中
を
ど
の
よ
う
に
変
え
る
の
か
、

ど
ん
な
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
る
の
か

近
年
、「
格
差
社
会
」・「
ワ
ー
キ
ン
グ
・
プ
ア
」
な

ど
の
語
が
示
す
と
お
り
、
格
差
や
貧
困
へ
の
問
題
意
識

が
高
ま
る
一
方
で
、「
自
己
責
任
」
の
論
調
も
広
く
見

受
け
ら
れ
る
。
海
外
に
目
を
む
け
れ
ば
、
途
上
国
に
は

極
度
の
貧
困
に
あ
え
ぐ
膨
大
な
数
の
人
々
が
い
る
。
わ

が
国
に
お
い
て
、
さ
ら
に
は
地
球
全
体
で
、
所
得
再
分

配
に
あ
た
っ
て
何
に
着
目
す
る
べ
き
か
、
ま
た
再
分
配

は
何
を
め
ざ
す
べ
き
か
。

分
配
的
正
義
の
法
哲
学
的
研
究
は
、
努
力
も
運
も
価

値
観
も
大
き
く
異
な
っ
た
人
々
が
と
も
に
生
き
て
ゆ
く

上
で
、
決
し
て
避
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
実
践
的
問
題

を
学
術
的
に
解
明
す
る
。
そ
の
基
本
事
項
を
習
得
し
、

自
由
に
意
見
を
出
し
あ
い
、
活
発
に
討
論
し
あ
う
経
験

は
、
大
規
模
な
経
済
成
長
が
も
は
や
望
め
ず
、
か
ぎ
ら

れ
た
パ
イ
の
分
配
が
ま
す
ま
す
厳
し
さ
を
増
す
日
本
社

会
に
お
い
て
、
あ
る
べ
き
社
会
の
姿
を
自
ら
構
想
す
る

た
め
の
確
か
な
一
歩
と
な
る
だ
ろ
う
。
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統
治
機
構
改
革
の
展
望

現
代
社
会
に
お
け
る
憲
法
の
意
味
と
役
割
を
考
え
る

1951年宮崎県生まれ、1974年東北大学法学部卒業後、同助手・國學院大学助教授・九州大学教授などを経て、1993
年に京都大学大学院法学研究科教授、2006年に同大学公共政策大学院教授、2008年同大学公共政策大学院長を経て、
2014年同大学総合生存学館（思修館）教授、2017年定年退職し、現在京都大学名誉教授。学界では比較憲法学会理事長・
宗教法学会理事長を務めており、社会的活動としては、参議院の将来像を考える有識者懇談会委員（1999年4月～ 2000
年4月）、首相公選制を考える懇談会委員（2001年7月～ 02年8月）、放送大学客員教授（2004年4月～ 12年3月）のほか、
宗教法人審議会委員・同会長（2001年4月～ 12年3月）、衆議院議員選挙区画定審議会委員（2004年4月～ 14年3月）、
衆議院選挙制度に関する調査会委員（2014年7月～ 16年1月）、京都府土地収用事業認定審議会会長（2002年12月～
18年12月）などを歴任し、現在、法制審議会委員などを務めている。

主な著書に、『議院自律権の構造』成文堂（1988年）、『議院法制定史の研究』成文堂（1990年）、『日本憲法史の周辺』
成文堂（1995年）、『憲法と宗教制度』有斐閣（1996年）、『立憲民主制』信山社（1996年）、『憲法史と憲法解釈』信
山社（2000年）、『議会法』有斐閣（2001年）、『憲法秩序への展望』有斐閣（2008年）、『憲法概観〈第7版〉』有斐閣
（2011年	共著）、『憲法講義Ⅱ〈第2版〉』有斐閣（2012年）、『憲法講義Ⅰ〈第3版〉』有斐閣（2014年）、『権利保障の
諸相』三省堂（2014年）、『判例憲法〈第3版〉』有斐閣（2016年	共編著）、『統治機構の憲法構想』法律文化社（2016
年）、『国会を考える』三省堂（2017年	共編著）、『日本憲法史』講談社学術文庫（2020年）などがある。

大石　眞
OHISHI Makoto

京都大学	名誉教授

講
義
概
要

憲
法
と
聞
い
て
条
文
化
さ
れ
た
憲
法
典
を
基
に
し
た

理
想
的
な
規
範
を
思
い
浮
か
べ
る
人
は
多
い
。
本
講
義

は
、
そ
う
し
た
憲
法
典
の
規
定
の
み
か
ら
想
定
さ
れ
た

あ
る
べ
き
憲
法
の
イ
メ
ー
ジ
に
よ
る
こ
と
な
く
、
国
政

の
組
織
・
内
容
・
手
続
に
関
す
る
原
理
や
規
範
は
ど
の

よ
う
な
も
の
か
と
い
う
問
い
と
と
も
に
、
そ
の
実
際
の

運
用
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
と
い
う
視
点
か
ら
、
国
民

と
議
会
、
議
会
と
政
府
、
政
治
と
司
法
、
国
家
と
財
政

な
ど
の
統
治
機
構
の
全
般
に
関
す
る
改
革
へ
の
展
望
を

得
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

そ
の
た
め
本
講
義
で
は
、
現
代
の
憲
法
制
度
を
支
え

る
立
憲
民
主
制
の
諸
要
素
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
比

較
法
史
的
な
素
材
と
国
家
論
的
な
知
見
を
提
供
し
つ

つ
、
と
く
に
半
直
接
民
主
制
（
選
挙
制
度
を
含
む
）、

議
院
内
閣
制
（
国
会
改
革
を
含
む
）、
司
法
審
査
制
・

財
政
立
憲
主
義
・
地
方
自
治
な
ど
に
関
す
る
主
要
論
点

を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
統
治
機
構
を
め
ぐ
る
議

論
を
深
く
理
解
し
、
リ
ー
ド
す
る
の
に
必
要
な
見
識
を

修
得
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。

世
の
中
を
ど
の
よ
う
に
変
え
る
の
か
、

ど
ん
な
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
る
の
か

現
行
憲
法
の
施
行
か
ら
70
年
余
り
を
経
た
今
日
、
た

だ
一
度
の
改
正
を
も
経
験
し
て
い
な
い
憲
法
典
の
条
文

解
釈
に
終
始
し
た
憲
法
論
議
は
、
一
種
の
飽
和
状
態
に

達
し
た
感
が
あ
る
。
他
方
、憲
法
典
の
改
定
を
標
榜
し
、

こ
れ
ま
で
の
憲
法
解
釈
論
と
対
蹠
的
で
あ
る
は
ず
の
憲

法
改
正
を
め
ぐ
る
論
議
も
、
一
種
の
閉
塞
状
況
に
陥
っ

て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

憲
法
改
正
の
是
非
を
論
じ
、
そ
れ
を
め
ぐ
る
動
き
を

ど
の
よ
う
に
見
る
か
が
問
わ
れ
て
い
る
今
日
、
本
講
義

と
こ
れ
に
基
づ
く
研
究
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
固
定

的
な
解
釈
論
や
伝
統
的
な
枠
組
み
に
囚
わ
れ
る
こ
と
な

く
、斬
新
な
統
治
機
構
の
構
想
を
打
ち
出
す
と
と
も
に
、

飽
和
状
態
に
達
し
た
憲
法
解
釈
論
と
閉
塞
状
況
に
陥
っ

た
憲
法
改
正
論
を
超
え
た
、
未
来
志
向
の
統
治
機
構
改

革
論
を
展
開
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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国
際
政
治
の
中
の
日
本
外
交

国
際
政
治
の
現
状
と
世
界
の
中
で
の
日
本
を
考
え
る

1985年京都大学法学部卒業。1987年同大学大学院修士課程修了。1988年～1990年シカゴ大学歴史学部博士課程
在籍。1991年京都大学大学院博士後期課程退学。法学修士（政治学）。1991年4月京都大学法学部助教授。1994年
～1995年文部省在外研究員。2002年～2015年京都大学大学院法学研究科教授。2015年～2018年京都大学大学院
公共政策連携研究部教授。2016年～ 2018年京都大学公共政策大学院院長。2018年から京都大学大学院法学研究科
教授。日本国際政治学会理事長（2014年～ 2016年）。安全保障の法的基盤に関する懇談会委員（2007年～ 2008年、
2013年～2014年）、ODA 大綱見直しに関する有識者懇談会委員（2014年）など。

『国際政治とは何か－地球社会における人間と秩序』中公新書 (2003年）（読売・吉野作造賞受賞）、『国際政治学』有
斐閣 (2013年	共著）、『歴史の桎梏を越えて	―20世紀日中関係への新視点』千倉書房 (2010年	共編著）（大平正芳財
団特別賞受賞）、『高坂正堯と戦後日本』中央公論新社 (2016年	共編著 )など。

中西　寛
NAKANISHI Hiroshi

京都大学大学院法学研究科	教授

講
義
概
要

本
講
義
で
は
、
国
際
政
治
の
分
析
を
横
軸
に
、
日
本

外
交
の
歴
史
的
分
析
を
縦
軸
に
し
て
、
日
本
の
国
際
政

治
の
中
で
の
位
置
づ
け
、
日
本
外
交
の
課
題
お
よ
び
国

力
に
つ
い
て
、
巨
視
的
で
、
国
際
的
に
共
有
で
き
る
視

点
か
ら
理
解
す
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。

ま
ず
、国
際
政
治
の
見
方
に
つ
い
て
概
観
し
た
上
で
、

国
際
政
治
の
変
化
と
そ
の
中
で
日
本
外
交
が
ど
の
よ
う

に
方
針
を
と
っ
て
き
た
の
か
を
辿
る
。
特
に
比
較
的
最

近
の
冷
戦
終
焉
後
か
ら
現
在
に
至
る
国
際
政
治
の
変
化

と
日
本
外
交
を
振
り
返
り
、
安
全
保
障
や
外
交
に
関
す

る
課
題
を
指
摘
す
る
。

世
の
中
を
ど
の
よ
う
に
変
え
る
の
か
、

ど
ん
な
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
る
の
か

情
報
化
社
会
に
お
い
て
は
、
情
報
が
全
て
で
あ
る
か

の
よ
う
な
錯
覚
を
抱
き
が
ち
で
あ
る
。
し
か
し
分
子
を

集
め
た
だ
け
で
は
細
胞
に
な
ら
ず
、
細
胞
を
集
め
た
だ

け
で
は
生
物
と
な
ら
な
い
よ
う
に
、
情
報
だ
け
を
集
め

て
も
政
治
や
社
会
に
対
す
る
理
解
、
特
に
自
ら
の
意
志

を
つ
く
り
出
す
認
識
へ
と
至
る
こ
と
は
な
い
。
国
際
政

治
の
研
究
は
、
単
に
情
報
を
整
理
分
析
す
る
だ
け
で
な

く
、
そ
れ
ら
の
情
報
を
読
み
解
き
、
世
界
の
あ
り
よ
う

と
そ
の
中
で
の
自
己
の
位
置
づ
け
を
理
解
す
る
複
数
の

視
点
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
ざ
し
て
い
る
。

本
講
義
で
は
、
特
に
現
在
の
世
界
情
勢
と
東
ア
ジ
ア

情
勢
と
、
そ
の
中
で
の
日
本
の
位
置
づ
け
を
歴
史
的
文

脈
に
お
い
て
理
解
す
る
こ
と
で
、
未
来
に
向
け
た
日
本

の
と
る
べ
き
選
択
肢
に
つ
い
て
国
際
的
視
座
か
ら
の
洞

察
を
深
め
る
。
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異
文
化
理
解
こ
そ
が
次
世
代
社
会
の
条
件

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
な
か
の
多
様
性
と
文
化
の
役
割
を
考
え
る

1966年マリ共和国に生まれる。	高校卒業と同時に国の奨学金を得て中国に留学。北京語言学院	（現・北京語言大学）、	
南京市の東南大学等に 6年間滞在して建築学を実践的に学ぶ。1990年東京で短期のホームステイを経験し、アフリ
カに共通するような下町の文化に驚く。
1991年3月に来日し、同年9月から京都大学大学院で建築計画を学ぶ。博士号取得後も日本学術振興会特別研究員
として京都大学に残り、2001年に京都精華大学人文学部教員に着任。2013年には学部長。2018年4月から現職。
現在の専門は空間人類学。

『知のリテラシー・文化』ナカニシヤ出版（2007年　編著）、『現代アフリカ文化の今』青幻舎（2020年　編著）、『「こ
れからの世界」を生きる君に伝えたいこと』大和書房（2020年）、『アフリカ出身　サコ学長、日本を語る』朝日新聞
出版（2020年）、『アフリカ人学長、京都修行中』文藝春秋（2021年）。

ウスビ・サコ
Oussouby SACKO
京都精華大学	学長

講
義
概
要

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
急
速
に
進
む
な
か
で
、
か
つ
て
の

文
化
的
規
範
や
国
民
国
家
と
い
う
枠
組
み
は
揺
ら
ぎ　

始
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
共
同
体
は
解
体
さ
れ
、

個
が
中
心
と
な
る
社
会
が
形
成
さ
れ
ま
す
。
い
わ
ゆ
る

「
ジ
ャ
パ
ン
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」や「
ジ
ャ
パ
ン
シ
ス
テ
ム
」

が
崩
れ
、
物
事
の
価
値
判
断
は
一
国
の
ル
ー
ル
や
政
策

で
は
決
め
に
く
く
な
り
ま
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
っ

て
変
化
し
た
社
会
基
盤
は
個
を
大
切
に
し
、
個
々
人
は

因
襲
的
な
束
縛
か
ら
解
放
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
は
、
人

種
、
性
別
、
宗
教
、
性
的
指
向
、
社
会
経
済
的
背
景
、

お
よ
び
民
族
性
な
ど
を
超
え
て
、
個
と
個
が
互
い
の
違

い
を
認
め
合
う
こ
と
が
重
要
に
な
り
ま
す
。
異
文
化
を

受
け
入
れ
る
こ
と
が
苦
手
な
日
本
人
に
と
っ
て
は
、
あ

ら
た
な
、そ
し
て
大
き
な
不
安
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

本
講
義
で
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
社
会
の
中
で
人
間

は
ど
う
生
き
る
べ
き
か
、
多
様
性
と
文
化
の
役
割
に
つ

い
て
考
え
ま
す
。

世
の
中
を
ど
の
よ
う
に
変
え
る
の
か
、

ど
ん
な
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
る
の
か

多
様
な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
属
性
を
持
つ
人
々
が

違
い
を
受
容
し
合
う
こ
と
が
グ
ロ
ー
バ
ル
化
さ
れ
る
社

会
で
生
き
る
条
件
と
な
り
ま
す
。
世
界
中
の
人
び
と
が

集
ま
る
な
か
で
は
、
多
様
性
を
大
切
に
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
本
講
義
と
研
修
を
通
し
て
、
多
様
な
文
化
と

価
値
観
を
受
容
す
る
と
と
も
に
自
己
の
文
化
を
見
つ
め

直
し
、
そ
し
て
新
し
い
文
化
と
社
会
を
創
造
す
る
力
を

身
に
つ
け
て
も
ら
い
ま
す
。
い
つ
の
時
代
に
も
世
界
に

は
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
が
、
わ
た
し

た
ち
に
は
明
る
い
未
来
を
作
り
上
げ
る
た
め
に
、
世
界

の
多
様
性
を
知
る
こ
と
と
異
文
化
を
理
解
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。特
に
、「
個
々
が
自
分
の
立
ち
位
置
」を
し
っ

か
り
決
め
、「
ブ
レ
な
い
軸
」
を
持
つ
こ
と
が
次
世
代

の
社
会
の
中
で
生
き
る
条
件
と
な
り
ま
す
。
本
講
義
で

獲
得
で
き
る
「
知
識
」
は
、
個
々
の
受
講
生
が
こ
れ
か

ら
生
き
て
い
く
う
え
で
大
き
な
力
と
な
る
こ
と
を
確
信

し
て
い
ま
す
。
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〈
第
三
の
生
命
〉
論
お
よ
び
日
韓
関
係

新
し
い
生
命
論
、
そ
し
て
新
し
い
東
ア
ジ
ア

1959年東京都生まれ。1983年東京大学ドイツ文学科卒業後、電通に勤務。東京コピーライターズクラブ新人賞受賞。
1988年に電通退社後、韓国に留学。1993年ソウル大学哲学科修士課程修了（文学修士）、1996年同博士課程単位取
得退学。1996年東海大学専任講師、1999年同助教授、2006年京都大学助教授を経て、2012年から現職。専門は朝
鮮半島の思想・文化、東アジア哲学。NHKテレビ・ラジオハングル講座講師、「日韓友情年2005」実行委員、「日韓
交流おまつり」実行委員、「日韓文化交流会議」委員などをつとめた。現代韓国朝鮮学会元会長、比較文明学会理事、
地球システム倫理学会理事。

『韓国は一個の哲学である』『韓国人のしくみ』『韓流インパクト』『歴史認識を乗り越える』（以上、講談社）、『韓国、
ひき裂かれるコスモス』（平凡社）、『心で知る、韓国』（岩波書店）、『韓国、愛と思想の旅』（大修館書店）、『おれちん』
（朝日新聞出版）、『日中韓はひとつになれない』（角川書店）、『ハイブリッド化する日韓』（NTT出版）、『創造する東ア
ジア　文明・文化・ニヒリズム』『〈いのち〉は死なない』（以上、春秋社）、『朱子学化する日本近代』、『北朝鮮とは何か』（以
上、藤原書店）、『新聞・テレビが伝えなかった北朝鮮』（共著、角川書店）、『韓国語はじめの一歩』『入門　朱子学と
陽明学』『新しい論語』（以上、筑摩書房）、『現代韓国を学ぶ』（共著、有斐閣）などがある。

小倉　紀蔵
OGURA Kizo

京都大学大学院人間・環境学研究科	教授

講
義
概
要

こ
の
講
義
の
１
コ
マ
目
で
は
、
ふ
た
つ
の
別
個
の

テ
ー
マ
を
90
分
（
45
分
＋
45
分
）
で
お
話
し
す
る
。
と

い
う
の
は
、
わ
た
し
の
専
門
が
①
東
ア
ジ
ア
哲
学
②
朝

鮮
半
島
問
題
お
よ
び
日
韓
関
係
、
と
い
う
ふ
た
つ
だ
か

ら
で
あ
る
。
前
半
は
、
東
ア
ジ
ア
哲
学
に
焦
点
を
合
わ

せ
、『
論
語
』を
読
み
直
し
て
み
る
。孔
子
が
大
切
に
思
っ

た
「
仁
」
と
は
道
徳
な
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
人
間
が

複
数
い
る
場
所
に
偶
発
的
に
立
ち
現
わ
れ
る〈
い
の
ち
〉

の
こ
と
で
あ
る
。
人
類
は
こ
れ
ま
で
、
肉
体
的
・
生
物

学
的
な
生
命
と
、
霊
的
・
宗
教
的
生
命
の
２
種
類
し
か

明
確
に
認
識
し
て
こ
な
か
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
ら
と
は

根
本
的
に
異
な
る
〈
第
三
の
生
命
〉
と
い
う
も
の
が
あ

る
。
孔
子
の
仁
や
日
本
の
「
も
の
の
あ
は
れ
」
な
ど
は

そ
の
典
型
で
あ
る
。
後
半
は
う
っ
て
か
わ
っ
て
、
現
在

の
朝
鮮
半
島
情
勢
お
よ
び
日
本
と
朝
鮮
半
島
の
関
係
と

い
う
時
事
的
な
問
題
を
扱
う
。
今
後
東
ア
ジ
ア
は
ど
う

な
っ
て
い
く
の
か
。「
新
し
い
東
ア
ジ
ア
」
の
構
築
の

た
め
に
、
こ
れ
ま
で
に
な
く
日
本
の
役
割
が
大
き
く
な

る
。
国
際
政
治
、
外
交
や
歴
史
認
識
、
文
明
論
も
含
め

て
、
東
ア
ジ
ア
の
な
か
の
日
本
を
考
え
て
み
る
。

世
の
中
を
ど
の
よ
う
に
変
え
る
の
か
、

ど
ん
な
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
る
の
か

ま
ず
前
半
の
新
し
い
生
命
論
、
つ
ま
り
〈
第
三
の
生

命
〉
論
は
、
こ
れ
ま
で
人
類
が
明
確
に
「
生
命
」
と
は

認
識
し
て
こ
な
か
っ
た
現
象
に
対
す
る
新
し
い
解
釈
で

あ
る
。
お
そ
ら
く
日
本
人
は
平
安
時
代
の
「
も
の
の
あ

は
れ
」「
を
か
し
」
以
来
、
こ
の
タ
イ
プ
の
生
命
、
つ

ま
り
偶
発
的
に
立
ち
現
わ
れ
る
美
的
な
生
命
に
き
わ
め

て
敏
感
で
あ
っ
た
。
生
命
を
肉
体
的
な
も
の
、
霊
的
な

も
の
か
ら
解
き
放
す
も
う
ひ
と
つ
の
通
路
を
明
確
に
認

識
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
代
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
や
個
人
の
生
き
に
く
さ
な
ど
に
も
新
し
い
回
答
が
得

ら
れ
る
だ
ろ
う
。
後
半
の「
新
し
い
東
ア
ジ
ア
の
構
築
」

は
、
わ
た
し
た
ち
東
ア
ジ
ア
に
住
む
者
が
い
ま
、
も
っ

と
も
真
剣
に
考
え
る
べ
き
問
い
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
冷

戦
の
時
期
に
は
分
断
体
制
に
よ
っ
て
膠
着
化
し
て
い
た

朝
鮮
半
島
が
い
ま
、
き
わ
め
て
流
動
化
し
て
い
る
。
朝

鮮
半
島
が
不
安
定
に
な
る
と
、
19
世
紀
末
の
状
況
が
再

現
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
と
き
に
日
本
は
ど
の
よ

う
に
行
動
す
べ
き
か
。
表
面
的
・
時
局
的
な
視
点
だ
け

で
は
な
く
、
文
明
論
的
・
歴
史
的
視
点
か
ら
み
な
さ
ん

と
い
っ
し
ょ
に
考
え
て
み
た
い
。
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現
代
イ
ス
ラ
ー
ム
と
国
際
社
会･

日
本
の
い
ま

異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
最
大
の
難
問
と
し
て
の
「
イ
ス
ラ
ー
ム
」

1953年北海道夕張市生まれ。1983年エジプト国立アズハル大学イスラーム学部卒業。1999年京都大学法学博士。
2012年マレーシア国民大学名誉博士（イスラーム文明学）。1984年国際大学大学院国際関係学研究科助手、1985年
国際大学中東研究所主任研究員・主幹、1989年国際大学大学院国際関係学研究科助教授、1997年同教授、1998
年京都大学大学院アジア･アフリカ地域研究研究科教授、2006 ～ 2014年研究科附属イスラーム地域研究センター長、
2008 ～ 2010年京都大学評議員・副研究科長、2014 ～ 2016年研究科長。現在、立命館大学アジア・日本研究所所
長・教授、京都大学名誉教授。ケンブリッジ大学中東研究センター客員研究員、日本学術会議会員、日本中東学会
会長、アジア中東学会連合会長、日本比較政治学会理事などを歴任。専門はイスラーム学、中東地域研究、比較政
治学、国際関係学、比較文明学。1994年度サントリー学芸賞、2005年度大同生命地域研究奨励賞、2012年紫綬褒
章、2013年京都大学孜孜賞。
『イスラームとは何か―その宗教・社会・文化』講談社新書（1994年）、『現代中東とイスラーム政治』昭和堂（1994年）、
『ムハンマド―イスラームの源流をたずねて』山川出版社（2002年）、『イスラーム帝国のジハード』講談社（2006年）、『ク
ルアーン―	語りかけるイスラーム』岩波書店（2009年）、『9・11以後のイスラーム政治』岩波書店（2014年）、共著に『イ
スラーム銀行―金融と世界経済』山川出版社（2010年）、共編著に『岩波イスラーム辞典』岩波書店（2002年）、『イス
ラーム世界研究マニュアル』名古屋大学出版会（2008年）、『イスラーム　書物の歴史』名古屋大学出版会（2014年）、
編訳書に『ムハンマドのことば：ハディース』岩波文庫（2019年）、ほか著編著多数。

小杉　泰
KOSUGI Yasushi
立命館大学アジア・日本研究所所長・教授
京都大学	名誉教授

講
義
概
要

イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
は
、
21
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
国
際

社
会
の
中
で
急
速
に
存
在
感
を
増
し
た
。
一
方
に
は
、

イ
ス
ラ
ー
ム
過
激
派
の
問
題
や
中
東
で
の
地
域
紛
争
な

ど
の
政
治
問
題
が
あ
る
が
、
他
方
に
は
独
自
の
経
済
活

動
が
あ
り
、
イ
ス
ラ
ー
ム
銀
行
が
無
利
子
金
融
を
標
榜

し
た
り
、
ハ
ラ
ー
ル
食
品
が
イ
ス
ラ
ー
ム
圏
か
ら
の
観

光
客
増
大
で
注
目
を
集
め
た
り
も
す
る
。
い
ず
れ
も
、

日
本
文
化
や
近
代
文
明
の
視
点
か
ら
見
る
と
理
解
し
が

た
い
要
素
を
多
く
含
み
、
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
最
大
の
難
問
と
な
っ
て
い
る
。

本
講
義
で
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
経
済
、
ハ
ラ
ー
ル
食
品

産
業
な
ど
を
例
に
と
っ
て
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
固
有
の
発

想
法
を
概
観
し
、
次
に
、
な
ぜ
現
代
宗
教
と
し
て
大
き

な
力
を
持
っ
て
い
る
の
か
を
イ
ス
ラ
ー
ム
法
の
仕
組
み

か
ら
検
討
し
て
、さ
ら
に
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
の
将
来
や
、

国
際
社
会・日
本
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
議
論
し
た
い
。

世
の
中
を
ど
の
よ
う
に
変
え
る
の
か
、

ど
ん
な
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
る
の
か

イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
は
、
国
連
加
盟
国
の
３
分
の
１
を

占
め
、
G
20
に
も
３
カ
国
が
加
わ
っ
て
い
る
。
人
口
で

見
て
も
、
現
在
の
世
界
人
口
の
４
分
の
１
に
達
し
、
今

世
紀
半
ば
に
は
３
分
の
１
に
な
る
と
推
計
さ
れ
る
。
そ

う
考
え
る
と
、
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
の
政
治
・
経
済
的
重

要
性
を
理
解
し
、
そ
の
文
化
・
社
会
を
把
握
す
る
こ
と

が
肝
要
と
な
る
。

独
自
な
発
想
に
基
づ
く
イ
ス
ラ
ー
ム
金
融
は
３
兆
ド

ル
に
近
づ
い
て
お
り
、
ハ
ラ
ー
ル
食
品
市
場
も
急
速
に

拡
大
し
て
い
る
。
し
き
り
に
ニ
ュ
ー
ス
と
な
る
過
激
派

な
ど
の
現
象
に
も
注
目
す
る
に
し
て
も
、
そ
れ
以
上
に

草
の
根
レ
ベ
ル
で
の
イ
ス
ラ
ー
ム
復
興
や
現
代
イ
ス

ラ
ー
ム
の
新
し
い
展
開
に
目
を
向
け
、
そ
れ
ら
の
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
な
面
に
向
き
合
っ
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

真
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
イ
ス

ラ
ー
ム
を
含
め
た
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
の
理
解
が
不
可

欠
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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問
い
の
デ
ザ
イ
ン

多
様
な
個
を
活
か
す
も
埋
没
さ
せ
る
も
「
問
い
」
し
だ
い

京都大学工学部精密工学科卒業、同大学院工学研究科修了。機械学習による熟練技能継承支援システムの研究で工学
博士。ATR	知能ロボティクス研究所、慶応義塾大学 SFC	研究所客員研究員など併任。京都大学大学院情報学研究科
助教、京都大学総合博物館准教授を経て 2012年6月退職。同7月より経済産業省産業技術政策課	課長補佐 (	技術戦
略 )。2014	年7月京都大学総合博物館准教授に復職。NHK	E	テレ「カガクノミカタ」番組制作委員。日本科学未来館
“	おや？	”	っこひろば総合監修者。平成29	年	文部科学省	中央教育審議会委員(	数理探究 )、平成30	年より現在	経済
産業省	産業構造審議会イノベーション小委員会委員、若手ワーキング座長、特許庁知財創造教育調査委員、文化庁伝
統工芸用具・原材料調査委員、日本医療研究開発機構プログラムオフィサー、令和2年岐阜市教育委員会	不登校特例
校設立準備アドバイザー、2025大阪・関西万博日本館基本構想有識者委員会座長ほか。平成29	年度文部科学大臣表
彰・科学技術賞（理解増進部門）ほか受賞多数。

著書に『インクルーシブデザイン』（学芸出版社、2014）『問いのデザイン』（学芸出版社、2020）ほか。

塩瀬　隆之
SHIOSE Takayuki

京都大学総合博物館	准教授

講
義
概
要

「
ロ
ボ
ッ
ト
は
意
識
を
持
ち
う
る
か
？
」「
社
会
が

な
く
て
も
心
は
存
在
す
る
か
？
」
な
ど
、
わ
た
し
た
ち

を
思
考
の
衝
動
に
誘
う
「
深
い
問
い
」
と
は
ど
の
よ
う

な
も
の
か
。
そ
の
深
く
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
る
「
問

い
」
を
生
み
出
す
た
め
の
方
法
論
や
、
問
い
が
ど
の
よ

う
に
生
ま
れ
、
ど
の
よ
う
に
消
え
る
か
、
問
い
の
デ
ザ

イ
ン
手
法
に
つ
い
て
概
説
す
る
。

組
織
の
中
で
個
の
多
様
性
を
活
か
し
、
一
人
一
人
の

個
人
的
な
動
機
と
経
験
を
揺
動
す
る
核
心
を
突
い
た
問

い
を
投
げ
か
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
は
、
次
世
代
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
の
多
寡
を
推
し
量
る
試
金
石
と
な
り
う

る
。ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
を
適
切
に
価
値
変
換
す
る
力
は
、

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
求
め
ら
れ
る
組
織
に
お

い
て
も
、
多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
や
新
規
の
事
業

パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
新
た
な
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
形
成
に
通
底

す
る
必
須
ス
キ
ル
と
し
て
も
期
待
さ
れ
る
。
本
講
義
で

は
、
問
い
の
デ
ザ
イ
ン
手
法
や
実
例
か
ら
、
受
講
生
各

自
の
専
門
領
域
で
接
す
る
課
題
と
向
き
合
え
る
よ
う
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
の
習
得
を
目
指
す
。

世
の
中
を
ど
の
よ
う
に
変
え
る
の
か
、

ど
ん
な
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
る
の
か

社
会
も
組
織
も
ス
イ
ッ
チ
一
つ
で
は
何
も
変
化
が
起

こ
ら
な
い
が
、
い
ず
れ
も
そ
の
成
員
と
な
る
個
が
変
わ

ら
な
け
れ
ば
、
大
き
な
変
革
の
種
も
生
ま
れ
な
い
。
ア

イ
デ
ア
の
種
は
す
で
に
あ
っ
た
と
と
し
て
も
、
同
じ
成

員
が
、
同
じ
会
議
の
方
法
で
、
同
じ
評
価
方
法
を
続
け

る
限
り
は
、
新
し
い
ア
イ
デ
ア
は
社
会
変
革
に
結
実
し

な
い
。
解
決
策
は
特
別
な
才
能
で
は
な
く
極
め
て
シ
ン

プ
ル
な
方
法
で
あ
る
。
多
様
な
個
が
埋
没
す
る
組
織
の

仕
組
み
を
理
解
し
、
確
か
な
観
察
眼
と
精
緻
な
論
理
的

思
考
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
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学
問
の
意
味
と
意
義

各
専
門
知
識
を
脳
に
入
れ
た
ら
何
な
の
か
？

1996年立命館大学理工学部機械工学科卒業後、2001年同大学大学院博士後期課程を修了。博士 ( 工学 )。大学院在
籍中の2000年カナダMcMaster 大学にて訪問研究生として滞在。後、立命館大学理工学部研究員、九州大学応用力
学研究所助手、2005年京都大学ナノメディシン融合教育ユニット特任講師、2010年京都大学産官学連携本部特定研究
員、2011年より現職。その間、2011年4月~2014年9月まで総長学事補佐、加えて、2011年10月~2014年9月まで
文部科学省研究振興局基礎基盤研究課参事官付 (ナノテクノロジー・材料担当 )学術調査官を兼任。受賞歴 :1997年
南部陽一郎研究奨励賞、2000年カナダ金属物理学会ベストポスター賞、2001年日本金属学会論文賞、2008年日本金
属学会若手論文賞、他多数。専門分野 :大学にまつわる政策を軸とした学問論、大学論。異分野融合の理論と実践。(か
つての専門 : 金属組織学、ナノテクノロジー、医工学 )趣味 :カメラ

『学生・研究者のための使える!パワポスライドデザイン伝わるプレゼン1つの原理と3つの技術』化学同人(2009年 )、
『学生・研究者のための伝わる!	学会ポスターのデザイン術』化学同人（2011年）、『研究発表のためのスライドデザイン』
講談社ブルーバックス(2013年 )、『研究を深める5つの問い』講談社ブルーバックス(2015年 )、『異分野融合、実践
と思想のあいだ』ユニオンエー社	(2016年 )、『学問からの手紙～時代に流されない思考』小学館（2019年）、『問いの
立て方』ちくま新書（2021年）など。

宮野　公樹
MIYANO Naoki

京都大学学際融合教育研究推進センター	准教授

講
義
概
要

多
分
野
の
受
講
が
直
ち
に
教
養
獲
得
と
は
な
ら
な

い
。
様
々
な
個
別
知
が
分
散
的
に
存
在
す
る
知
識
空
間

の
間
（
ま
）
に
こ
そ
知
性
は
存
在
し
、
そ
れ
は
個
別
値

の
統
合
、
融
合
を
求
め
て
こ
そ
身
体
化
さ
れ
う
る
。
結

局
の
と
こ
ろ
、
教
養
と
は
知
性
を
求
め
る
構
え
に
他
な

ら
な
い
。
そ
も
そ
も
参
照
軸
と
し
て
の
自
己
が
な
け
れ

ば
、
個
別
知
と
の
距
離
感
も
測
れ
ず
、
た
だ
た
だ
「
お

も
し
ろ
い
か
、
お
も
し
ろ
く
な
い
か
」、「
役
に
立
っ
た

か
、
役
に
立
た
な
か
っ
た
か
」
と
い
っ
た
表
層
的
感
覚

で
し
か
承
認
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
（
こ
れ
で
は
テ
レ
ビ

番
組
の
ザ
ッ
ピ
ン
グ
と
か
わ
ら
な
い
）。

本
講
義
で
は
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
受
講
す
る
に
あ

た
っ
て
、
E
L
P
の
思
想
を
踏
ま
え
て
の
“
あ
る
べ

き
構
え
”
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
対

話
型
形
式
の
ワ
ー
ク
を
行
う
こ
と
で
今
後
数
ヶ
月
間
に

わ
た
る
様
々
な
講
義
や
体
験
の
価
値
を
最
大
化
さ
せ
る

た
め
の
思
想
的
基
盤
を
強
化
す
る
。

世
の
中
を
ど
の
よ
う
に
変
え
る
の
か
、

ど
ん
な
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
る
の
か

問
い
学
ぶ
こ
と
、
す
な
わ
ち
“
学
問
”
に
よ
り
、
あ

る
事
実
に
つ
い
て
異
な
る
視
点
で
の
受
け
と
め
方
を
知

る
。
そ
う
す
る
と
そ
の
事
実
が
ま
た
違
っ
た
よ
う
に
思

え
て
く
る
。
こ
れ
が「
理
解
を
深
め
る
こ
と
」で
あ
り
、

同
じ
事
実
で
も
二
重
三
重
の
「
想
い
」
を
も
っ
て
接
す

る
よ
う
に
な
る
。こ
れ
が
味
わ
い
や
憂
い
と
い
っ
た「
も

の
の
哀
れ
」
を
感
じ
る
こ
と
に
つ
な
が
り
自
ず
か
ら
感

謝
の
念
が
湧
く
。
結
果
、
こ
の
世
で
一
番
貴
重
な
「
時

間
」
と
い
う
も
の
、
す
な
わ
ち
、
限
ら
れ
た
自
分
の
生

を
よ
り
意
義
あ
る
も
の
に
で
き
る･･･

す
な
わ
ち
、
学
ぶ
こ
と
は
生
き
る
こ
と
。
生
き
る
こ

と
そ
の
も
の
。
今
こ
う
い
っ
た
考
え
方
が
失
わ
れ
つ
つ

あ
り
、
制
度
化
し
た
社
会
の
中
で
有
り
体
に
言
う
と
学

ぶ
こ
と
は
「
点
数
を
と
る
た
め
の
も
の
」
す
な
わ
ち

「
食
っ
て
い
く
た
め
の
も
の
」
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い

る
。学

問
の
意
味
と
意
義
を
問
い
直
す
価
値
は
こ
の
あ
た

り
に
あ
る
。
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宇
宙
研
究
の
最
前
線

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
フ
ィ
ー
ル
ド
へ

1977年神奈川県生まれ、主に岡山県育ち。2000年京都大学理学部卒業、2005年京都大学大学院理学研究科物理学・
宇宙物理学専攻博士課程修了。2005年度から2008年度まで日本学術振興会特別研究員（PD）として東京大学大学院
理学系研究科地球惑星科学専攻に在籍し、その間英ケンブリッジ大学応用数学理論物理学部及び独マックスプランク
太陽系研究所で滞在研究。2008年に京都大学に新設された宇宙総合学研究ユニットに着任。2015年京都大学大学院
総合生存学館准教授。2018年4月から京都市立芸術大学准教授。専門は宇宙物理学、特に太陽活動とその地球への
影響の研究。宇宙総合学研究ユニットに着任後は人文社会科学系を含む他分野の研究者と連携した学際的な宇宙研究
の開拓を手がけ、宇宙人類学、宇宙倫理学、古文献を用いた天文学、宇宙を題材にした教育プログラム開発、現代社
会における科学と宗教などの研究を立ち上げた。様々な科学コミュニケーション活動も行っており、お寺で科学者、お
坊さん、市民が語り合う「お寺で宇宙学」や、アート、マンガ、落語、お茶、お香、書道、陶芸など様々な分野の専門
家とコラボした企画を手がける。平成21年度文部科学大臣表彰・若手科学者賞受賞。

『最新画像で見る太陽』ナノオプトニクスエナジー出版局 (2011年	共著 )、『宇宙人類学の挑戦』昭和堂	(2014年	共著 )、
『宇宙を生きる～世界を把握しようともがく営み』小学館（2019年）など。

磯部　洋明
ISOBE Hiroaki

京都市立芸術大学	准教授

講
義
概
要

こ
の
宇
宙
の
姿
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
宇
宙
科
学

の
究
極
の
目
的
は
、
こ
の
宇
宙
に
生
き
る
わ
れ
わ
れ
が
ど
の

よ
う
な
存
在
で
あ
る
の
か
、
ど
の
よ
う
に
し
て
生
ま
れ
こ

の
先
ど
う
な
る
の
か
、
と
い
う
人
間
に
と
っ
て
の
根
源
的

な
問
い
の
答
え
を
探
し
求
め
る
こ
と
に
あ
る
。
近
代
科
学

は
地
球
と
生
命
が
こ
の
宇
宙
の
進
化
の
帰
結
で
あ
り
、
地

球
環
境
が
宇
宙
か
ら
の
影
響
を
今
も
受
け
続
け
て
い
る
こ

と
を
明
ら
か
に
し
た
。
太
陽
系
外
の
恒
星
に
地
球
と
同
じ

よ
う
な
惑
星
を
発
見
し
、
地
球
外
生
命
探
査
は
今
や
真
面

目
な
科
学
的
課
題
で
あ
る
。
そ
し
て
今
、
人
類
は
自
ら
の

活
動
範
囲
を
も
宇
宙
へ
と
拡
げ
つ
つ
あ
る
。
人
間
の
活
動

が
あ
る
と
こ
ろ
に
は
、
人
間
と
そ
の
社
会
、
す
な
わ
ち
人

文
社
会
科
学
が
対
象
と
す
る
課
題
が
生
ま
れ
る
。
そ
れ
は

単
な
る
新
た
な
社
会
的
課
題
の
解
決
と
い
う
意
義
に
留
ま

ら
な
い
。
宇
宙
と
い
う
人
類
に
と
っ
て
の
新
た
な
環
境
は
、

わ
れ
わ
れ
自
身
が
ま
だ
知
ら
な
い
人
間
と
そ
の
社
会
の
ま

だ
見
ぬ
性
質
を
明
ら
か
に
す
る
だ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
宇

宙
は
人
間
と
そ
の
社
会
を
理
解
し
た
い
と
い
う
知
的
好
奇

心
に
駆
動
さ
れ
た
人
文
・
社
会
科
学
に
と
っ
て
の
フ
ィ
ー

ル
ド
に
も
な
り
つ
つ
あ
る
。
本
講
義
で
は
、
哲
学・倫
理
学
、

人
類
学
、
社
会
学
、
宗
教
学
な
ど
、
様
々
な
人
文
社
会
科

学
分
野
の
研
究
者
と
宇
宙
の
出
会
い
か
ら
新
た
な
知
の
営

み
が
創
発
し
て
い
る
宇
宙
研
究
の
最
前
線
に
つ
い
て
紹
介

し
、
こ
の
宇
宙
に
発
生
し
た
人
類
文
明
の
長
期
的
な
展
望

に
つ
い
て
議
論
す
る
。

世
の
中
を
ど
の
よ
う
に
変
え
る
の
か
、

ど
ん
な
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
る
の
か

宇
宙
と
い
う
未
知
の
、
新
し
い
環
境
で
生
き
て
ゆ
く
人

間
は
、
生
命
工
学
や
ロ
ボ
ッ
ト
工
学
な
ど
の
技
術
駆
使
し

て
生
命
そ
し
て
人
間
自
身
を
変
え
て
ゆ
き
、
さ
ら
に
は
今

の
地
球
上
に
あ
る
も
の
と
は
異
質
の
社
会
シ
ス
テ
ム
、
倫

理
、
思
想
、
文
化
を
生
み
出
し
て
行
く
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
、

複
雑
性
と
多
様
性
を
育
み
続
け
て
き
た
宇
宙
の
歴
史
と
い

う
大
き
な
視
点
か
ら
見
れ
ば
、
あ
る
種
の
必
然
的
な
進
化

の
よ
う
に
も
思
え
る
。
人
類
の
宇
宙
進
出
は
し
ば
し
ば
夢

や
希
望
と
い
っ
た
言
葉
で
語
ら
れ
る
が
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
に
伴
う
文
化
の
均
質
化
と
、
地
球
＝
グ
ロ
ー
ブ
に

閉
じ
込
め
ら
れ
た
閉
塞
感
に
覆
わ
れ
つ
つ
あ
る
現
代
人
に

と
っ
て
、
そ
れ
は
あ
る
種
の
希
望
だ
と
い
う
こ
と
は
で
き

る
だ
ろ
う
。
だ
が
そ
れ
が
同
時
代
及
び
予
見
可
能
な
未
来

に
生
き
る
個
々
の
人
間
の
幸
福
に
つ
な
が
る
か
と
問
わ
れ

れ
ば
自
明
で
は
な
い
。
畢
竟
、
宇
宙
を
考
え
る
こ
と
は
、

人
類
は
科
学
技
術
を
駆
使
し
て
ど
こ
ま
で
自
身
を
変
え
て

ゆ
く
つ
も
り
な
の
か
、
わ
れ
わ
れ
は
ど
こ
に
向
か
っ
て
い

る
の
か
、
向
か
い
た
い
と
思
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
問
い

に
向
か
い
合
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。



26理数

有
機
合
成
化
学
の
世
界

環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
と
化
学

1970年京都大学工学部工業化学科卒業。1972年京都大学大学院工学研究科工業化学専攻修士課程修了。1975年京
都大学大学院工学研究科工業化学専攻博士課程修了、工学博士（京都大学）。1975年4月から1977年8月まで米国マ
サチューセッツ工科大学博士研究員。1977年9月京都大学工学部助手。1984年4月同講師。1986年2月同助教授。
1993年10月同教授。1996年4月改組に伴い京都大学大学院工学研究科教授に配置換、京都大学工学部兼担。2003
年4月から2005年3月まで京都大学教育研究評議会評議員。2005年4月から2008年3月まで京都大学環境安全保健
機構長、京都大学環境保全センター長併任。2008年4月京都大学大学院工学研究科長・工学部長。2010年4月京都
大学名誉教授。2010年5月京都大学特任教授。2013年4月京都大学大学院総合生存学館特定教授。2018年3月退職。
2014年2月京都大学副学長。有機反応化学を研究。2005年有機合成化学協会賞受賞。2007年日本化学会賞受賞。

大嶌　幸一郎
OSHIMA Koichiro

京都大学	名誉教授

講
義
概
要

化
学
と
聞
く
と
多
く
の
方
は
拒
否
反
応
を
起
こ
す
ら

し
い
。
し
か
し
、
化
学
ほ
ど
我
々
の
生
活
に
密
着
し
て

い
る
学
問
領
域
は
な
い
。
そ
こ
で
今
回
の
講
義
で
は
化

学
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
設
定

し
、
極
め
て
基
礎
的
、
根
本
的
な
分
子
の
あ
り
方
な
ら

び
に
分
子
の
組
立
て
方
か
ら
丁
寧
に
説
明
す
る
こ
と
を

試
み
る
。
加
え
て
、
上
記
目
的
を
達
す
る
た
め
、
簡
単

な
有
機
合
成
化
学
の
実
験
を
行
う
。
こ
れ
に
よ
り
、「
分

子
を
扱
う
」
と
い
う
事
象
を
多
角
的
に
理
解
す
る
こ
と

が
可
能
と
な
る
だ
ろ
う
。
受
講
生
と
の
対
話
の
流
れ
に

よ
っ
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
を
受
賞
し

た
研
究
の
中
か
ら
い
く
つ
か
を
選
び
、
発
見
の
経
緯
を

解
説
す
る
。

な
ぜ
化
学
の
世
界
観
を
手
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
の

か
と
問
わ
れ
た
な
ら
、
そ
こ
に
は
物
質
創
造
と
い
う
魅

力
を
味
わ
っ
て
欲
し
い
か
ら
と
答
え
る
。
そ
れ
を
知
ら

な
い
人
生
は
も
っ
た
い
な
い
。

世
の
中
を
ど
の
よ
う
に
変
え
る
の
か
、

ど
ん
な
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
る
の
か

世
の
中
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
我
々
の
生
活

を
豊
か
に
し
た
研
究
が
ど
の
よ
う
に
誕
生
し
た
の
か
を

知
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
有
機
化
学
の
研
究
に
対
す
る
親

近
感
を
持
っ
て
頂
く
と
共
に
研
究
の
面
白
さ
を
知
っ
て

い
た
だ
き
た
い
。
一
般
の
方
々
が
持
た
れ
て
い
る
化
学

汚
染
や
化
学
兵
器
な
ど
と
い
っ
た
化
学
に
対
す
る
負

の
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
し
、
我
々
が
化
学
に
よ
っ
て
受
け

て
い
る
大
き
な
恩
恵
に
つ
い
て
実
例
を
挙
げ
て
示
し
た

い
。さ

ら
に
、
化
学
が
21
世
紀
に
果
た
す
べ
き
役
割
に
つ

い
て
、
具
体
的
に
は
21
世
紀
の
世
界
的
課
題
で
あ
る
環

境
問
題
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
資
源
問
題
に
化
学
が
ど
の
よ

う
に
関
わ
れ
ば
よ
い
か
に
つ
い
て
化
学
の
功
罪
に
触
れ

な
が
ら
受
講
生
と
と
も
に
考
え
た
い
。
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日
本
の
地
下
で
何
が
起
き
て
い
る
の
か

地
球
科
学
で
地
震
噴
火
の
活
動
期
を
賢
く
生
き
抜
く

1955年生まれ。筑波大学付属駒場高校卒業。東京大学理学部地学科卒業。通産省 (	現 ･ 経済産業省）主任研究官・米国内務省カ
スケード火山観測所上級研究員を経て、1997年より京都大学大学院人間・環境学研究科教授。2021年より京都大学レジリエンス実
践ユニット特任教授・京都大学名誉教授。理学博士 ( 東京大学	1987年 )。専門は地球科学・火山学・科学コミュニケーション。内
閣府災害教訓継承分科会委員、気象庁活火山改訂委員、日本火山学会理事、日本火山学会誌「火山」編集長、日本地質学会火山
部会長などを歴任。日本地質学会論文賞受賞（1996年）、日本地質学会優秀講演賞受賞（2004年）。テレビ・雑誌・新聞・著書で科
学を明快に解説する「科学の伝道師」。京大の講義は毎年数百人を集める人気で教養科目１位の評価。「世界一受けたい授業」「情
熱大陸」「ようこそ先輩	課外授業」「グレートネイチャー」などに出演。
著書に『成功術	時間の戦略』文春新書（2005年）、『ラクして成果が上がる理系的仕事術』PHP	新書（2006年）、『火山噴火』岩波
新書（2007年）、『世界がわかる理系の名著』文春新書（2009年）、『京大人気講義	生き抜くための地震学』ちくま新書（2013年）、『西
日本大震災に備えよ』PHP	新書（2015年）、『火山はすごい』PHP	文庫（2015年）、『地球の歴史、上中下』中公新書（2016年）、『地
学ノススメ』ブルーバックス（2017年）、『日本の地下で何が起きているのか』岩波科学ライブラリー（2017年）、『地球とは何か』サ
イエンス･アイ新書（2018年）、『理科系の読書術』中公新書（2018年）、『座右の古典』ちくま文庫（2018年）、『読まずにすませる読
書術』SB	新書（2019年）、『富士山噴火と南海トラフ』ブルーバックス（2019年）、『新版	一生モノの勉強法』ちくま文庫（2020年）、
『理学博士の本棚』角川新書（2020年）、『首都直下地震と南海トラフ』MdN 新書（2021年）など。共著に『一生モノの英語勉強法』
祥伝社新書（2015年）、『山極寿一×鎌田浩毅	ゴリラと学ぶ』ミネルヴァ書房（2018年）、『野田秀樹×鎌田浩毅	劇空間を生きる』ミ
ネルヴァ書房（2018年）など。

鎌田　浩毅
KAMATA Hiroki

京都大学レジリエンス実践ユニット	特任教授
京都大学	名誉教授

講
義
概
要

近
ご
ろ
頻
発
す
る
地
震
と
噴
火
は
、
2
0
1
1
年

の
東
日
本
大
震
災
が
引
き
金
と
な
っ
て
地
盤
が
不
安
定

に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
日
本
列
島
は
1
0
0
0
年

ぶ
り
の
「
大
地
変
動
の
時
代
」
に
突
入
し
、
内
陸
の
直

下
型
地
震
と
火
山
噴
火
が
数
10
年
ほ
ど
続
き
、
西
暦

2
0
3
0
年
代
に
は
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
、
す
な

わ
ち
「
西
日
本
大
震
災
」
が
迫
っ
て
い
る
。
富
士
山
を

初
め
と
し
て
20
座
の
活
火
山
が
活
動
期
に
入
っ
た
こ
と

も
懸
念
さ
れ
、
首
都
直
下
地
震
と
と
も
に
我
が
国
の
喫

緊
の
課
題
で
あ
る
。

講
義
で
は
最
先
端
の
研
究
成
果
に
基
づ
く
地
下
の
状

況
を
、
市
民
の
目
線
で
分
か
り
や
す
く
解
説
す
る
。
ど

う
や
っ
て
命
を
守
る
の
か
、い
ま
何
を
準
備
す
べ
き
か
、

ど
の
よ
う
な
社
会
を
構
築
す
べ
き
か
、
等
々
。

私
は
24
年
間
の
教
授
と
し
て
の
研
究
・
教
育
活
動
を

経
て
、
4
月
か
ら
京
都
大
学
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
実
践
ユ

ニ
ッ
ト
特
任
教
授
に
着
任
し
た
。
地
球
科
学
の
基
礎
研

究
者
か
ら
「
科
学
の
伝
道
師
」
に
シ
フ
ト
し
た
目
的
と

経
緯
と
方
法
論
も
、
熱
く
語
り
た
い
。

世
の
中
を
ど
の
よ
う
に
変
え
る
の
か
、

ど
ん
な
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
る
の
か

地
震
と
噴
火
を
伝
え
る
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
（
啓
発
・
教

育
活
動
）
で
は
、必
ず
生
じ
る
「
心
の
葛
藤
」
が
あ
る
。

同
僚
学
者
の
目
が
気
に
な
っ
て
「
後
ろ
指
を
さ
さ
れ
な

い
」
よ
う
に
説
明
す
る
か
ら
だ
が
、
こ
う
し
た
「
守
り

の
姿
勢
」
で
語
っ
た
結
果
、
市
民
に
は
腑
に
落
ち
な
い

解
説
と
な
る
。
反
対
に
、
私
が
市
民
の
目
線
で
解
説
と

提
言
を
行
う
と
、
同
業
者
か
ら
「
ち
ょ
っ
と
正
確
さ
に

欠
け
る
ね
」
と
冷
や
や
か
な
反
応
が
返
っ
て
く
る
。
こ

こ
で
私
に「
市
民
サ
イ
ド
に
沿
う
不
安
は
な
い
」と
言
っ

た
ら
嘘
に
な
る
。
し
か
し
、「
科
学
の
伝
道
師
」
は
こ

の
不
安
に
打
ち
勝
っ
て
成
り
立
つ
仕
事
な
の
だ
。
伝
え

た
い
こ
と
は
至
っ
て
シ
ン
プ
ル
で
、
自
然
の
一
部
で
あ

る
人
間
は
自
然
を
到
底
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い
。
一

方
、
知
恵
を
絞
れ
ば
災
害
を
減
ら
す
こ
と
は
可
能
で
、

こ
こ
に
地
球
科
学
の
出
番
が
あ
る
。

そ
も
そ
も
私
が
研
究
で
き
る
の
は
、
社
会
へ
い
ず
れ

還
元
さ
せ
て
い
た
だ
く
か
ら
で
は
な
い
か
。
地
球
科
学

の
「
知
識
」
を
人
の
命
が
助
か
る
「
行
動
」
ま
で
繋
げ

る
に
は
新
し
い
方
法
論
が
必
要
な
の
だ
が
、
い
ま
私

が
格
闘
す
る
最
大
の
テ
ー
マ
で
も
あ
る
。「
京
大
人
気

No.
1
教
授
」
24
年
目
の
課
外
講
義
。
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気
体
の
科
学
と
技
術

ナ
ノ
空
間
を
自
在
に
操
作
す
る
こ
と
で
拓
か
れ
る
世
界
と
は

1974年京都大学工学部卒業、1976年京都大学大学院工学研究科修士課程修了、1979年京都大学大学院工学研究科
博士課程修了。1988 ～1992年近畿大学理工学部助教授、1992～1998年東京都立大学理学部教授、1998 ～ 2017
年京都大学大学院工学研究科教授、2007～ 2012年京都大学物質－細胞統合システム拠点副拠点長・教授、2013 ～
2016年京都大学物質－細胞統合システム拠点拠点長・教授、2016 ～ 2018年	京都大学高等研究院副院長、2016年よ
り京都大学	高等研究院物質－細胞統合システム拠点拠点長、2017年より京都大学高等研究院特別教授。
2009年日本化学会賞、2010年トムソン・ロイター引用栄誉賞、2011年紫綬褒章、2013年京都大学孜孜賞、2013年英
国王立化学会フェロー会員、2013年江崎玲於奈賞、2016年日本学士院賞、2016年米国化学会バソロ賞、2017年藤原賞、
2017年ソルベイ未来化学賞、2018年	Grand	Prix	of	the	Fondation	de	la	Maison	de	la	Chimie など多数受賞。2019
年学士院会員。
新規多孔性材料であるMOF 研究の先駆者であり、地球温暖化の原因となる二酸化炭素の吸着など広範な未来用途に
用いられる可能性がある新規材料、多孔性金属錯体（または有機－金属構造体、MOF）を開発した。

北川　進
KITAGAWA Susumu

京都大学高等研究院	特別教授
物質－細胞統合システム拠点	拠点長

講
義
概
要

ナ
ノ
サ
イ
ズ
の
空
間
を
持
つ
物
質
は
我
々
の
周
り
に

溢
れ
て
お
り
、
貯
蔵
、
分
離
、
触
媒
な
ど
生
活
に
密
着

す
る
用
途
に
用
い
ら
れ
多
孔
性
材
料
と
し
て
良
く
知
ら

れ
て
い
る
。
代
表
物
質
で
あ
る
活
性
炭
は
古
代
エ
ジ
プ

ト
に
お
い
て
医
療
用
に
用
い
ら
れ
た
こ
と
が
パ
ピ
ル
ス

に
記
述
さ
れ
て
お
り
、
現
在
に
お
い
て
も
水
の
浄
化
な

ど
幅
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
人
類
が
そ
の
活
性
炭
を

発
見
し
た
の
ち
3	

0	

0	

0
年
を
経
て
、
18
世
紀
に
当
時

の
新
し
い
多
孔
性
材
料
と
し
て
天
然
鉱
石
か
ら
無
機
物

で
あ
る
ゼ
オ
ラ
イ
ト
が
発
見
さ
れ
、
20
世
紀
前
半
の
人

工
合
成
の
成
功
を
経
て
、
石
油
産
業
を
は
じ
め
と
し
て

人
類
の
産
業
に
大
き
な
進
歩
を
も
た
ら
し
た
。
こ
の
よ

う
に
既
存
の
多
孔
性
材
料
は
、
人
類
の
生
活
に
不
可
欠

の
も
の
と
し
て
長
年
に
わ
た
っ
て
利
用
さ
れ
て
き
た
。

も
し
、
活
性
炭
や
ゼ
オ
ラ
イ
ト
が
担
っ
て
き
た
ナ
ノ
細

孔
に
よ
る
機
能
を
凌
駕
す
る
よ
う
な
、
貯
蔵
、
分
離
な

ど
の
機
能
を
有
す
る
、
あ
る
い
は
ま
っ
た
く
新
し
い

多
孔
性
機
能
を
有
す
る
材
料
が
発
見
さ
れ
れ
ば
、
人
類

の
生
活
に
革
新
的
な
変
化
を
も
た
ら
す
事
が
期
待
さ
れ

る
。
こ
の
革
新
的
材
料
を
生
み
出
す
空
間
の
化
学
を
紹

介
し
、
現
代
の
課
題
（
地
球
環
境
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
医

療
、
健
康
）
へ
の
挑
戦
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。

世
の
中
を
ど
の
よ
う
に
変
え
る
の
か
、

ど
ん
な
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
る
の
か

炭
素
資
源
お
よ
び
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
と
し
て
重
宝
し

て
き
た
石
炭
、
石
油
や
天
然
ガ
ス
は
い
ず
れ
尽
き
る
。

地
下
資
源
代
替
と
し
て
、
ユ
ビ
キ
タ
ス
な
物
質
の
利
用

（
例
え
ば
空
気
や
河
川
、
海
の
水
）
の
利
用
が
究
極
で

あ
る
。
実
現
す
れ
ば
日
本
は
も
は
や
資
源
の
な
い
国
と

は
言
わ
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
に
は
気
体
を
自
在

に
操
作
す
る
科
学
の
創
成
、
そ
の
技
術
の
発
展
が
不
可

欠
で
あ
る
。
東
洋
で
は
、「
仙
人
は
霞
（
水
蒸
気
、空
気
）

を
食
っ
て
生
き
る
」
と
言
わ
れ
る
。
ま
さ
に
空
気
、
水

を
原
料
と
し
て
身
の
回
り
の
も
の
が
で
き
る
未
来
、
私

た
ち
が
仙
人
と
な
る
こ
と
は
あ
な
が
ち
空
想
で
は
な
い

よ
う
に
思
え
る
。
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有
人
宇
宙
活
動

人
類
の
宇
宙
展
開
は
何
を
め
ざ
す
の
か

1954年東京生まれ。1983年東京大学大学院工学系研究科博士課程修了。2004年ライス大学大学院博士課程修了。工
学・理学博士。
1997年スペースシャトル「コロンビア号」に搭乗し、日本人として初めての船外活動を行う。2008年スペースシャトル「エ
ンデバー号」に搭乗。ロボットアームを操作し、日本初の有人宇宙施設「きぼう」日本実験棟船内保管室を国際宇宙ステー
ションに取り付ける。2009年から2016年にかけて、国連宇宙部で国連宇宙応用専門官として宇宙科学技術の啓蒙普及
活動に取り組む。2016年4月より京都大学宇宙総合学研究ユニット特定教授に就任。2020年4月より京都大学大学院
総合生存学館（思修館）特任教授に、同7月より特定教授。2002年と2007年には超新星を発見する。

土井　隆雄
DOI Takao

京都大学大学院総合生存学館（思修館）	特定教授

講
義
概
要

1	

9	

6	

1
年
ガ
ガ
ー
リ
ン
に
よ
る
人
類
初
の
有
人
宇

宙
飛
行
以
来
、
宇
宙
は
人
類
に
と
っ
て
の
進
出
可
能
な

新
世
界
と
な
っ
た
。
日
本
の『
第
一
期
有
人
宇
宙
活
動
』

は
、
1	

9	

8	

5
年
に
国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
計
画
へ

の
参
加
決
定
及
び
第
一
次
材
料
実
験
に
参
加
す
る
日
本

人
宇
宙
飛
行
士
の
選
抜
に
よ
り
始
ま
っ
た
。
日
本
は
短

期
有
人
宇
宙
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
し
て
、宇
宙
実
験
技
術
、

ロ
ボ
ッ
ト
ア
ー
ム
操
作
技
術
、
船
外
活
動
技
術
な
ど
有

人
宇
宙
活
動
に
必
須
な
技
術
を
獲
得
し
た
。『
第
二
期

有
人
宇
宙
活
動
』
は
、
2	

0	

0	

8
年
「
き
ぼ
う
」
日
本

実
験
棟
を
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
取
り
付
け
る
ミ
ッ

シ
ョ
ン
を
契
機
に
始
ま
っ
た
。
日
本
人
宇
宙
飛
行
士
に

よ
る
長
期
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
開
始
さ
れ
、
宇
宙
飛
行
士
訓

練
、
有
人
宇
宙
施
設
の
運
用
、
宇
宙
貨
物
船
の
飛
行
な

ど
の
技
術
を
獲
得
し
た
。
日
本
そ
し
て
世
界
の
有
人
宇

宙
活
動
は
何
を
め
ざ
し
、
私
た
ち
は
ど
こ
に
行
こ
う
と

し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

世
の
中
を
ど
の
よ
う
に
変
え
る
の
か
、

ど
ん
な
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
る
の
か

霊
長
類
の
祖
先
が
か
つ
て
森
林
か
ら
サ
バ
ン
ナ
へ
進

出
し
た
こ
と
が
人
類
進
化
を
誘
発
し
た
よ
う
に
、
地
球

を
離
れ
宇
宙
を
め
ざ
す
有
人
宇
宙
活
動
は
進
化
の
一
形

態
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
遠
く
な
い
未
来
、
人
類
は

宇
宙
空
間
を
も
居
住
空
間
と
し
、
そ
こ
に
新
た
な
社
会

を
創
造
す
る
だ
ろ
う
。
私
た
ち
は
、
今
、
宇
宙
を
切
り

開
く
有
人
宇
宙
活
動
の
た
め
の
新
し
い
総
合
科
学
を

「
有
人
宇
宙
学
」
と
名
付
け
る
こ
と
に
し
よ
う
。
そ
れ

は
、
人
類
が
宇
宙
に
展
開
し
て
い
く
こ
と
を
記
述
で
き

る
学
問
で
あ
る
。
有
人
宇
宙
学
の
創
出
は
、「
ソ
ー
シ
ャ

ル・ハ
ビ
タ
ビ
リ
テ
ィ（
人
間
社
会
の
存
在
可
能
条
件
）」

と
い
う
宇
宙
に
持
続
可
能
な
人
間
社
会
を
構
築
す
る
た

め
の
新
し
い
指
標
の
確
立
・
体
系
化
を
可
能
に
す
る
。

「
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ハ
ビ
タ
ビ
リ
テ
ィ
」
は
、
物
理
的
・

生
化
学
的
条
件
の
み
で
な
く
、
技
術
や
そ
こ
に
居
住
す

る
人
類
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
制
約
条
件
に
よ
っ
て
左
右

さ
れ
る
社
会
存
在
の
限
界
を
定
量
的
に
決
定
す
る
新
た

な
指
標
で
あ
る
。
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飽
和
の
時
代
か
ら
循
環
型
未
来
地
域
社
会
へ
の
シ
ナ
リ
オ
設
計

地
域
資
源
ベ
ー
ス
の
生
産
活
動
を
考
え
る

1980年京都大学工学部化学工学科卒業。1982年京都大学大学院工学研究科修士課程化学工学専攻修了、博士（工学）
京都大学。1982年㈱神戸製鋼所化学研究所研究員。1986年京都大学工学部助手。1994年京都大学工学研究科助教
授。2001年京都大学工学研究科教授で現在に至る。この間、1997年米国ペンシルバニア大にて文部科学省在外研究員、
2006 ～ 2011年京都大学地球環境学堂教授（両任）、2008 ～ 2010年に京都大学教育研究評議員、地球環境学堂副学
堂長。所属学会は、化学工学会、日本エネルギー学会、触媒学会、近畿化学協会、米国化学工学会、米国化学会で、
2014、2015年度は化学工学会会長に着任。現在、資源・エネルギー・環境に係る新規高効率転換法、マイクロリアクター
による化学生産革新に関する研究に従事。日本エネルギー学会論文賞3回（1992年、2002年、2006年）、日本エネルギー
学会進歩賞（1994年）、化学工学会研究賞（2008年）、日本エネルギー学会学会賞（2014年）受賞。

前　一廣
MAE Kazuhiro

京都大学大学院工学研究科	教授

講
義
概
要

一
講
時
目
は
、
現
在
の
世
界
、
日
本
が
抱
え
る
社
会

的
問
題
を
概
観
し
、
工
業
化
社
会
の
現
状
と
今
後
を
物

質
の
視
点
か
ら
眺
め
、
飽
和
の
時
代
に
突
入
し
て
い
る

こ
と
を
定
量
的
に
整
理
す
る
。
次
に
、
こ
の
飽
和
の
時

代
に
求
め
ら
れ
る
コ
ン
セ
プ
ト
、
す
な
わ
ち
循
環
型
社

会
形
成
に
必
要
な
要
素
で
あ
る
、
省
エ
ネ
、
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
利
用
、
マ
テ
リ
ア
ル
高
度
循
環
に
関
し
て
、
そ

の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
と
定
着
の
可
能
性
に
関
し
て
考
察
す

る
。二

講
時
目
は
、
上
述
の
講
義
内
容
に
基
づ
き
、
バ
イ

オ
マ
ス
資
源
を
軸
に
し
て
地
域
社
会
活
性
化
に
展
開
の

可
能
性
を
考
え
る
。
ま
ず
、
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
を
概
観

し
、
そ
の
中
で
、
付
加
価
値
製
品
製
造
を
目
的
と
し
た

製
紙
業
／
化
学
産
業
と
の
連
携
の
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
紹
介
す
る
。
次
に
、
地
域
産
業
化
の
資
源
と
し
て
利

用
し
て
い
く
た
め
の
シ
ナ
リ
オ
設
計
の
た
め
の
ツ
ー
ル

開
発
の
試
み
を
紹
介
し
、
将
来
の
一
次
／
二
次
融
合
型

地
域
産
業
の
絵
姿
を
考
察
す
る
。

世
の
中
を
ど
の
よ
う
に
変
え
る
の
か
、

ど
ん
な
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
る
の
か

日
本
の
将
来
の
社
会
構
造
は
、
で
き
れ
ば
全
国
万
遍

な
く
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
60
％
で
地
域
資
源
利
用
に
よ
る

地
域
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
あ
る
一
定
以
上
の
地
域
社
会
群
を
ベ
ー

ス
に
、
輸
入
エ
ネ
ル
ギ
ー
40
％
で
グ
ロ
ー
バ
ル
に
展
開

し
外
貨
を
獲
得
し
て
い
く
二
重
構
造
が
必
要
と
考
え
て

い
る
。
こ
れ
を
軸
に
し
た
社
会
は
、
必
然
的
に
人
口
密

度
に
上
限
を
も
っ
た
地
域
分
散
型
社
会
ベ
ー
ス
と
な
る

が
、
現
状
は
一
次
産
業
が
地
域
に
取
り
残
さ
れ
、
化
学

産
業
は
大
型
か
つ
集
約
型
で
地
域
と
乖
離
し
て
い
る
。

上
述
の
シ
ナ
リ
オ
策
定
研
究
は
一
次
産
業
か
ら
排
出
さ

れ
る
バ
イ
オ
マ
ス
と
い
う
地
域
資
源
を
積
極
的
か
つ
合

理
的
に
変
換
し
て
海
外
市
場
へ
展
開
す
る
と
同
時
に
、

化
学
産
業
の
未
利
用
低
レ
ベ
ル
廃
熱
を
一
次
産
業
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
利
用
し
て
い
く
ス
キ
ー
ム
を
提
示
す

る
も
の
で
、
飽
和
の
時
代
に
お
け
る
循
環
型
社
会
へ
の

パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
を
考
え
て
い
く
足
掛
か
り
と
な

る
。
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に
お
い
は
薬
に
な
り
ま
す
か

病
院
に
頼
り
過
ぎ
な
い
上
手
な
健
康
管
理
を
考
え
る

1969年大阪生まれ。1988年神戸女学院高等学部卒業、京都大学薬学部入学、1992年同大学薬学部卒業、1994年同
研究科修士課程薬学専攻修了、博士後期課程に進学、1996年同課程を中途退学、京都大学薬学部助手に採用される。
1999年博士（薬学）の学位取得。2002～ 3年米国ワシントン州立大学生物化学研究所に博士研究員として留学、2003
年京都大学大学院薬学研究科助教授（2007年に准教授に名称変更）現在に至る。専門分野は生薬学・薬用植物学。特
に、精油成分生合成研究、においの生薬薬理学的検討、薬用植物の栽培研究、生薬・天然物のレギュラトリーサイエンス、
フィールドワークを軸とした伝統医薬の調査研究など。大学での教育研究の傍ら、厚生労働省薬事食品衛生審議会委員
や医薬品医療機器総合機構日本薬局方原案審議委員会生薬等委員会委員、日本学術会議連携会員、また各種学会の
理事、評議員、代議員等の活動も。研究のため、また国際学会やWHO、ISO 等の国際会議出席のための出張が多く、
途上国から先進国まで海外経験は豊富。2006年日本生薬学会学術奨励賞、2012年第37回漢方研究イスクラ奨励賞、
2016年国際薬学連合 Fellow	award、2017年第29回日本東洋医学会奨励賞受賞。

伊藤　美千穂
ITO Michiho

京都大学大学院薬学研究科	准教授

講
義
概
要

に
お
い
は
見
え
な
い
、
拡
散
す
る
な
ど
科
学
的
取
り

扱
い
に
難
点
が
あ
る
上
に
、
五
感
の
ひ
と
つ
で
あ
る
嗅

覚
が
記
憶
と
強
く
結
び
つ
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
な

ど
、
サ
イ
エ
ン
ス
に
な
り
に
く
い
要
素
を
多
く
含
ん
で

い
る
。
こ
の
た
め
、
に
お
い
の
薬
理
活
性
を
動
物
実
験

等
の
い
わ
ゆ
る
薬
学
的
に
汎
用
さ
れ
る
方
法
で
示
す
た

め
に
は
い
ろ
い
ろ
と
工
夫
が
必
要
だ
っ
た
。
他
方
、
日

本
の
法
律
で
は
生
薬
の
品
質
評
価
基
準
の
ひ
と
つ
に
に

お
い
を
使
う
。
漢
方
薬
・
生
薬
の
世
界
で
は
、
に
お
い

は
医
薬
品
の
品
質
の
も
の
さ
し
の
ひ
と
つ
に
な
る
の
で

あ
る
。

扱
い
方
に
よ
っ
て
大
き
く
捉
え
方
が
変
わ
る
に
お
い

に
期
待
で
き
る
こ
と
、
ま
た
に
お
い
の
あ
る
医
薬
品
と

し
て
の
漢
方
薬
・
生
薬
類
を
日
本
は
ど
う
扱
っ
て
き
た

の
か
な
ど
、
に
お
い
を
端
緒
に
、
身
近
で
あ
り
な
が
ら

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
天
然
物
医
薬
品
の
裏
の
世
界

を
紹
介
す
る
。

世
の
中
を
ど
の
よ
う
に
変
え
る
の
か
、

ど
ん
な
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
る
の
か

超
高
齢
化
社
会
に
急
速
に
変
容
し
て
い
く
日
本
で

は
、
介
護
を
必
要
と
す
る
人
口
と
そ
れ
に
伴
う
医
療
費

の
急
増
、
高
止
ま
り
な
ど
が
予
想
さ
れ
、
健
康
自
己
管

理
、
健
康
寿
命
の
延
伸
の
必
要
性
な
ど
が
強
く
言
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン

と
し
て
品
質
保
証
が
し
っ
か
り
な
さ
れ
た
一
般
用
医
薬

品
を
上
手
に
利
用
し
つ
つ
、
よ
り
手
に
取
り
や
す
い
天

然
物
医
薬
品
や
健
康
食
品
な
ど
が
さ
ら
に
活
用
さ
れ
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
に
お
い
を
利
用
す
る
商
品
は
雑

貨
の
区
分
で
扱
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
手
軽
さ
に
大
き

く
利
点
が
あ
る
反
面
、医
薬
品
と
異
な
り
、品
質
保
証・

品
質
管
理
の
面
で
は
注
意
を
要
す
る
。
ポ
イ
ン
ト
を
抑

え
つ
つ
、
医
薬
品
の
み
な
ら
ず
、
雑
貨
や
食
品
な
ど
に

分
類
さ
れ
る
も
の
も
上
手
に
利
用
す
る
こ
と
で
、
よ
り

豊
か
で
健
康
な
日
常
が
手
に
入
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
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臨
床
医
学

高
齢
化
社
会
と
慢
性
疾
患

1984年京都大学医学部医学科卒業。1992年京都大学大学院医学研究科博士課程修了（医学博士）後、千葉大学医学
部附属高次機能制御研究センター	助手。同	講師、助教授を経て1997年秋田大学医学部生理学第一講座	教授。2004
年秋田大学バイオサイエンス教育・研究センター長。2005年より京都大学大学院医学研究科糖尿病・栄養内科学	教授
（2013年より内科再編により、糖尿病・内分泌・栄養内科学と改称）現在に至る。2010	年より京都府立医科大学ならび
に盛岡大学	客員教授、2013	年より京都大学大学院総合生存学館（思修館）協力教員、2020年より大阪大学大学院医
学系研究科	招へい教授を併任。2015年4月から2019年3月まで京都大学医学部附属病院	病院長を併任。現在、日本
医学会連合理事、日米医学協力委員会	栄養・代謝部会長、日本糖尿病学会	常務理事、日本病態栄養学会理事、日本
糖尿病協会	理事、Asian	Association	for	the	Study	of	Diabetes（アジア糖尿病学会）Executive	board	などを務める。
第59	回日本糖尿病学会年次学術集会（2016	年）会長、第119回日本内科学会総会・講演会（2022年）会長。専門は
臨床医学（特に内科学、糖尿病学、代謝・内分泌学、病態栄養学）。

稲垣　暢也
INAGAKI Nobuya

京都大学大学院医学研究科	教授

講
義
概
要

わ
が
国
は
４
人
に
１
人
が
高
齢
者
と
い
う
超
高
齢
社

会
を
迎
え
、
単
な
る
寿
命
の
延
長
で
は
な
く
、
健
康
寿

命
の
延
長
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
一
方
で
、
糖

尿
病
を
は
じ
め
と
す
る
慢
性
疾
患
が
激
増
し
医
療
経
済

学
的
に
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
本
講
義
で
は
、

糖
尿
病
を
例
に
あ
げ
、
な
ぜ
今
日
本
で
糖
尿
病
が
激
増

し
て
い
る
の
か
、
日
本
人
と
欧
米
人
で
は
そ
の
病
態

に
ど
の
よ
う
な
違
い
が
あ
る
の
か
、
わ
が
国
の
長
寿
を

支
え
て
き
た
生
活
が
現
在
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
る

か
、
健
康
長
寿
の
確
保
に
何
が
求
め
ら
れ
る
の
か
に
つ

い
て
、
概
説
す
る
。
ま
た
、
慢
性
疾
患
に
対
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
治
療
薬
が
開
発
さ
れ
つ
つ
あ
る
中
で
、
そ
の
問

題
点
と
、
今
後
わ
が
国
に
お
い
て
求
め
ら
れ
る
先
制
医

療
に
つ
い
て
も
触
れ
て
み
た
い
。

世
の
中
を
ど
の
よ
う
に
変
え
る
の
か
、

ど
ん
な
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
る
の
か

超
高
齢
社
会
を
迎
え
た
わ
が
国
に
と
っ
て
、
疾
病
構

造
は
変
化
し
、
慢
性
疾
患
が
増
加
し
て
い
る
。
こ
の
こ

と
は
医
療
費
や
介
護
費
用
の
増
加
に
つ
な
が
り
、
す
で

に
わ
が
国
の
経
済
を
圧
迫
し
つ
つ
あ
り
、
社
会
の
構
造

が
大
き
な
転
換
期
に
さ
し
か
か
っ
て
い
る
。

健
康
寿
命
の
増
加
は
、
個
々
人
の
生
活
の
質
の
向
上

に
つ
な
が
る
だ
け
で
な
く
、
医
療
経
済
的
負
担
の
軽
減

に
も
つ
な
が
る
。

さ
ら
に
、
現
在
の
医
学
の
中
心
で
あ
る
治
療
医
学
か

ら
予
防
医
学
、
そ
し
て
先
制
医
療
へ
と
展
開
す
る
こ
と

に
よ
り
、
真
の
健
康
長
寿
が
実
現
で
き
る
可
能
性
が
あ

る
。
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医
療
・
健
康
系
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
用
い
た
新
し
い
医
学
研
究

社
会
に
お
け
る
医
療
の
意
義
と
健
康
の
価
値

1997年筑波大学医学専門学群卒（医師免許）、2001年横浜市立大学大学院医学研究科頭頸部外科学卒（医学博士）。
米国連邦政府食品医薬品庁（FDA）生物製剤評価研究センター（CBER）にて細胞遺伝子治療部臨床試験 (IND) 審査
官、研究官を歴任し、米国内の臨床試験の審査業務および行政指導に従事。東京大学大学院医学系研究科客員助教
授を経て、2006年に 33歳で京都大学教授（大学院医学研究科社会健康医学系専攻・薬剤疫学）。2010 ～ 2014年京
都大学理事補（研究担当）、2011年より京都大学学際融合教育研究推進センター・政策のための科学ユニット長。現在、
慶應義塾大学医学部客員教授などを兼務。原著論文は 150報以上。主な公的活動経験として厚生労働省データヘルス・
審査支払機関改革本部アドバイザリー（2018年）、内閣官房健康・医療戦略室医療情報取扱制度調整WG委員（2016年）、
文部科学省科学技術審議会戦略的基礎研究部会臨時委員（2015年）、内閣府健康研究推進会議アドバイザリー会議委
員（2009年）、経済産業省産業構造審議会研究開発小委員会委員（2009年）。学術学会活動として日本臨床疫学会理事、
日本薬剤疫学会理事、医療データベース協会理事、健康・医療・教育情報評価推進機構常務理事、日本セルフケア推
進協議会理事、地域包括ケア病棟協会参与、ヘルスケア・データサイエンス研究所理事、国際医薬経済アウトカム学会
日本部会評議員。

川上　浩司
KAWAKAMI Koji

京都大学大学院医学研究科	教授

講
義
概
要

疫
学
と
は
、
個
人
で
は
な
く
集
団
を
対
象
と
し
て
、

主
と
し
て
健
康
状
態
に
か
か
わ
る
様
々
な
要
因
と
健
康

状
態
と
の
因
果
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
学
問
で
あ
る
。

昨
今
の
I
T
技
術
と
環
境
の
進
歩
に
よ
っ
て
、
い
ま

ま
で
は
二
次
利
用
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
医
療
や
健
康
の

情
報
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
構
築
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
疫
学
研
究
は
、
医
療
系
の
ビ
ッ

グ
デ
ー
タ
あ
る
い
は
リ
ア
ル
ワ
ー
ル
ド
デ
ー
タ
を
用
い

た
新
し
い
パ
ラ
ダ
イ
ム
を
迎
え
て
い
る
。
さ
ら
に
、
疫

学
と
計
量
経
済
学
の
出
会
い
に
よ
っ
て
、
医
療
や
医
薬

品
の
費
用
対
効
果
を
新
た
な
価
値
と
し
て
検
討
す
る
こ

と
が
で
き
つ
つ
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
変
革
は
、
医
学
研

究
の
あ
り
方
を
根
本
か
ら
変
え
つ
つ
あ
り
、
健
康
や
医

療
の
評
価
、
産
業
や
政
策
へ
の
寄
与
と
い
っ
た
様
々
な

展
開
を
見
せ
つ
つ
あ
る
。
本
講
義
で
は
、
こ
の
よ
う
な

医
療
系
デ
ー
タ
を
め
ぐ
る
状
況
や
研
究
事
例
を
俯
瞰
す

る
。

世
の
中
を
ど
の
よ
う
に
変
え
る
の
か
、

ど
ん
な
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
る
の
か

疫
学
研
究
に
よ
っ
て
、
19
世
紀
に
は
イ
ギ
リ
ス
は
コ

レ
ラ
に
よ
る
国
家
存
亡
の
危
機
か
ら
救
わ
れ
、
ま
た
日

本
の
研
究
者
に
よ
っ
て
、
日
露
戦
争
当
時
数
十
万
人
の

死
亡
者
を
だ
し
て
い
た
脚
気
が
栄
養
に
よ
る
も
の
だ
と

い
う
こ
と
が
突
き
止
め
ら
れ
て
、
世
界
の
多
く
の
人
々

を
脚
気
に
よ
る
死
亡
か
ら
救
っ
た
。
後
者
は
、
ビ
タ
ミ

ン
B1
の
発
見
の
実
に
27
年
前
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
社
会
の
現
状
を
ス
ナ
ッ
プ
シ
ョ
ッ
ト

の
よ
う
に
情
報
収
集
し
て
横
断
研
究
と
し
て
解
析
す
る

疫
学
研
究
は
何
度
も
社
会
を
救
っ
て
き
た
が
、
今
後
、

I
T
の
進
歩
に
よ
っ
て
、
人
間
の
一
生
も
ふ
ま
え
て

時
間
軸
を
俯
瞰
す
る
縦
断
研
究
と
し
て
の
疫
学
研
究
も

よ
り
身
近
な
も
の
と
な
り
、
健
康
や
医
療
、
社
会
福
祉

の
向
上
に
寄
与
す
る
イ
ン
パ
ク
ト
を
も
つ
。
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野
生
動
物
保
全
論

多
様
な
生
物
の
「
世
界
」
か
ら
学
ぶ
楽
し
さ

1955年名古屋市に生まれる。1974 ～1985年京都大学理学部入学と同時に山岳部に入部。山登りに精を出し過ぎたた
めか、学部6年大学院5年（動物学教室）の長い学生生活を送ることになる。1985 ～1989年日本学術振興会奨励研
究員および特別研究員。1989 ～1990年無職時代（自称フリーサイエンティスト）。立山やアマゾンへ出稼ぎに行ってし
のいだ。1990 ～ 2008年東京工業大学理学部助教授、後に大学院生命理工学研究科准教授。2008年より現職。2011
年よりセンター長。専門は動物行動学、生態学、雪氷生物学。大学生のころ、雪の上をごそごそ歩き回っている雪虫を
研究するうちに「氷河にも虫がいるかも知れない」と妄想するようになり、1982年に初めてヒマラヤへ。運良く、氷河
に住む昆虫やミジンコを世界で初めて発見し、氷河にも生態系があることを明らかにした。以来、世界各地の氷河生態
系を調査し、その特性や地球規模の環境変動に対する影響を研究している。同時に、「自分の目で見て自分の頭で考え
る、流行に流されない独創的な研究」をモットーにして、イルカやオランウータン、バク、オオカミ、インコ、ヒト、植物、
微生物など、熱帯雨林から雪氷圏、海洋に至る様々な生態系の様々な生物の生態や行動を、学生と共に幅広く研究して
いる。日本動物行動学会、日本生態学会、日本哺乳類学会、日本雪氷学会、米国地球科学連合に所属。

『山の世界	－	自然・文化・暮らし	－』岩波書店（2004年	共著）、『虫たちがいて、ぼくがいた』海游舎（1997年	共著）、“The	
Patagoinian	Icefields:	A	unique	natural	laboratory”	Kluwer/Plenum	New	York（2002年）など。

幸島　司郎
KOHSHIMA Shiro

京都大学野生動物研究センター	教授

講
義
概
要

現
代
は
生
物
史
上
例
の
な
い
大
量
絶
滅
時
代
と
も
い

わ
れ
て
い
る
。
特
に
哺
乳
類
を
始
め
と
す
る
中
・
大
型

動
物
は
生
息
地
破
壊
や
密
猟
の
た
め
、
そ
の
多
く
が
絶

滅
危
惧
種
と
な
っ
て
い
る
。
京
都
大
学
野
生
動
物
研
究

セ
ン
タ
ー
は
、
こ
の
よ
う
な
中
・
大
型
動
物
の
保
全
研

究
を
主
な
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
。
現
在
、
30
名
以

上
の
大
学
院
生
や
若
手
研
究
者
が
、
世
界
各
地
で
ゾ
ウ

や
バ
ク
、
イ
ル
カ
、
ア
ザ
ラ
シ
な
ど
、
様
々
な
野
生
動

物
の
野
外
研
究
を
行
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
多
く
の
動
物

園
・
水
族
館
と
連
携
し
て
、
飼
育
さ
れ
て
い
る
貴
重
な

野
生
動
物
に
関
す
る
共
同
研
究
を
進
め
て
い
る
。
本
講

義
で
は
、
ヒ
ト
と
野
生
動
物
と
の
共
存
に
と
っ
て
最
も

必
要
な
こ
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
動
物
の
生
き
る
論
理
や

都
合
、
彼
ら
の
認
識
す
る
「
世
界
」
を
よ
く
理
解
す
る

こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
同
時
に
、
新
た
な
発
想
や
ヒ
ト

と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
動
物
の
深
い
理
解
に
も
つ
な
が
る

こ
と
を
、実
際
の
研
究
例
を
通
じ
て
学
ぶ
。
最
後
に「
知

恵
の
宝
庫
」
で
も
あ
る
生
物
多
様
性
を
守
り
・
楽
し
む

社
会
を
い
か
に
築
く
か
に
つ
い
て
全
員
で
討
論
す
る
。

世
の
中
を
ど
の
よ
う
に
変
え
る
の
か
、

ど
ん
な
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
る
の
か

日
本
国
内
だ
け
で
１
６
０
以
上
の
動
物
園・水
族
館
、

１
０
０
以
上
の
植
物
園
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ

う
に
、
我
々
人
間
に
は
、
他
の
生
き
物
を
見
た
り
、
触

れ
合
っ
た
り
、
彼
ら
に
つ
い
て
知
る
こ
と
自
体
に
喜
び

を
見
出
す
性
質
が
あ
る
。
し
か
し
現
状
で
は
、
こ
れ
ら

の
施
設
の
ほ
と
ん
ど
は
主
に
娯
楽
を
目
的
と
し
た
施
設

で
あ
り
、
研
究
や
教
育
、
保
全
に
は
あ
ま
り
役
立
っ
て

い
な
い
。
そ
こ
で
我
々
は
ア
マ
ゾ
ン
な
ど
の
野
生
動
物

生
息
地
に
、
地
域
の
野
生
動
物
や
自
然
環
境
の
研
究
・

教
育
・
保
全
に
貢
献
で
き
る
ば
か
り
で
な
く
、
地
域
経

済
に
も
貢
献
で
き
る
新
世
代
の
動
植
物
園
「
フ
ィ
ー
ル

ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
を
創
り
、
日
本
や
世
界
に
広
げ
よ

う
と
し
て
い
る
。
フ
ィ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
実
現

と
拡
大
が
、
自
然
を
う
や
ま
い
、
親
し
み
、
理
解
し
、

楽
し
む
日
本
的
価
値
観
と
文
化
の
再
生
・
強
化
、
さ
ら

に
、自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
や
理
解
、環
境
保
全
に
、も
っ

と
お
金
や
人
を
投
資
す
る
経
済
・
社
会
シ
ス
テ
ム
の
創

生
と
そ
の
世
界
へ
の
拡
大
に
貢
献
で
き
る
と
考
え
る
。



35 医薬・生命

自
己
と
非
自
己
の
免
疫
学

新
し
い
免
疫
医
療
に
向
け
て

1976年京都大学医学部卒業。京大病理、愛知癌センター研究所、京大免疫研究施設を経て 1983年医学博士取得。
1983年よりJohns	Hopkins 大学、Stanford 大学博士研究員（Lucile	P.	Markey	Scholar）、1989年 Scripps 研究所、
カリフォルニア大学サンディエゴ校 Assistant	Professor、1992年科学技術振興事業団「さきがけ」研究専任研究員、
1995年東京都老人総合研究所免疫病理部門・部門長、1999年より京都大学再生医科学研究所教授、2007年より同
研究所長、2011年４月より大阪大学免疫学フロンティア研究センター教授、2016年より大阪大学栄誉教授、京都大学
名誉教授。2004年 William	B.	Corey	Award、2008年慶応医学賞、2009年紫綬褒章、2012年学士院賞、同年米国
科学アカデミー外国人会員、2015年 Canada	Gairdner	International	Award、同年 Thomson	Reuters 引用栄誉賞、
2017年 Crafoord	Prize、2017年文化功労者、2019年英国 Birmingham大学名誉医学博士、2019年文化勲章、2020
年 Paul	Ehrlich	and	Ludwig	Darmstaedter	Prize、その他受賞多数。2016 ～ 2018年日本免疫学会理事長。

坂口　志文
SAKAGUCHI Shimon
京都大学	名誉教授、大阪大学	名誉教授
京都大学ウイルス再生医科学研究所客員	客員教授
大阪大学免疫学フロンティア研究センター	特任教授

講
義
概
要

免
疫
系
は
、
私
た
ち
の
身
体
を
病
原
微
生
物
か
ら
守

り
ま
す
が
、
身
体
を
作
っ
て
い
る
正
常
な
細
胞
、
分
子

と
は
反
応
し
ま
せ
ん
。
で
は
、
免
疫
系
は
、
自
己
と
非

自
己
を
ど
の
よ
う
に
区
別
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
“
免
疫
的
自
己
・
非
自
己
”
を
区
別
す
る
仕
組
み

が
分
か
れ
ば
、
自
己
免
疫
病
や
ア
レ
ル
ギ
ー
の
理
解
が

進
み
、
治
療
・
予
防
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
自

己
か
ら
発
生
し
た
“
自
己
も
ど
き
”
で
あ
る
癌
細
胞
に

対
し
て
強
い
免
疫
反
応
を
起
こ
す
こ
と
が
可
能
と
な

り
、
移
植
臓
器
を
あ
た
か
も
自
己
臓
器
と
し
て
受
容
さ

せ
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
で
し
ょ
う
。
私
た
ち
と
共
生

し
て
い
る
腸
内
細
菌
も
“
自
己
も
ど
き
”
で
あ
り
、
健

常
人
で
は
免
疫
反
応
が
起
こ
り
ま
せ
ん
。
免
疫
反
応
が

起
こ
れ
ば
炎
症
性
腸
炎
の
原
因
と
な
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
免
疫
的
自
己
・
非
自
己
と
い
う
概
念
を
も
と
に
新

し
い
免
疫
医
療
の
現
状
と
展
望
に
つ
い
て
講
義
し
ま

す
。

世
の
中
を
ど
の
よ
う
に
変
え
る
の
か
、

ど
ん
な
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
る
の
か

日
本
も
含
め
て
先
進
国
で
は
、
最
近
の
が
ん
免
疫
療

法
の
実
用
化
の
様
に
、
免
疫
の
潜
在
能
を
媒
介
と
し
た

様
々
な
疾
患
治
療
法
の
研
究
、
臨
床
応
用
が
進
ん
で
い

ま
す
。
一
方
、
先
進
国
で
は
感
染
症
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

で
き
る
様
に
な
り
感
染
症
の
頻
度
が
下
が
る
に
従
っ

て
、
近
年
自
己
免
疫
病
、
ア
レ
ル
ギ
ー
、
炎
症
性
腸
炎

な
ど
の
免
疫
疾
患
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
衛
生
的
な

環
境
で
は
強
い
免
疫
反
応
を
起
こ
す
必
要
が
な
く
な

り
、
免
疫
系
が
「
鍛
え
ら
れ
な
い
」
結
果
、
こ
の
よ
う

な
免
疫
疾
患
が
増
え
て
く
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ

の
よ
う
な
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
を
考
察
し
な
が
ら
、先
進
国
、

発
展
途
上
国
を
問
わ
ず
、
医
学
・
医
療
の
未
来
は
ど
う

あ
る
べ
き
か
、
議
論
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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が
ん
研
究
と
が
ん
治
療
の
最
前
線

が
ん
は
ど
う
し
て
で
き
る
の
か
？ 

防
ぐ
方
法
は
？ 

治
療
法
は
？

1974年神戸大学医学部卒業。1981年神戸大学大学院修了。1984年から３年間米国ミシガン大学消化器内科に留学、
消化管生理の研究をおこなう。帰国後、1989年神戸大学第４内科教授。1995年京都大学医学部「消化器内科学講
座」の初代教授に就任。2005年から３年間京大附属病院副病院長。2009 ～ 2015年京大病院がんセンターセンター
長。2010 ～ 2015年医学研究科の副研究科長（副学部長）。2015年に医学部を退官、同年「思修館」特定教授となる。
2017年4月より現職。J	Gastroenterology の Chief	Editor、Gastroenterology の Section	Editor を始め計18 の国際
雑誌のEditor。学会理事、評議員15。日本消化器病学会、日本消化器免疫学会、日本ヘリコバクター学会会長を歴任。
厚労省医師国家試験委員、薬事食品行政審議会専門委員、難治性疾患研究評価委員長、指定難病検討委員会委員長、
難病対策委員会委員長、文部科学省学術審議会専門委員、GLOBAL	COE 審査会委員を歴任。研究の専門領域は、発
癌のメカニズム、消化器免疫、消化器臓器の幹細胞、癌幹細胞の研究。

千葉　勉
CHIBA Tsutomu

関西電力病院	院長

講
義
概
要

現
在
わ
が
国
で
は
毎
年
1
2
0
～
1
3
0
万
人
の

方
が
な
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
２
／
３
は
病

死
で
あ
り
、
そ
の
半
分
近
く
が
癌
と
い
う
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
つ
ま
り
日
本
人
の
二
人
に
一
人
は
癌
に
か

か
り
、
そ
の
多
く
の
人
が
「
癌
で
亡
く
な
る
」
時
代
な

の
で
す
。
し
た
が
っ
て
癌
で
死
な
な
け
れ
ば
、
私
達
は

か
な
り
長
生
き
で
き
ま
す
。
今
回
の
講
義
で
は
、
こ
の

現
代
病
と
も
い
え
る
癌
が
、
ど
う
し
て
増
え
て
き
て

い
る
の
か
、
ど
う
し
て
で
き
る
の
か
、
ど
う
し
た
ら
そ

の
発
症
を
予
防
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
ま
た
癌
に

な
っ
た
時
に
、ど
う
し
た
ら
治
す
こ
と
が
で
き
る
の
か
、

な
ど
に
つ
い
て
論
じ
た
い
と
思
い
ま
す
。

世
の
中
を
ど
の
よ
う
に
変
え
る
の
か
、

ど
ん
な
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
る
の
か

私
は
癌
の
研
究
を
長
年
し
て
き
ま
し
た
が
、
癌
患
者

は
増
え
る
一
方
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
た
め
に
全
医
療
費

に
し
め
る
「
が
ん
治
療
」
に
か
か
る
比
率
は
増
え
続
け

て
い
ま
す
。
実
際
に
抗
が
ん
剤
に
よ
る
治
療
を
す
れ

ば
、
一
年
間
で
薬
剤
の
費
用
だ
け
で
１
０
０
０
万
円
ぐ

ら
い
か
か
る
こ
と
は
決
し
て
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
一

方
W
H
O
の
評
価
で
は
、
わ
が
国
の
医
療
は
、
質
、

費
用
な
ど
す
べ
て
を
勘
案
し
て
、
世
界
の
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
に
ラ
ン
ク
さ
れ
て
い
ま
す
。
実
際
わ
が
国
の
医
療
費

に
つ
い
て
は
、
個
人
が
支
払
う
金
額
は
非
常
に
安
い
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
わ
が
国
の
、
医
療
費
／

G
D
P
比
は
ア
メ
リ
カ
の
半
分
近
く
で
、
11
%
程
度

で
あ
り
、
か
つ
国
が
支
払
っ
て
い
る
部
分
は
決
し
て
多

く
あ
り
ま
せ
ん
。
今
回
の
お
話
で
は
、
癌
に
つ
い
て
の

科
学
的
な
お
話
と
同
時
に
、
こ
う
し
た
国
の
医
療
経
済

的
な
観
点
か
ら
も
癌
の
問
題
に
せ
ま
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
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お
い
し
さ
の
構
造

お
い
し
さ
の
構
成
要
素
の
解
明
と
数
式
化
の
試
み

1975年京都大学農学部卒業。1980年京都大学大学院博士課程修了。農学博士。1994年より京都大学農学研究科食品
生物科学専攻教授。この間、1985年から1986年まで、米国イーストカロライナ大学医学部客員研究員として運動時の
筋肉糖代謝の研究に従事。2009年より京都大学白眉センター長（３年間）。2015年京都大学名誉教授。同年、龍谷大
学農学部食品栄養学科教授、龍谷大学食の嗜好研究センター長。2018年より新設の同大学農学研究科長。研究テーマ
は、油脂の口腔内受容機構、油脂やダシのおいしさのメカニズムの解明、おいしさの客観的評価手法の開発研究。日
本栄養・食糧学会評議員、日本香辛料研究会会長、日本料理アカデミー理事、和食文化国民会議会長。2008年安藤
百福賞、2009年日本栄養・食糧学会賞、2012年日本農芸化学会賞、同年飯島食品科学賞、2014年日本味と匂学会賞
授賞、同年紫綬褒章受章。

専門の学術論文215編の他に、『だしの神秘』朝日新書（2017年）、『味覚と嗜好のサイエンス』丸善（2008年）、　『お
いしさを科学する』ちくま新書（2006年）、『人間は脳で食べている』ちくま新書（2005年）、『コクと旨味の秘密』新潮
文庫（2005年）、『だしとは何か』アイ・ケイコーポレーション（2012年	共著）、『日本料理大全』シュハリ・イニシアチブ
（2015年	共著）、『からだで味わう動物と情報を味わう人間』日本エッセイストクラブ編2003年版ベストエッセイ集、など。

伏木　亨
FUSHIKI Toru
甲子園大学　副学長・教授
京都大学	名誉教授

講
義
概
要

「
蓼
食
う
虫
も
好
き
好
き
」
な
ど
と
い
わ
れ
る
よ
う

に
、
同
じ
食
べ
物
で
も
好
き
嫌
い
が
分
か
れ
る
。
お
い

し
さ
は
個
人
的
で
曖
昧
な
感
覚
と
し
て
、
科
学
で
は
扱

わ
れ
て
来
な
か
っ
た
。
お
い
し
さ
は
、
食
べ
物
の
中
に

あ
る
の
で
は
な
く
て
、
食
べ
物
と
そ
れ
を
食
べ
る
人
間

と
の
関
係
の
中
だ
け
に
存
在
す
る
き
わ
め
て
脆
弱
で

バ
ー
チ
ャ
ル
な
感
覚
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

お
い
し
さ
を
い
く
つ
か
の
構
成
要
素
に
分
け
て
考
え

る
と
そ
れ
ぞ
れ
に
科
学
的
な
普
遍
性
が
見
出
さ
れ
る
。

本
講
義
で
は
、
食
の
お
い
し
さ
に
焦
点
を
絞
り
、
お
い

し
さ
を
構
成
す
る
基
本
要
素
を
探
る
。
さ
ら
に
、
そ
れ

ら
を
統
合
す
る
数
式
を
探
る
こ
と
を
試
み
る
。
お
い
し

さ
だ
け
で
は
な
く
、
科
学
に
な
じ
ま
な
い
と
言
わ
れ
て

き
た
曖
昧
な
感
覚
が
客
観
的
に
評
価
で
き
る
可
能
性
を

感
じ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

世
の
中
を
ど
の
よ
う
に
変
え
る
の
か
、

ど
ん
な
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
る
の
か

お
い
し
さ
は
、
生
活
の
質
を
高
め
人
間
の
究
極
の
幸

福
に
寄
与
す
る
問
題
と
し
て
食
に
関
わ
る
す
べ
て
の
分

野
が
関
心
を
寄
せ
て
い
る
。
食
の
お
い
し
さ
を
客
観
的

に
評
価
で
き
れ
ば
、
食
品
開
発
や
料
理
、
食
の
情
報
に

関
わ
る
人
々
に
と
っ
て
重
要
な
ツ
ー
ル
と
な
る
。

食
嗜
好
の
み
な
ら
ず
、
人
間
の
嗜
好
に
は
共
通
の
構

造
が
潜
む
可
能
性
が
あ
る
。例
え
ば
、文
豪
ス
タ
ン
ダ
ー

ル
は
著
書
の
恋
愛
論
の
中
で
、
男
女
の
恋
愛
行
動
を
、

情
熱
的
恋
愛
、（
当
時
パ
リ
で
流
行
の
）
趣
味
的
恋
愛
、

虚
栄
の
恋
愛
、
肉
体
的
恋
愛
に
４
分
類
し
て
い
る
。
こ

れ
ら
は
、
食
嗜
好
の
構
成
要
素
と
非
常
に
よ
く
対
応
す

る
。
お
い
し
さ
と
い
う
統
合
的
な
感
覚
を
構
成
要
素
に

分
解
し
て
、
そ
の
統
合
の
様
式
を
探
る
試
み
は
、
人
間

の
複
雑
で
曖
昧
に
見
え
る
諸
感
覚
を
科
学
の
場
に
引
き

出
す
モ
デ
ル
と
な
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。
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グ
ロ
ー
バ
ル
な
脅
威
と
し
て
の
感
染
症
の
科
学

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
を
中
心
に
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
考
え
る

1973年九州大学医学部卒業、医師免許取得。3年間の内科臨床経験の後、九州大学医学部細菌学教室にて病原細菌
学の研究を開始し、1978年同教室助手、医学博士号取得。1980年同講師。1981年から1983年まで米国政府給付国
際奨励研究員（Fogarty	fellow）としてハーバード大学医学部に留学し感染免疫学の研究に従事。1983年帰国後九州大
学医学部細菌学助教授。1987年新潟大学医学部細菌学講座教授。1998年京都大学大学院医学研究科感染・免疫学講
座微生物感染症学分野教授。2008年～ 2010年京都大学医学研究科長・医学部長。2013年3月定年退職。2013年4
月より総合生存学館特定教授。2014年３月総合生存学館副館長、2015年４月から京都大学白眉センター長併任、2018
年３月京都大学完全退職。現在は、京都大学名誉教授。細胞内寄生性細菌の病原因子の分子微生物学、感染防御免
疫学を専門研究領域とし、思修館ではグローバル感染症学・生体防御学を担当。日本細菌学会、日本免疫学会、日本
生体防御学会各役員、日本感染症学会、日本結核病学会会員。米国微生物学会、欧州微生物学連盟正会員、1999年
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光山　正雄
MITSUYAMA Masao

京都大学	名誉教授

講
義
概
要

一
昨
年
の
年
末
、
中
国
・
武
漢
に
発
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ウ
ル
ス
感
染
症	(COVID-

19)

は
瞬
く
間
に
湖
北
省
を
席
巻
し
、

中
国
全
土
か
ら
徐
々
に
南
極
大
陸
を
除
く
世
界
の
5
大
陸
に
伝

播
拡
大
し
未
曾
有
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と
な
り
ま
し
た
。
中
国
本

土
で
は
極
め
て
厳
し
い
都
市
封
鎖
と
P
C
R
検
査
の
徹
底
、
感

染
病
棟
の
即
成
建
設
に
よ
り
何
と
か
危
機
的
状
況
を
乗
り
切
っ

た
一
方
、
医
療
先
進
国
で
あ
る
は
ず
の
欧
州
各
国
や
米
国
で
も

拡
大
の
一
途
を
た
ど
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
我
が
国
で
も
欧

米
の
規
模
に
は
至
ら
な
か
っ
た
も
の
の
、
都
市
部
で
の
波
状
拡

大
は
医
療
崩
壊
の
危
機
に
迫
る
勢
い
を
示
し
ま
し
た
。
必
ず
し

も
確
実
な
収
束
に
結
び
つ
か
な
い
緊
急
事
態
宣
言
と
行
動
自
粛

要
請
に
よ
り
日
常
経
済
は
極
め
て
大
き
な
打
撃
を
被
り
、
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
が
単
に
疾
患
、
医
療
面
の
問
題
に
と
ど
ま
ら
ず
、
あ

ら
ゆ
る
社
会
活
動
を
阻
害
抑
制
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
脅
威
と
な

る
こ
と
を
実
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

本
講
義
で
は
、
人
類
が
過
去
遭
遇
し
た
地
球
規
模
で
の
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
感
染
症
の
幾
つ
か
の
事
例
を
挙
げ
、
そ
の
病
原
体
の

微
生
物
学
的
特
性
と
、
医
学
が
未
発
達
の
時
代
に
人
類
は
ど
の

よ
う
に
対
処
し
何
を
学
ん
で
き
た
の
か
を
解
説
し
ま
す
。
そ
の

上
で
、
今
回
のCOVID-

19
の
原
因
ウ
イ
ル
ス
は
ど
の
よ
う
に

出
現
し
、
何
故
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
伝
搬
拡
大
す
る
こ
と
に
な
っ

た
か
、
仮
説
も
含
め
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

世
の
中
を
ど
の
よ
う
に
変
え
る
の
か
、

ど
ん
な
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
る
の
か

我
々
人
類
は
、
数
千
年
に
わ
た
っ
て
常
に
発
展
を
希
求
し
て
き
ま
し
た
。

と
く
に
産
業
革
命
以
降
の
科
学
技
術
の
進
歩
は
、
食
物
生
産
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
生
産
、
交
易
流
通
、
利
便
性
の
向
上
に
大
き
く
貢
献
し
、
数
百
年
前

に
は
想
像
も
で
き
な
か
っ
た
文
明
を
手
中
に
お
さ
め
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
な
が
ら
現
代
の
よ
う
な
文
明
社
会
に
と
っ
て
容
易
な
ら
ざ
る
脅
威
と
し

て
、
今
な
お
自
然
災
害
が
立
ち
は
だ
か
り
、
異
常
と
も
言
え
る
急
速
な
地

球
人
口
の
増
大
は
新
た
な
格
差
と
対
立
を
生
ん
で
き
て
い
ま
す
。
人
類
が

古
来
苦
し
め
ら
れ
て
き
た
数
多
く
の
感
染
症
は
、
こ
の
１
世
紀
の
間
の
医

学
医
療
の
進
歩
発
展
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
抗
菌
薬
、
抗
ウ
イ
ル
ス
薬
、

予
防
ワ
ク
チ
ン
に
よ
っ
て
、
最
早
メ
ジ
ャ
ー
な
脅
威
と
は
考
え
ら
れ
な
い

ほ
ど
に
ま
で
抑
え
込
ま
れ
た
よ
う
に
見
え
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら

COVID-19
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
経
験
し
て
み
る
と
、
現
代
の
医
学
医
療
が

如
何
に
不
十
分
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
新
種
の
感

染
症
の
発
生
の
背
景
に
は
、
病
原
体
側
の
遺
伝
的
多
様
性
に
加
え
て
、
人

間
社
会
と
野
生
世
界
の
距
離
の
縮
小
、
病
原
体
の
生
息
環
境
の
変
化
な
ど

が
あ
り
、
ま
た
発
生
し
た
感
染
症
の
伝
播
拡
大
に
は
、
海
運
・
航
空
機
の

発
達
に
よ
る
地
球
規
模
で
の
ヒ
ト
お
よ
び
物
資
の
移
動
の
迅
速
化
大
量
化

が
大
き
く
関
与
し
て
い
ま
す
。
医
学
の
世
界
の
問
題
で
し
か
な
か
っ
た
感

染
症
が
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
引
き
起
こ
す
背
景
に
、
ど
の
よ
う
な
社
会
的
構

造
が
あ
る
の
か
、
を
理
解
す
る
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
健
康
な
人
間
社
会

を
グ
ロ
ー
バ
ル
に
維
持
し
て
い
く
上
で
極
め
て
重
要
に
な
り
ま
す
。
社
会

の
発
展
が
同
時
に
社
会
の
脆
弱
性
に
も
関
与
す
る
可
能
性
を
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。
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世
の
中
を
ど
の
よ
う
に
変
え
る
の
か
、

ど
ん
な
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
る
の
か

我
々
人
類
は
、
数
千
年
に
わ
た
っ
て
常
に
発
展
を
希
求
し
て
き
ま
し
た
。

と
く
に
産
業
革
命
以
降
の
科
学
技
術
の
進
歩
は
、
食
物
生
産
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
生
産
、
交
易
流
通
、
利
便
性
の
向
上
に
大
き
く
貢
献
し
、
数
百
年
前

に
は
想
像
も
で
き
な
か
っ
た
文
明
を
手
中
に
お
さ
め
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
な
が
ら
現
代
の
よ
う
な
文
明
社
会
に
と
っ
て
容
易
な
ら
ざ
る
脅
威
と
し

て
、
今
な
お
自
然
災
害
が
立
ち
は
だ
か
り
、
異
常
と
も
言
え
る
急
速
な
地

球
人
口
の
増
大
は
新
た
な
格
差
と
対
立
を
生
ん
で
き
て
い
ま
す
。
人
類
が

古
来
苦
し
め
ら
れ
て
き
た
数
多
く
の
感
染
症
は
、
こ
の
１
世
紀
の
間
の
医

学
医
療
の
進
歩
発
展
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
抗
菌
薬
、
抗
ウ
イ
ル
ス
薬
、

予
防
ワ
ク
チ
ン
に
よ
っ
て
、
最
早
メ
ジ
ャ
ー
な
脅
威
と
は
考
え
ら
れ
な
い

ほ
ど
に
ま
で
抑
え
込
ま
れ
た
よ
う
に
見
え
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら

COVID-19
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
経
験
し
て
み
る
と
、
現
代
の
医
学
医
療
が

如
何
に
不
十
分
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
新
種
の
感

染
症
の
発
生
の
背
景
に
は
、
病
原
体
側
の
遺
伝
的
多
様
性
に
加
え
て
、
人

間
社
会
と
野
生
世
界
の
距
離
の
縮
小
、
病
原
体
の
生
息
環
境
の
変
化
な
ど

が
あ
り
、
ま
た
発
生
し
た
感
染
症
の
伝
播
拡
大
に
は
、
海
運
・
航
空
機
の

発
達
に
よ
る
地
球
規
模
で
の
ヒ
ト
お
よ
び
物
資
の
移
動
の
迅
速
化
大
量
化

が
大
き
く
関
与
し
て
い
ま
す
。
医
学
の
世
界
の
問
題
で
し
か
な
か
っ
た
感

染
症
が
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
引
き
起
こ
す
背
景
に
、
ど
の
よ
う
な
社
会
的
構

造
が
あ
る
の
か
、
を
理
解
す
る
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
健
康
な
人
間
社
会

を
グ
ロ
ー
バ
ル
に
維
持
し
て
い
く
上
で
極
め
て
重
要
に
な
り
ま
す
。
社
会

の
発
展
が
同
時
に
社
会
の
脆
弱
性
に
も
関
与
す
る
可
能
性
を
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

免
疫
シ
ス
テ
ム
か
ら
老
年
病
を
考
え
る

高
齢
化
社
会 - 

老
化
の
生
理
と
病
理
を
め
ぐ
っ
て

医学博士（京都大学）。専門は免疫学。1975年京都大学医学部卒業。米国アルバートアインシュタイン医科大学研究員、
自治医科大学内科助教授を経て、1992年京都大学医学部教授。2010年京都大学医学研究科長・医学部長、2014年京
都大学理事・副学長、2017年よりプロボストを務めた後、2020年10月より第27代京都大学総長。免疫細胞生物学の
多彩な基礎研究を展開、220編余の英文原著論文を発表。2018年度ノーベル生理学・医学賞受賞者本庶佑教授の共
同研究者として新しいがん免疫療法の開発にも貢献。2014年 JCA-CHAAO	Award、2016年創薬科学賞、2018年岡本
国際賞など受賞。

湊　長博
MINATO Nagahiro
京都大学	総長

講
義
概
要

老
化
の
定
義
は
む
ず
か
し
い
が
、
生
物
に
は
種
に
固

有
の
寿
命
（
ラ
イ
フ
ス
パ
ン
）
が
あ
り
、
そ
の
時
間
軸

に
基
づ
く
個
体
の
変
化
と
し
て
考
え
る
限
り
そ
れ
は
生

理
で
あ
る
。
他
方
、
加
齢
に
伴
い
諸
組
織
の
機
能
障
害

が
病
的
に
顕
在
化
す
る
こ
と
が
あ
り
、
加
齢
随
伴
疾
患

（
老
年
病
）
と
総
称
さ
れ
る
。
加
齢
に
伴
い
最
も
大
き

な
質
的
変
容
を
示
す
組
織
は
免
疫
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
免

疫
老
化
と
い
わ
れ
る
。
免
疫
老
化
自
体
は
免
疫
シ
ス
テ

ム
の
恒
常
性
維
持
の
た
め
に
不
可
避
の
生
理
プ
ロ
セ
ス

だ
が
、
近
年
こ
れ
が
様
々
な
老
年
病
発
症
の
重
要
な
素

因
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
き
て
い
る
。
本

講
義
で
は
免
疫
シ
ス
テ
ム
の
視
点
か
ら
、
最
新
の
知
見

に
基
づ
い
て
老
化
は
生
理
か
病
理
か
と
い
う
む
ず
か
し

い
問
題
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
、
議
論
を
深
め
た
い
。

世
の
中
を
ど
の
よ
う
に
変
え
る
の
か
、

ど
ん
な
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
る
の
か

人
口
の
高
齢
化
の
進
行
は
、
い
ま
や
地
球
上
の
ほ
ぼ

全
て
の
国
の
不
可
避
的
現
象
で
あ
る
。
特
に
日
本
は
そ

の
先
陣
を
き
っ
て
お
り
、
2
0
5
0
年
の
老
年
人
口

（
65
歳
以
上
）
の
割
合
は
、
35
%
以
上
と
予
測
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
社
会
全
体
へ
の
影
響
は
甚
大
で
あ
る
。
ひ

と
つ
は
社
会
経
済
の
仕
組
み
そ
の
も
の
へ
の
影
響
で
、

抜
本
的
な
再
構
築
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
し
、

同
時
に
こ
れ
に
伴
い
、
各
年
代
の
個
々
人
の
生
活
様
式

も
不
可
避
的
に
大
き
な
変
容
を
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
ろ

う
。
こ
の
よ
う
な
背
景
の
中
で
、
老
化
の
生
物
学
と
老

年
病
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
は
、
そ
れ
へ
の

社
会
の
対
応
を
考
え
る
上
で
、
単
な
る
医
学
を
越
え
た

本
質
的
な
課
題
と
考
え
ら
れ
る
。
私
た
ち
は
人
間
の
生

理
と
病
理
の
境
界
で
多
く
の
困
難
な
決
断
と
合
意
を
迫

ら
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
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小
胞
体
ス
ト
レ
ス
応
答

私
達
の
細
胞
が
持
っ
て
い
る
驚
異
の
復
元
力
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科学研究科助教授。2003年より京都大学大学院理学研究科教授。
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森　和俊
MORI Kazutoshi

京都大学大学院理学研究科	教授

講
義
概
要

生
き
物
の
基
本
単
位
は
細
胞
で
、
そ
の
中
に
存
在
す

る
最
重
要
物
質
は
、
D
N
A
（
遺
伝
物
質
）
と
タ
ン
パ

ク
質
（
生
命
活
動
の
担
い
手
）
で
す
。
生
命
活
動
の
基

本
は
D
N
A
に
書
き
込
ま
れ
た
暗
号
を
解
読
し
て
タ

ン
パ
ク
質
を
正
し
く
作
り
つ
づ
け
る
こ
と
と
言
っ
て
も

過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
体
内
に
多
数
の
臓
器

が
存
在
す
る
様
に
、
細
胞
の
中
に
は
小
さ
な
臓
器
（
細

胞
内
小
器
官
）
が
多
数
存
在
し
、
役
割
分
担
し
て
い
ま

す
。
小
胞
体
は
細
胞
内
小
器
官
の
一
つ
で
、
タ
ン
パ
ク

質
の
製
造
工
場
と
い
う
役
割
を
果
た
し
ま
す
。
こ
の
工

場
は
か
な
り
優
秀
で
す
が
、
そ
れ
で
も
時
に
う
ま
く
機

能
し
な
く
な
り
、
不
良
品
タ
ン
パ
ク
質
が
い
つ
も
以
上

に
で
き
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
状
態
を
小

胞
体
ス
ト
レ
ス
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
悪
く
な
っ
た

状
況
を
元
に
戻
そ
う
と
す
る
細
胞
の
復
元
力
（
小
胞
体

ス
ト
レ
ス
応
答
）の
仕
組
み
と
意
義
を
お
話
し
し
ま
す
。

世
の
中
を
ど
の
よ
う
に
変
え
る
の
か
、

ど
ん
な
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
る
の
か

小
胞
体
ス
ト
レ
ス
応
答
は
、
生
命
活
動
の
担
い
手
で

あ
る
タ
ン
パ
ク
質
の
立
体
構
造
を
保
証
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
様
々
な
生
命
現
象
や
生
物
進
化
を
裏
か
ら
支

え
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
小
胞

体
ス
ト
レ
ス
応
答
が
働
か
な
い
と
私
達
は
生
ま
れ
て
く

る
こ
と
さ
え
で
き
ま
せ
ん
。
小
胞
体
ス
ト
レ
ス
も
し
く

は
小
胞
体
ス
ト
レ
ス
応
答
が
様
々
な
病
気
の
発
症
や
進

展
に
関
与
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
糖
尿
病
、
ア

テ
ロ
ー
ム
性
動
脈
硬
化
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
や
筋
萎
縮

性
側
索
硬
化
症
な
ど
の
神
経
変
性
疾
患
、
心
不
全
や
心

筋
症
、
肥
満
や
代
謝
性
疾
患
、
炎
症
性
腸
炎
、
が
ん
や

ウ
ィ
ル
ス
感
染
等
で
す
。
私
達
基
礎
研
究
者
が
解
明
し

た
仕
組
み
を
使
っ
た
創
薬
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

応
答
は
老
化
に
も
関
与
し
て
お
り
、
健
康
寿
命
を
延
ば

す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
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機
械
学
習

自
ら
学
習
す
る
人
工
知
能
の
仕
組
み
と
応
用

1997年京都大学工学部数理工学科卒業。1999年京都大学大学院工学研究科応用システム科学専攻修士課程修了。
2007年京都大学大学院情報学研究科知能情報学専攻博士課程修了。博士（情報学）。1999年から2009年まで IBM	東
京基礎研究所勤務。2009年より東京大学大学院情報理工学系研究科数理情報学専攻准教授。2014年より京都大学大
学院情報学研究科知能情報学専攻教授。2016年より2020年まで理化学研究所	革新知能統合研究センター	ヒューマ
ンコンピュテーションチーム	チームリーダー（兼任）	。人工知能、特に機械学習、データマイニング等のデータ解析技
術の研究開発とその実社会応用に従事。近年では、人間と機械による協働問題解決（ヒューマンコンピュテーション）に
も注力、2009年情報処理学会	長尾真記念特別賞、2012年マイクロソフトリサーチ日本情報学研究賞、2013年船井情
報科学振興財団	船井学術賞ほか多数受賞。

鹿島　久嗣
KASHIMA Hisashi

京都大学大学院情報学研究科	教授

講
義
概
要

三
回
目
と
い
わ
れ
る
今
回
の
人
工
知
能
ブ
ー
ム
に
お

い
て
、
機
械
学
習
、
よ
り
広
い
意
味
で
は
デ
ー
タ
解
析

技
術
は
中
核
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

元
々
は
人
工
知
能
研
究
の
一
分
野
と
し
て
始
ま
り
、
知

識
獲
得
の
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
を
解
消
す
る
た
め
の
解
決
策

と
し
て
期
待
さ
れ
た
機
械
学
習
は
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
や

I
o
T
と
い
っ
た
近
年
の
社
会
的
要
請
を
背
景
に
大

き
く
飛
躍
し
ま
し
た
。
現
在
で
は
多
く
の
プ
レ
イ
ヤ
ー

が
機
械
学
習
を
競
争
力
の
源
泉
と
し
て
位
置
づ
け
よ
う

と
し
の
ぎ
を
削
っ
て
い
る
一
方
で
、
メ
デ
ィ
ア
等
で
は

一
部
の
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な
側
面
の
み
が
強
調
さ

れ
、
人
工
知
能
や
機
械
学
習
に
対
す
る
過
剰
な
期
待
や

過
信
が
あ
る
こ
と
も
否
め
ま
せ
ん
。
本
講
義
で
機
械
学

習
の
基
本
的
な
考
え
方
や
方
法
論
に
つ
い
て
初
歩
か
ら

解
説
す
る
と
と
も
に
、
深
層
学
習
や
集
合
知
の
利
用
な

ど
の
近
年
の
動
向
に
つ
い
て
も
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

世
の
中
を
ど
の
よ
う
に
変
え
る
の
か
、

ど
ん
な
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
る
の
か

前
述
し
た
よ
う
に
、
機
械
学
習
は
現
在
の
人
工
知
能

の
中
核
と
な
る
技
術
で
あ
り
、
様
々
な
分
野
で
大
き
な

イ
ン
パ
ク
ト
を
も
た
ら
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
特
に
、
機

械
学
習
を
は
じ
め
と
す
る
デ
ー
タ
駆
動
の
考
え
方
は
、

新
た
な
サ
ー
ビ
ス
や
シ
ス
テ
ム
を
開
発
す
る
に
あ
た

り
、発
想
の
幅
を
大
き
く
広
げ
る
こ
と
に
役
立
ち
ま
す
。

ま
た
、
昨
今
の
ブ
ー
ム
に
よ
っ
て
、
何
で
も
で
き
る
か

の
よ
う
に
喧
伝
さ
れ
が
ち
な
人
工
知
能
技
術
の
可
能
性

と
限
界
を
大
ま
か
に
理
解
し
て
お
く
こ
と
は
、「
人
工

知
能
」
と
い
う
流
行
語
に
振
り
回
さ
れ
ず
、
適
正
に
利

用
を
す
る
う
え
で
必
須
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
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本
当
に
賢
い
人
工
知
能
へ
の
思
考

情
報
乱
雑
さ
の
視
点
か
ら
生
命
を
考
え
る

1995年中国清華大学応用数学系卒業、計算機科学技術系とのダブル学士学位。同年来日し、龍谷大学日本語別科と
京都大学大学院工学研究科研究生を経て、1999年京都大学大学院工学研究科数理工学専攻修士、2002年同大情報
学研究科数理工学専攻博士課程修了、博士（情報学）。2002年から2006年まで宇都宮大学工学部情報工学科助教、
2006年から2014年まで京都大学情報学研究科講師、2014年4月より現職。2013年3月から2014年2月までドイツ・カー
ルスルーエ工科大学（KIT）訪問。専門は情報学、特に最適化やアルゴリズム、ネットワーク分析、人工知能など。近年、
生命や智慧、未来社会を思考している。アカデミック研究のほか、リーダー育成（思修館プログラム、アジア未来リーダー
育成プログラム AFLSP、ELP）、フリーソフトウェア普及や教育活動、作成に参加。

趙　亮
ZHAO Liang

京都大学大学院総合生存学館（思修館）准教授

講
義
概
要

人
工
知
能
（Artificial	Intelligence,	

AI
）
が
我
々

を
根
本
か
ら
変
え
よ
う
と
し
て
い
る
。囲
碁
や
ゲ
ー
ム
、

自
動
運
転
、
医
薬
、
生
産
、
教
育
、
自
動
応
答
な
ど
単

一
タ
ス
ク
用
の
AI
は
も
ち
ろ
ん
、
将
来
あ
ら
ゆ
る
面
で

人
間
を
超
え
る
汎
用
AI
も
到
来
す
る
か
も
し
れ
な
い
。

AI
が
人
類
に
と
っ
て
救
世
主
と
な
る
か
脅
威
と
な
る

か
。
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
が
行
わ
れ
て
い
る
な
か
、
こ
の

講
義
で
は
、
情
報
乱
雑
さ
（
情
報
エ
ン
ト
ロ
ピ
ー
）
の

概
念
を
用
い
て
、
ま
ず
生
命
の
本
質
を
考
察
し
、
続
い

て
な
ぜ
フ
ィ
ッ
ク
シ
ョ
ン
が
人
類
生
存
の
秘
訣
か
、
賢

い
こ
と
（
智
慧
）
と
は
な
に
か
、
AI
が
ど
う
賢
く
な
る

か
（
賢
い
人
工
知
能
を
ど
う
作
る
か
）、
そ
し
て
人
類

の
未
来
に
と
っ
て
の
意
味
を
、
先
人
た
ち
の
思
考
を
踏

ま
え
な
が
ら
考
え
る
。

世
の
中
を
ど
の
よ
う
に
変
え
る
の
か
、

ど
ん
な
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
る
の
か

AI
は
、
単
に
計
算
能
力
が
高
い
だ
け
か
、
そ
れ
と
も

本
質
的
に
人
間
よ
り
賢
い（
賢
く
な
る
可
能
性
が
あ
る
）

の
か
。
後
者
で
あ
れ
ば
、
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
、
失
業
だ
け
の
こ
と
で
は
な
く
、
人
間
が
AI
を
制

御
で
き
る
か
と
い
う
、人
類
の
生
存
と
絶
滅
に
関
し
て
、

自
然
災
害
よ
り
も
リ
ス
ク
の
高
い
危
機
で
あ
ろ
う
。
本

研
究
は
、
生
命
の
本
質
、
智
慧
の
定
義
、
認
知
・
学
習

と
は
な
に
か
、
な
ぜ
ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス
が
地
球
を
支

配
で
き
た
か
、
な
ぜ
我
々
は
い
つ
も
本
質
を
求
め
よ
う

と
す
る
の
か
、
本
当
に
人
間
よ
り
賢
い
人
工
知
能
の
実

現
、
未
来
の
社
会
な
ど
に
つ
い
て
、
定
量
4

4

的
に
説
明
し

よ
う
と
し
て
い
る
。
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地
球
惑
星
水
資
源
評
価

水
惑
星
を
求
め
て

1990年京都大学工学部交通土木工学科卒業後、京都大学工学研究科環境地球工学専攻修士課程時に日本ブラジル交流協会を通じ
てサンパウロ大学で研修（1991年）、サンパウロ大学工科大学院（EPUSP）修士課程修了（1994年）。京都大学博士（工学）（1999年）。
財団法人国際湖沼環境委員会研究員（1997～1999年）、国連環境計画（UNEP）協力企画官（1999 ～ 2001年）、京都大学工学研究
科助手（2001～ 2004年）、日本大学理工学部講師・准教授（2004 ～ 2008年）、東京大学理学部講師（非常勤、2007年）、海洋研
究開発機構招聘主任研究員（2008 ～ 2013年）、京都大学防災研究所准教授（2008 ～ 2013年）、同大学院総合生存学館准教授（2013
～ 2014年）などを経て現職。国連環境計画（UNEP）、世界水アセスメント計画（WWAP）、国連教育文化機関国際水文プログラム
（UNESCO-IHP）などとともにラプラタ川流域ワークショップを開催（第3回～第5回）し、南米MELCOSUL 地域を舞台に活動を行
なうとともに、国連地球環境監視システム淡水部門（GEMS/Water）のアドバイザーなどを務める。JICA-JSPS 専門家派遣にてブラ
ジル国立宇宙研究所気象気候予測研究センター（INPE-CPTEC）に派遣、サンパウロ大学サンカルロス校客員教授となる（2010年）。
地球規模課題対応国際科学技術協力プログラム（SATREPS）を通じてクロアチア国の土砂災害防災計画に関わる。水環境学会技術
賞（2001年）、水文・水資源学会論文賞（2014年）などを受賞。国連世界水質アセスメント（WWQA）タスクフォースメンバー（2014
～ 2015年）などを経て、2015年から2017年まで国連教育文化機関国際水文プログラム国際水質イニシャチィブ（UNESCO-IHP-
IIWQ）専門家会議議長、2015年京都でのUNESCO 水質専門家会議を主催する。京都大学における国際機関との連携協定を推進し、
2016年国連食糧農業機関（FAO）、同年国連開発計画（UNDP）との締結の Focal	Point となる。2015年より宇宙における水の研究
を推進し、系外惑星の複数のハビタブル・ゾーンと恒星粒子線による放射線環境を比較可能な系外惑星データベース	ExoKyoto を開
発し、ホームページにて公開（http://www.exoplanetkyoto.org）する。2019年、土井宇宙飛行士、寺田准教授らとともに、アリゾ
ナ大学人工隔離生態系 Biosphere2を用いたスペースキャンプ（SCB2）を企画、実践する。

山敷　庸亮
YAMASHIKI Yosuke

京都大学大学院総合生存学館（思修館）教授

講
義
概
要

地
球
が
水
惑
星
と
し
て
誕
生
し
た
地
球
惑
星
科
学
的

条
件
に
つ
い
て
焦
点
を
あ
て
、
他
の
地
球
型
惑
星
と
の

比
較
を
通
じ
そ
れ
ぞ
れ
の
惑
星
の
大
気
に
よ
る
温
室
効

果
の
比
較
、
ま
た
暴
走
温
室
効
果
や
雪
玉
地
球
形
成
条

件
か
ら
水
惑
星
と
し
て
存
在
し
う
る
条
件
に
つ
い
て
紹

介
す
る
。

ま
た
地
球
史
の
学
習
を
通
じ
て
海
洋
と
大
気
の
形
成

条
件
と
、
海
洋
循
環
や
水
文
循
環
プ
ロ
セ
ス
が
も
た
ら

す
気
候
安
定
効
果
に
つ
い
て
学
び
、
そ
の
シ
ス
テ
ム
が

機
能
し
な
く
な
っ
た
際
の
極
端
事
象
に
つ
い
て
紹
介
す

る
。同

時
に
国
連
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（SDGs

）
で

現
在
議
論
さ
れ
て
い
る
水
に
関
す
る
問
題
に
焦
点
を
当

て
、
現
代
文
明
を
支
え
る
水
と
世
界
の
人
々
か
ら
求
め

ら
れ
る
水
に
つ
い
て
、
様
々
な
専
門
家
の
議
論
と
合
意

形
成
の
過
程
を
紹
介
す
る
。

さ
ら
に
、
太
陽
系
外
惑
星
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

（ExoKyoto

）
を
用
い
て
、
古
典
的
ハ
ビ
タ
ブ
ル
条
件

と
、
恒
星
粒
子
線
に
よ
る
放
射
線
環
境
も
考
慮
し
た
ス

ペ
ー
ス
・
ハ
ビ
タ
ビ
リ
テ
ィ
ー
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

世
の
中
を
ど
の
よ
う
に
変
え
る
の
か
、

ど
ん
な
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
る
の
か

水
の
惑
星
地
球
と
言
わ
れ
る
が
、
地
球
上
に
存
在
す

る
現
実
の
水
と
、我
々
が
求
め
て
い
る
水
、そ
し
て
我
々

の
社
会
が
理
想
と
す
る
水
資
源
に
つ
い
て
の
認
識
に
は

大
き
な
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
。

ま
た
、
海
洋
に
囲
ま
れ
て
年
間
降
水
量
が
大
き
い
我

が
国
だ
け
を
見
て
い
る
と
、
現
在
の
世
界
の
状
況
が
理

解
し
づ
ら
い
。
さ
ら
に
我
が
国
に
は
水
を
介
し
た
公
害

病
で
あ
る
水
俣
病
や
、
福
島
第
一
原
発
事
故
に
関
す
る

汚
染
水
問
題
も
あ
る
。

本
内
容
を
理
解
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
問
題

点
の
理
解
を
進
め
る
と
と
も
に
、UNESCO-IHP

に

お
け
る
世
界
水
質
イ
ニ
シ
ャ
テ
ィ
ブ
（IIW

Q

）
の
議

論
や
世
界
各
国
の
水
資
源
の
状
況
を
踏
ま
え
て
、
水
惑

星
地
球
に
生
き
る
我
々
の
将
来
を
担
う
た
め
に
必
要
な

政
策
に
つ
い
て
学
ぶ
。

今
後
人
類
進
出
が
期
待
さ
れ
る
月
や
火
星
、
そ
し
て

近
隣
の
太
陽
系
外
惑
星
を
比
較
し
、
適
度
な
大
気
と
磁

場
、
そ
し
て
液
体
の
水
が
存
在
し
う
る
惑
星
が
宇
宙
で

ど
れ
だ
け
貴
重
で
あ
る
か
を
学
び
、
水
惑
星
地
球
で
暮

ら
す
我
々
の
幸
運
と
、
こ
の
惑
星
を
守
っ
て
ゆ
く
こ
と

の
重
要
さ
に
つ
い
て
学
ぶ
。
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原
子
力
事
故
か
ら
の
教
訓
と
日
本

原
子
力
事
故
か
ら
考
え
る
我
が
国
の
様
々
な
問
題

1981年東北大学工学博士。1981年～1996年、旧動力炉・核燃料開発事業団にて、主任研究員として再処理開発や先
進リサイクルシステム開発に従事。1996年より京都大学原子炉実験所助教授。2002年より教授。専門は、アクチニド
元素の放射化学、核燃料サイクル工学など。2013年8月より発足した、福島第一原子力発電所廃炉技術の開発にあたる、
技術研究組合・国際廃炉研究開発機構の理事長を務め、2014年8月からは、政府認可法人である原子力損害賠償・廃
炉等支援機構の副理事長に就任。2015年9月からは同機構理事長として、福島第一発電所の廃炉戦略立案の統括や、
東京電力による被災者賠償・廃炉などの事業の監督にあたっている。福島県の事故被災地の復興政策に関わる政府検
討委員会の委員も務める。2013年より総合資源エネルギー調査会の基本政策分科会、同分科会原子力小委員会、長期
エネルギー需給見通し委員会などの委員としてエネルギー基本計画や原子力政策の策定に関わってきた。

『間違いだらけの原子力・再処理問題』WAC出版（2008年）、『放射能の真実』電気新聞ブックス（2011年）、『それで
も日本は原発を止められない』産経新聞出版（2011年、共著）、山名元編著『原子力安全基盤科学１：原子力発電所事
故と原子力の安全』京都大学学術出版会（2017年）、山名元編著『原子力安全基盤科学２：原子力バックエンドと放射性
廃棄物』京都大学学術出版会（2017年）、河田恵昭編『災害対策全書別冊：「国難」となる巨大災害に備える～東日本
大震災から得た教訓と知見～』ぎょうせい（2015年、福島第一原子力発電所事故への対応を部分執筆）

山名　元
YAMANA Hajimu
原子力損害賠償・廃炉等支援機構	理事長
京都大学	名誉教授

講
義
概
要

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
は
、
被
災
地
に
多

大
な
被
害
を
与
え
る
共
に
、
我
が
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政

策
や
国
民
世
論
に
甚
大
な
影
響
を
与
え
た
。
こ
の
事
故

の
背
景
に
は
、
原
子
力
の
技
術
的
問
題
だ
け
で
な
く
、

原
子
力
産
業
界
の
体
質
的
問
題
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
危
機

管
理
に
関
わ
る
政
策
上
の
問
題
、
安
全
規
制
等
の
行
政

上
の
問
題
、
科
学
技
術
分
野
で
の
問
題
な
ど
が
、
複
合

的
に
存
在
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
廃
炉
や

復
興
等
の
事
故
後
対
応
に
も
多
く
の
難
題
が
存
在
し
て

お
り
、
こ
の
原
子
力
事
故
は
、
我
が
国
に
お
け
る
様
々

な
本
質
的
問
題
や
課
題
の
存
在
を
見
せ
つ
け
た
と
言
え

る
。
本
授
業
で
は
、こ
の
事
故
に
関
わ
る
、事
故
過
程・

原
因
・
事
故
対
応
・
事
故
に
至
っ
た
背
景
・
国
内
外
へ

の
影
響
・
被
災
地
復
興
、
廃
炉
へ
の
取
組
な
ど
を
包
括

的
か
つ
分
析
的
に
レ
ビ
ュ
ー
し
、こ
れ
ら
を
介
し
て“
国

レ
ベ
ル
の
様
々
な
問
題
や
課
題
”に
つ
い
て
考
察
す
る
。

さ
ら
に
、
こ
の
考
察
を
基
に
し
て
、
今
後
の
我
が
国
に

お
け
る
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
環
境
、
防
災
や
危
機
管
理
、

科
学
技
術
等
の
問
題
に
向
け
た
取
組
み
の
在
り
方
を
議

論
す
る
。

世
の
中
を
ど
の
よ
う
に
変
え
る
の
か
、

ど
ん
な
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
る
の
か

今
後
の
我
が
国
を
取
り
巻
く
世
界
情
勢
（
グ
ロ
ー
バ

ル
経
済
、国
際
政
治
情
勢
、地
政
学
的
緊
張
、資
源
争
奪
、

温
室
効
果
ガ
ス
削
減
、等
）
は
極
め
て
不
確
実
で
あ
り
、

我
が
国
は
、
少
子
高
齢
化
や
財
政
問
題
な
ど
の
大
き
な

課
題
を
解
決
し
な
が
ら
、
よ
り
レ
ジ
リ
エ
ン
ト
な
国
に

変
わ
っ
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
た
め
に
は
、
産

業
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
環
境
、
安
全
、
危
機
管
理
、
産
業

構
造
、
科
学
技
術
開
発
や
教
育
、
情
報
共
有
、
リ
ス
ク

対
話
な
ど
の
様
々
な
分
野
に
お
い
て
、
な
ん
ら
か
の
本

質
的
な
改
善
や
変
革
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
福

島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
は
不
幸
な
事
故
で
あ
っ
た

が
、
こ
の
事
故
の
全
体
像
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
日
本

の
産
業
や
社
会
に
内
在
し
て
い
た
本
質
的
か
つ
複
合
的

な
問
題
を
理
解
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
こ
の
事
故

を
奇
貨
と
し
て
、
原
子
力
事
故
か
ら
我
が
国
の
本
質
的

な
課
題
を
学
ぶ
こ
と
は
、
今
後
の
日
本
社
会
を
構
想
す

る
上
で
の
大
き
な
ヒ
ン
ト
を
与
え
る
と
期
待
で
き
る
。
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い
け
ば
な
の
美
と
哲
学

い
け
ば
な
に
み
ら
れ
る
日
本
の
美
意
識
と
精
神
性
を
造
形
か
ら
解
く

2015年京都工芸繊維大学大学院工芸科学研究科博士後期課程修了（先端ファイブロ科学専攻）。
小野妹子を道祖として仰ぎ、室町時代にその理念を確立させた華道家元池坊の次期家元。
日本いけばな芸術協会副会長も務める。いのちをいかすという池坊いけばなの心を通した多彩な活動を展開。
2013年にはハーバード大学においてワークショップを、またニューヨーク国連本部において献花を行なう。
アイスランド共和国名誉領事。

池坊　専好
IKENOBO Senko

華道家元池坊	次期家元

講
義
概
要

日
本
の
い
け
ば
な
は
表
面
的
な
形
や
色
の
美
し
さ
に
留
ま
ら
ず
、
植
物
の
い
の
ち
の
様
に
美
を
感
じ
、

ま
た
人
と
自
然
と
を
関
連
づ
け
て
捉
え
る
と
こ
ろ
に
、
そ
の
特
徴
が
見
受
け
ら
れ
る
。
い
け
ば
な
に
於
け

る
ア
シ
ン
メ
ト
リ
ー
な
造
形
か
ら
日
本
の
美
意
識
を
探
り
、そ
の
背
景
に
あ
る
自
然
観
に
つ
い
て
考
え
る
。
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書
へ
の
い
ざ
な
い

東
洋
芸
術
の
第
一
で
あ
っ
た
書
の
過
去
・
現
在
・
未
来

昭和9年静岡県周智群森町に生まれる。京都学芸大学美術科（書専攻）卒。公益社団法人日展名誉・特別会員（審査
員歴任）、公益社団法人日本書芸院名誉顧問、公益社団法人全日本書道連盟顧問、公益財団法人全国書美術振興会
顧問、読売書法会顧問、公益財団法人京都府文化財団評議員、国際京都学協会常務理事、日中文化交流協会常任委員。
2005年日展内閣総理大臣賞、2008年日本芸術院賞、2012年京都市文化功労者顕彰、2013年京都新聞大賞、2014
年紺綬褒章、2021年京都府文化特別功労賞、2021年旭日小授章。

著書に、『王羲之書法字典』二玄社	(1987年 )、『書学体系 -王羲之　蘭亭序』同朋舎（1984年）、『中国法書選・法書
ガイド』二玄社（1988年～）、『実作する古典 - 宋詩』同朋舎（1992年）、『暮らしの中の書』日本放送出版協会（2001年）、『プ
ロに学ぶ書の楽しみ方』淡交社（2003年）、『想いを送る年賀状』二玄社（2005年）、DVD『人書倶に老ゆ』㈱アンテリジャ
ン、DVD『伝統と創意　筆先に込める思い』日本書芸院（2019年）など。

杭迫　柏樹
KUISEKO Hakuju

日展名誉会員

講
義
概
要

１
、
理
論　

　
　
Ａ　
書
道
史

　
　
Ｂ　
書　
論

　
　
Ｃ　
過
去
・
現
在
・
そ
し
て
未
来
を
考
え
る

２
、
実
技　
　
座
右
の
銘
を
書
く
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茶
の
心　

︱
和
・
敬
・
清
・
寂
︱

茶
道
精
神
が
普
遍
的
な
平
和
思
想
で
あ
る

第二次世界大戦の折、日本海軍特別攻撃隊の一員として死を覚悟しながらも終戦に至った。復員後に宗家で見た最初
の光景は、父親である第十四代淡々斎宗匠が英語で米軍将校にお茶を教えている姿であった。将校が英語で厳しく指
導され、真摯に日本の茶道を学ぶその光景に、ある種の敬意、憧憬の念を抱いた。日本は歴史的・文化的価値のある
茶道文化を有しており、その家の継承者としての自覚を持って、国際社会に平和・和の心を布教することを決心。ア
メリカ留学等の経験を経て、60数カ国、350回以上の渡航を行い、形としての日本文化を世界中に定着させた最初の
人である。単に茶道人としてだけでなく、日本社会・国際社会の中で文化人としての役割を追求しており、それらの
功績に対して文化勲章をはじめレジオン・ドヌール勲章コマンドゥール（仏）など多くの褒章を受けている。また
茶道の学術的研究も行い、哲学博士・文学博士を取得している。

千　玄室
SEN Genshitsu

裏千家	前家元

講
義
概
要

日
本
を
代
表
す
る
総
合
文
化「
茶
道
」の
精
神
は「
和
」

に
代
表
さ
れ
る
が
、
こ
の
「
和
」
の
思
想
は
、
ま
さ
し

く
平
和
思
想
そ
の
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
特
定
の
宗
教

や
思
想
と
い
っ
た
偏
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
価
値
や
様

式
の
多
様
化
す
る
国
際
社
会
の
中
で
普
遍
性
を
有
す
る

も
の
で
あ
る
。
こ
の
茶
道
の
精
神
と
形
が
国
際
社
会
に

果
た
す
役
割
は
大
き
い
も
の
が
あ
る
。
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ル
ネ
サ
ン
ス
の
革
新
者
た
ち

「
も
の
」
と
し
て
の
絵
画
に
着
目
し
て

1991年京都大学文学部史学科（考古学専攻）卒業。ビクター音楽産業株式会社勤務を経て、1993年京都大学文学部
哲学科（美学美術史学専修）に編入学、1995年同大学院修士課程に進学、2000年同大学院博士後期課程を研究指導
認定退学。その間、1998年10月より1999年3月までウィーン大学に留学。博士（文学）（京都大学）。2001年近畿大
学文芸学部講師に着任、助教授、准教授として 2008年度まで教鞭をとる。その間、2007年9月より2008年3月まで、
ローマ、マックス・プランク美術史研究所に研究滞在。2009年より京都大学文学研究科准教授、2014年3月より半年間、
客員研究員としてトリーア大学に滞在、2017年より現職。専門は北方ルネサンス絵画史。
著 書に、The	Pictorialization	of	Dürer’s	Drawings	in	Northern	Europe	in	the	Sixteenth	and	Seventeenth	Centuries,	
Peter	Lang,	Bern	（2009年）、編著書にKyoto	Studies	in	Art	History,	vol.	1,	Sacred	and	Profane	in	Early	Modern	
Art,	Graduate	School	of	Letters,	Kyoto	University,	Kyoto	（2016年）、共著に、田辺幹之助編『祈念像の美術』（「ヨー
ロッパ中世美術論集」第3巻）	竹林舎（2018年）、中村俊春編『絵画にみる私的世界の表象』（「変容する親密圏 /公
共圏」第3巻）京都大学学術出版会（2012年）、蜷川順子編『人のイメージ	―	共存のシュミラークル』（「初期ネーデル
ラント美術にみる個と宇宙」第１巻）ありな書房（2011年）など、近年の論文に、“Albrecht	Dürer’s	The	Desperate	
Man:	Fleeting	Images	and	the	Creating	Hand,”	Kyoto	Studies	in	Art	History,	vol.	2,	Graduate	School	of	Letters,	
Kyoto	University,	Kyoto,	2017,	pp.	3-18、「スプランゲル作《最後の審判》―	銅板油彩画の宗教的機能に関する試論」
『京都美術史学』第1号、27－64頁（2020年）などがある。

平川　佳世
HIRAKAWA Kayo

京都大学大学院文学研究科	教授

講
義
概
要

本
講
義
で
は
、
美
術
史
学
の
思
考
法
や
研
究
法
を

学
び
、
美
術
史
研
究
の
最
新
の
動
向
に
触
れ
る
こ
と

で
、
巨
匠
た
ち
の
創
造
行
為
の
本
質
に
迫
り
ま
す
。
題

材
と
し
て
取
り
上
げ
る
の
は
、
15
、
16
世
紀
、
す
な
わ

ち
、
西
洋
美
術
史
の
革
新
の
時
代
で
す
。「
ル
ネ
サ
ン

ス
」
と
一
般
に
呼
ば
れ
る
こ
の
時
代
に
は
、
イ
タ
リ
ア

や
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
（
現
在
の
ベ
ル
ギ
ー
、
オ
ラ
ン
ダ

な
ど
に
該
当
）
を
は
じ
め
と
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
各
地

で
、
ま
さ
に
「
巨
匠
」
の
名
に
相
応
し
い
才
能
あ
ふ
れ

る
芸
術
家
た
ち
が
活
躍
し
ま
し
た
。
フ
ァ
ン・エ
イ
ク
、

レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
、
デ
ュ
ー
ラ
ー	

…	

。

本
講
義
で
は
芸
術
作
品
の
「
も
の
」
と
し
て
の
側
面

に
着
目
し
な
が
ら
、
彼
ら
の
類
ま
れ
な
才
能
の
本
質
、

そ
の
「
革
新
」
と
「
独
創
性
」
に
迫
り
ま
す
。

世
の
中
を
ど
の
よ
う
に
変
え
る
の
か
、

ど
ん
な
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
る
の
か

デ
ジ
タ
ル
技
術
が
進
ん
だ
現
代
で
は
、
文
字
情
報
、

画
像
、
映
像
な
ど
、
様
々
な
人
類
の
所
産
が
デ
ジ
タ
ル

化
さ
れ
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
へ
の
接
続
環
境
さ
え

整
っ
て
い
れ
ば
、
世
界
の
あ
ら
ゆ
る
場
所
で
均
質
的
に

鑑
賞
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
ル
ネ
サ
ン
ス
の
巨
匠
た

ち
の
絵
画
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
自
宅

に
い
な
が
ら
に
し
て
、
美
術
館
の
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス

し
、
高
画
質
画
像
を
閲
覧
し
て
作
品
を
鑑
賞
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
時
代
に
忘
れ
が
ち

な
の
は
、「
絵
」
と
は
そ
も
そ
も
板
や
画
布
に
絵
具
を

塗
っ
て
作
り
出
さ
れ
た
「
も
の
」
で
あ
り
、
ル
ネ
サ
ン

ス
の
「
革
新
者
」
た
ち
は
独
創
的
な
「
ア
イ
デ
ア
」
を

絵
と
い
う
「
も
の
」
に
実
現
す
る
卓
越
し
た
「
技
術
」

を
持
つ
「
技
術
者
」
で
も
あ
っ
た
、
と
い
う
点
で
す
。

こ
う
し
た
視
点
か
ら
過
去
の
巨
匠
た
ち
の
創
造
行
為
を

再
考
す
る
こ
と
で
、
デ
ジ
タ
ル
化
時
代
に
お
け
る
「
も

の
」
の
存
在
意
義
に
つ
い
て
、
真
の
革
新
者
に
求
め
ら

れ
る
「
ア
イ
デ
ア
」
と
そ
れ
を
実
現
す
る
確
か
な
「
技

術
」、
そ
う
し
て
作
り
出
さ
れ
た
「
も
の
」
が
い
か
に

新
し
い
「
経
験
」
を
人
々
に
与
え
る
の
か
と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
、
提
言
を
行
い
ま
す
。
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京
都
の
名
園
と
環
境

景
観
生
態
学
か
ら
見
た
生
物
親
和
の
理
論
と
応
用

1948年大阪生まれ。農学博士。専門は環境デザイン学・景観生態学。京都造形芸術大学、大阪府立大学、京都大学
大学院、京都学園大学で教授を歴任、現在は京都大学名誉教授。また、日本緑化工学会会長、日本造園学会関西支部長、
日本景観生態学会会長、ICLEE（国際景観生態工学学会連合）会長、文化審議会第三専門調査会長等を歴任。「生物
多様性国家戦略」をはじめ国、自治体、国際的な環境政策、緑化事業に参画してきた。現在（公財）京都市都市緑化
協会理事長を務め、危機に瀕する「和の花」の保全と伝統的な庭園の持つ多様な機能を活かした「雨庭」の普及啓発
に取り組んでいる。

『景観の生態史観－攪乱が再生する豊かな大地』京都通信社（2012年）

森本　幸裕
MORIMOTO Yukihiro

京都大学	名誉教授

講
義
概
要

日
本
庭
園
は
造
形
芸
術
の
一
分
野
と
し
て
、
自
然

美
と
芸
術
美
の
は
ざ
ま
で
、
そ
の
意
匠
が
神
秘
的
に

語
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
景
観
生
態

学
か
ら
見
る
と
、
優
れ
た
庭
園
に
は
共
通
の
客
観
的

な
性
質
が
抽
出
で
き
ま
す
。
ま
た
そ
の
立
地
条
件
や

土
地
利
用
、
意
匠
は
自
然
や
文
明
の
都
合
の
よ
い
面

を
活
か
し
、
困
っ
た
側
面
を
プ
ラ
ス
に
変
え
る
賢
い

知
恵
に
満
ち
て
い
ま
す
。
国
指
定
の
名
勝
庭
園
で
あ

る
西
園
寺
公
の
京
都
別
邸
「
清
風
荘
庭
園
」
と
い
う

実
物
に
触
れ
な
が
ら
、フ
ラ
ク
タ
ル
や
エ
コ
ト
ー
ン
、

攪
乱
と
再
生
、
ア
ダ
プ
テ
ィ
ブ
・
リ
ユ
ー
ス
な
ど
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
、優
れ
た
庭
園
の
秘
密
に
迫
り
ま
す
。

過
去
の
事
例
に
基
づ
く
理
論
の
講
義
と
清
風
荘
庭
園

体
験
の
あ
と
、
こ
う
し
た
日
本
庭
園
の
心
と
技
を
地

球
環
境
危
機
の
現
代
に
活
か
す
、
グ
リ
ー
ン
・
イ
ン

フ
ラ
、
雨
庭
に
つ
い
て
も
紹
介
し
ま
す
。
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樂
茶
碗
は
な
ぜ
黒
い
の
か

茶
碗
か
ら
見
る
日
本
文
化
の
く
く
り

樂家十五代当主。公益財団法人樂美術館	理事長、館長。公益財団法人金剛能楽堂	理事。公益財団法人頴川美術館	理事。公益財団法人佐川美術館	
名誉顧問。国際陶芸アカデミー会員　十備会会員。
1973年東京藝術大学彫刻科卒業後、イタリア留学ローマアカデミアにて学ぶ。1981年十五代吉左衞門襲名。1987年プリンストン大学ヴィジティ
ングフェローシップ招待渡米。1992年通産省「感性社会研究会」委員。1994年淡交ヴィエンナーレ審査委員。1995年土岐市「現代茶陶展」審査委員。
2000年国際陶芸アカデミー会員。2004年佐川美術館「樂吉左衞門館」の建築設計創案・監修を行う。2010年田部美術館「茶の湯大賞展」審査委員。
1987年プリンストン大学・ヴィジティング・フェローシップ受賞（アメリカ・プリンストン大学）日本陶磁協会賞、1988年京都市芸術新人賞（京
都市）、1990年京都府文化賞奨励賞（京都府）、1991年京都美術文化賞（中信美術奨励基金）、1992年レオンドーロ賞（イタリア、ファエンツア市・
イ・フィオーリ）日本陶磁協会金賞、1993年MOA岡田茂吉賞優秀賞（MOA美術館）、1997年第1回織部賞 ( 岐阜県 )	、1998年第40回毎日芸術
賞（毎日新聞社）、フランス芸術・文化勲章シュヴァリエ受章（フランス政府）、京都府文化功労賞（京都府）、第3回茶道文化賞（裏千家今日庵）、
第15回MOA岡田茂吉賞大賞（MOA美術館）、京都市文化功労賞（京都市）京都府文化賞特別功労賞（京都府）など受賞多数。
2015年「RAKU：THE	COSMOS	IN	A	TEA	BOWL」展（国際交流基金共催）をロサンゼルス	カウンティ美術館、サンクトペテルブルク・エルミター
ジュ美術館、モスクワ・プーシキン美術館にて開催。2016年「茶碗の中の宇宙	樂家一子相伝の芸術」展	京都国立近代美術館　東京国立近代美術
館。「無限の宇宙―掌中を超えて」京都国立近代美術館コレクション展にて企画 ･出品など、その他多数。

		主な著書に『「樂吉左衞門」陶 VOL93』京都書院（1993年）、『茶道具の世界	樂茶碗』淡交社	＜共著・責任編集＞（2000年）、『茶道具の世界	和物茶碗』
淡交社	＜共著・責任編集＞（2000年）、『樂焼創成・樂ってなんだろう』淡交社（2001年）、『茶室をつくった	5年間の日々を書き綴った建築日誌』
淡交社（2008年）	、『ちゃわんや	二人の息子と若き人々へ』淡交社（2012年）、『定本　樂歴代』淡交社（2013年）、『月と華	宗入と乾山　元禄を
生きた雁金屋の従兄弟ども』樂美術館（2014年）、『RAKU：	A	Legacy	of	Japanese	Tea	Ceramics』共著・樂篤人	青幻舎（2015年）、『茶碗の中の
宇宙』ロシア語版	著書 . 共著・エルミタージュ美術館・プーシキン美術館編（2015年）、『光悦逍遥』京都新聞社朝刊連載	１年間	26回（2015年）、
『Darkness	and	Light	』共著・樂雅臣（2016年）、『光悦考』淡交社（2018年）、『観じる名碗』世界文化社（2018年）、その他著書多数。

樂　直入
RAKU Jikinyū

樂家十五代当主

講
義
概
要

小
学
生
が
樂
美
術
館
を
お
と
ず
れ
る
と
、
か
な
ら
ず
す
る
質
問
が
あ
り
ま
す
。「
こ
こ
に
は
、
ど
う
し
て
、

黒
い
お
茶
碗
ば
か
り
な
ら
べ
て
い
る
の
～
？
」「
お
じ
さ
ん
も
黒
い
茶
碗
つ
く
っ
て
い
る
の
か
？
」「
お
じ
さ
ん

は
、
色
き
ら
い
な
ん
？
黄
色
と
か
ピ
ン
ク
と
か
緑
と
か
」

こ
の
本
質
的
で
素
朴
な
問
い
に
、
ど
の
様
に
答
え
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。「
黒
色
は
千
利
休
と
言
う
え

ら
い
お
茶
人
の＜

侘
び
茶＞

の
精
神
な
の
」
と
答
え
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
と
も
、「
黒
は
す
べ
て

の
色
を
含
ん
で
い
る
」
と
で
も
・
・
・
。

こ
の
子
供
達
の
問
い
は
日
本
文
化
の
根
底
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
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